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 大学の現況及び特徴 

 現況  

大学名  奈良 立医科大学 

所在地  奈良 橿原市四条町840番地 

学部等の構成 

   学部 医学部 医学科 護学科  

   研究科 医学研究科博士課程 地域医療 健康医

学専攻 生体情報 病態制御医学専攻

生体分子 機能再建医学専攻  

       医学研究科修士課程 医科学専攻  

       護学研究科修士課程 護学専攻  

   附置研究所  

   関連施設 附属図書館 附属病院 先端医学研究

機構 産学官連携推進 ンタ 教

育開発 ンタ 国際交流 ンタ

女性研究者支援 ンタ  

学生数及び教員数 成25 月 日現在  

 学生数 学部 1,012人 大学院 133人 

   専任教員数 350人 

    

 特徴 

沿革  

 本学 昭和20 設立 奈良 立医学専門

学校を起源 昭和22 奈良 立医科大学 旧

制 新制 昭和27 開設  

現 60余 わ 立 医学 単科大学

医学 護学及 関連領域 活躍 人

材を育 国際的 通用 高 研究 医療を通

医学及 護学 発展を図 地域社会 広 人

類 福祉 寄与 いう理念 基 教育 研究

地域 献 診療 を大学 柱  

約5,000 ぶ卒業生を地域 医療機関等 輩出

臨床課程 医学生や 護学生 教育 場 あ 22

診療科や978床 病床等を 附属病院を運営

地域医療 中核を担  

組織  

 大学 組織 学長を 意思決定機関

医学科教授会議 護学科教授会議 あ 主 組織

医学部 医学科 護学科 大学院 医学研究

科 護学研究科 附属病院 附属図書館 先端医学

研究機構 産学官連携推進 ンタ 教育開発 ンタ

国際交流 ンタ 女性研究者支援 ンタ あ  

 医学部 制 医学科 制 護学科

一般教育 専門教育 医学科 基礎医学教

育 臨床医学教育 分 い  

国際交流  

 国際交流 面 毎 教員を学会 研究及 研修

を目的 海外へ派遣 海外 教員

研究者及 学生を 入 い タ

チ ン 大学 16 中国 福建医科大学

20 フ 大学

22 大学 交流協定を締結

教員 研究者及 学生 学術等 交流を行 い  

公開講  

 本学 開学50周 を契機 地域 献

一環 民を対象 医学や医療 知識をわ や

伝え 公開講 医学 を毎 奈良市

橿原市 い 回開催 合計約1,200 を超え 聴

講者 参加を得 い  

国内大学協定  

 13 奈良 内 大学 連携 協力 組織

結 奈良 大学連合 参加

19 志社女子大学 20 早稲田大学

協定を締結 単位互換や教員相互 派遣等 連携 業

を実施 い 21 奈良先端科学

技術大学院大学 協定を締結 医工学融合 学術交流

を行 い  

大学改革  

 大学 更 発展を目指 幾多 組や改革を行

最近10 間 16 奈良 立医科大

学 護短期大学部を 制 医学部 護学科 医学

科 科体制 急 医療技術 進歩

や医学研究 高 化 研究領域 拡大 地域社会 医療

ニ 対応 大学院医学研究科 博士課程

い 系 専攻 領域 再編整備を行  

本学 医学教育 充実 発展を図 を目的

教育開発 ンタ や独創的 研究 果を臨床

応用 先端医学研究機構 設置を行 い  

18 医学科 間を通 学

適 教育を実施 一 教育 地域基

盤型医療コ を導入 大和 工業

株式会社 協力を得 寄附講 住居医学講 を開

設  

19 公立大学法人奈良 立医科大学 へ

移行 更 改革を推進 医学科 入学 い

22 以降 推薦入学試験 緊急医師確保枠

地域枠 入学定員を113 増員  

大学院 い 20 医学研究科

24 護学研究科 修士課程を設置  

24 医学科 一 教育 中 新

研究医養 コ を新設  

企業 寄附講 い 21

薬品株式会社 血栓制御医学講 22

万 製薬株式会社 血 制御学講

23 日本 株式会社 人

工関節 骨軟骨再生医学講 25 学校法人

栗岡学園 医学講 を開講  

 22 奈良 補 地域医療学

講 を開設  
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 目的 

 本学 目的 本学 大学学則 大学院学則 第 条 目的 規定 い ほ 教

授会 決定 大学 理念 大学 目的 大学 教育目標 並 護学科教育目標 制定

い  

 

大学学則第 条  

奈良 立医科大学 医学 護学及 関連領域 活躍 人材を育 国際的 通

用 高 研究 医療を通 医学及 護学 発展を図 地域社会 広 人類 福祉 寄与

を目的  

 

大学院学則第 条  

 奈良 立医科大学大学院 医学又 護学 理論及 応用を教授研究 深奥を究 文化 進展

寄与 専門分 関 高 研究指導者及 専門職者を養 を目的  

 

大学 理念  

 本学 医学 護学 関連領域 活躍 人材を育 国際的 通用 高

研究 医療を通 医学 護学 発展を図 地域社会 広 人類 福祉 寄与 を理

念  

 

大学 目的  

  学部教育 医学 護学 関 基本的知識 技能及 生命倫理 医 倫理を修得

将来 臨床 研究 教育 い 分 活躍 独創性 応用力 豊 人間性を身 付 人材を

育  

 研究面 医学 護学 関連 独創的 先端的研究を学際的 国際的 推進

を主眼 大学院 研究 教育 臨床 い 領域 い 指導者 得 人材 育 を図

各専門分 高 研究を推進  

  附属病院 生涯 亘 臨床教育 研究 場 あ 時 奈良 国 指導的役

割を果 医療機関 新 い社会的要請 対応 体制を確立 先進的高 医療を担う  

 

大学 教育目標  

 将来 研究 医療 保健活動を通 地域社会 献 広 人類 福祉 医学 発展 寄与 人材

を育 医学 医療 関 基本的 知識 技術 態 習慣を体得 独創性 豊 人間性を涵養

あわ 生涯学習 基礎を を教育 目標  

 

基本的知識 

 一 人間関係 人間行動及 人間 環境 相互関係 関 知識 

  医学 関係 学問全般 わ 幅広い基本的知識並 国際化 対応 語学力 

 三 人間 精神活動 身体 構造 機能及 フ タ 関 知識 

 四 疾病 病因 病理 病態生理 関 基礎的知識並 主要症状 経過 治療 関 臨床的知識 

 五 保健 医療 社会的 行政的機構 関 知識 
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基本的技術 

 一 面接 問診 診察 技術 

  主要臨床検査 い 理論 方法を理解 績を 定 能力 

三 診察 臨床検査 得 情報を整理分析 患者 問題を解決 能力 

四 頻 高い疾患 診断 基本的 治療 応急処置 救急治療 能力 

五 研究 医学 果 役割 要性 理解 基本的研究技術 

 

基本的態 習慣 

 一 医学 医療を全人的包括的 え 自然科学 精神的 社会的問題 関係を含

総合的 考え 広い視  

 患者 立場を尊 温 誠実 患者 医師関係を 豊 人間性 医師 指導性 

三 関連 医療 保健従 者及 他 医療施設 研究機関 協力 謙虚 任感 協調性 

四 卒業後 生涯学習 自己評価を続 医学 急 進歩 医療を 社会環境 変化 対応 能力 

 五 高い倫理観 基 医師 社会的使命 任 自覚 

 

 

護学科教育目標  

護 対象 あ 人間を全人的 理解 生命 尊厳 権利を擁護 姿勢を持 倫理的 断 基

い 行動 能力を育  

護 目的 意義を理解 対象者 応 技術 適用 必要性 断を自己決定 実践能力

を育  

変化 社会 ニ やあ ゆ 人々 応 護 展開方法を修得 幅広い学問を探求

護学固 課題を追求 改革 能力を育  

大学生活や 護 実践を通 自己を洞察 護職者 ン 形 人間形

等 自己 長 姿勢を育  

医療 関連職種 協働 必要性を理解 ケ ネ ン 基礎的能

力を育  

地域 国際社会 護職 役割を理解 地域保健医療及 国際協力活動 献 基礎

的能力を育  
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Ⅲ 基準 と 自己評価 

 

基準  大学 目的 

 

観点 と 分析 

 

観点 － － ： 大学 目的 学部 学科又 課程等 目的を含 学則等に明確に定 ら そ 目

的 学校教育法第 83条に規定 た 大学一般に求 ら 目的に適合してい  

 

観点 係 状況  

大学学則 第 条 資料 － － － 大学 目的 規定さ た 大学 理念 資料 － －

－ 目的 資料 － － － 別途定 い  

 

資料 － － －  大学学則 抜粋  

目的  

第 条 奈良 立医科大学 医学 護学及 こ 関連領域 活躍 人材を育 国際

的 通用 高度 研究 医療を通 医学及 護学 発展を図 地域社会さ 広く人類 福祉

寄与 こ を目的  

 

資料 － － －  大学 理念 

本学 医学 護学 こ 関連領域 活躍 人材を育 国際的 通用 高度

研究 医療を通 医学 護学 発展を図 地域社会さ 広く人類 福祉 寄与 こ を理

念  

 

資料 － － －  大学 目的 

 学部教育 医学 護学 関 基本的知識・技能 生命倫理・医 倫理を修得さ

将来 臨床・研究・教育 い 分野 活躍 独創性・応用力 豊 人間性を身 つけた人材を

育  

 研究面 医学 護学 こ 関連 独創的・先端的研究を学際的・国際的 推進 こ を

主眼 大学院 研究・教育・臨床 い 領域 い 指導者 得 人材 育 を図

各専門分野 高度 研究を推進  

 附属病院 生涯 亘 臨床教育・研修 場 あ 同時 奈良 国 け 指導的役割

を果た 医療機関 新 い社会的要請 対応 体制を確立 先進的高度医療を担う  

 

分析結果 そ 根拠理由  

大学 目的 学則や大学 理念及 大学 目的 明確 定 内容 学校教育法第83条 規定さ

た大学一般 求 目的 適合 い  
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観点 － － ： 大学院を有す 大学に いて 大学院 目的 研究科又 専攻等 目的を含 学

則等に明確に定 ら そ 目的 学校教育法第 99条に規定 た 大学院一般に求 ら

目的に適合してい  

 

観点 係 状況  

大学院学則 第 条 資料 － － 大学院 目的 規定さ た 大学 目的 資料 － －

－ 中 大学院 目的 規定さ い  

 

資料 － －  大学院学則 抜粋  

目的  

第 条 奈良 立医科大学院 医学又 護学 理論及 応用を教授研究 そ 深奥を究 く文化 進

展 寄与 専門分野 関 高度 研究指導者及 専門職者を養 こ を目的  

 

分析結果 そ 根拠理由  

大学院 目的 学則や大学 目的 明確 定 そ 内容 学校教育法第99条 規定さ た大学院

一般 求 目的 適合 い  

 

 

優 た点及び改善を要す 点 

  

優 た点  

大学及 大学院 目的 大学及 大学院 学則や大学 理念 大学 目的 い 明確 規定さ い  

 

改善を要 点  

 特  
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基準  教員及び教育支援者 

  

観点 析 

 

観点 － － ： 教員 適 役割 担 組織的 連携体制 確保 教育研究 係 責任 所在

明確 た教員組織 制 い  

 

観点 係 状況  

学 組織体制 学長 副学長 医学部長 附属病院長 を配置 い 教員 所属 組織

い 医学部 医学科 護学科 学科 先端医学研究機構 センタ を設置 い 附

属病院 専任教員を配置 連携を 医学部教育を実施 い 資料 － －  

医学部医学科 教育 い 一般教育 学科目 礎医学教育 13講 臨床医学教育 22講

教員組織を編制 教育 野 一般教育部長 礎教育部長 臨床教育部長を責任者 配置

い 医学部 護学科 教育 い 一般教育 学科目 護専門 10 学科目 教員組織を編制

護学科 責任者 護学科長 護学教育 責任者 護教育部長を配置 い

学科目 領域 教授以 准教授 講師 学 講師 助教 配置 い  

大学院教育 い 医学研究科 博士課程及び修士課程 護学研究科 修士課程 組織編制

学部 教員 兼 教育を実践 い  

 

資料 － －  組織機構図 

  

 

析結果 根 理由  

教員組織編制 学部教育 大学院教育 必要 教員 配置 各教育 野 教育部長を議長

所属 教室主任等 組織 各教育協議会 教育 関 項を審議 学科目 講 連携

を 組織的 教育 実践 い  

以 適 役割 担 組織的 連携体制 確保 教育研究 係 責任 所在 明確

教員組織編制 い 断  

 

 

観点 － － ： 学士課程 い 教育活動を展開 ため 必要 教員 確保 い また 教

育 主要 認め 授業科目 専任 教授又 准教授を配置 い  

 

観点 係 状況  

医学部医学科及び医学部 護学科 教員 配置状況 い 資料 － － あ  

授業科目 担当状況 い 教授 准教授を中心 担当 い  

単科大学 あ 補え い領域や特異 野 関 学外 非常勤講師 医学科279 護

学科29 対応 い  

 

 

添資料  大学概要 －  
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資料 － －  教員現員表 

医学科

教授 准教授 講師 学内講師 助教 現員

哲学 0

統計 情報学 0

物理学 1 1 1 3

一 化学 1 1 1 3

般 生物学 1 1 1 3

教 数学 1 1 2

育 英語 1 1 2

独語 1 1

保健体育学 1 1

一般教育計 5 5 2 0 3 15

第一解剖学 1 1 1 1 4

第 解剖学 1 1 2 4

第一生理学 1 2 2 5

専 第 生理学 1 1 2

門 生化学 1 1 2 4

教 病理病態学 1 1 1 1 4

育 病原体 感染防御医学 1 1 1 3

細菌学 1 1 1 3

基 薬理学 1 1 2 4

礎 地域健康医学 1 1 1 1 4

医 健康 策医学 1 1 1 3

学 法医学 1 3 4

子病理学 1 2 1 4

基礎課程計 13 4 10 4 17 48

第一内科学 1 1 2 5 9

第 内科学 1 1 1 1 6 10

第 内科学 1 1 2 6 10

神経内科学 1 3 2 6

消化器 総合外科学 1 2 2 1 5 11

脳神経外科学 1 1 1 2 6 11

専 胸部 心臓血管外科学 1 1 1 1 7 11

門 整形外科学 1 1 2 3 4 11

教 口腔外科学 1 1 1 1 4 8

育 産婦人科学 1 1 1 8 11

眼科学 1 1 1 1 6 10

児科学 1 1 7 9

臨 精神医学 1 1 1 1 12 16

床 皮膚科学 1 1 1 3 6

医 泌尿器科学 1 1 2 3 7

学 耳鼻咽喉 頭頸部外科学 1 1 7 9

射線医学 1 1 7 9

麻酔科学 1 1 4 6

救急医学 1 2 8 11

総合医療学 2 1 3

病理診断学 1 3 4

射線腫瘍医学 1 1 1 1 4

臨床課程計 21 18 26 12 115 192

中央臨床検査部 1 1 2

輸血部 1 1 2

中央手術部 4 4

中 集中治療部 1 4 5

央 中央 射線部 1 1 2

部 ﾘ ﾘﾃｰ ｮ 部 1 1

門 中央内視鏡 超音波部 4 1 1 6

透析部 1 1

総合周産期 。２切I（U) 4 4

母子医療 ﾀｰ 。３I（U) 1 1 5 7

感染症センタ 1 1 1 1 4

腫瘍センタ 1 1 2

和ケアセンタ 1 1

ペインセンタ 1 1

形成外科センタ 1 1 2

医療安全推進室 0

臨床研修センタ 1 1

中央部門計 3 17 3 0 22 45

先端医学研究機構 3 3

医療情報学 野 0

生命 ﾃﾑ医科学 野 脳神経 1 2 3

生命 ﾃﾑ医科学 野 循環器 1 2 3

1 1

1 1

学長付 1 3 1 5

未配置定数

合 計 45 49 44 16 162 316

所 属

健康管理センタ

教育開発センタ

成25 5月1日

 

人  
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護学科

教授 准教授 講師 学内講師 助教 現員

哲学 1 1

英語 1 1

人間発達学 1 1

臨床病態医学 1 1

護 基礎 護学 1 2 1 4

成人 護学 1 2 2 5

学 老 護学 1 1

老 護学 1 1 2

科 児 護学 1 1 1 3

精神 護学 1 1 1 3

公衆衛生 護学 1 1 1 2 5

母性 護学 1 2 1 2 6

護学科 1 1

合 計 10 6 10 0 8 34

成25 5月1日

所 属

 

析結果 根 理由  

 学士課程 い 大学設置 準 定 必要 専任教員数 医学科140 護学科 12 を確保

教育 主要 認 授業科目 専任 教授又 准教授を配置 い 非常勤講師 適

配置 学士課程 教育全体 質 向 を図 い  

 以 学士課程 い 教育活動を展開 必要 教員 確保 教

育 主要 認 授業科目 専任 教授又 准教授を配置 い  

 

観点 － － ： 大学院課程 い 教育活動を展開 ため 必要 教員 確保 い  

 

観点 係 状況  

大学院課程 い 医学研究科博士課程 専攻 医学研究科修士課程 専攻 護学研究科修士課程

専攻 設置 学士課程 教員 研究指 教員 研究指 補助教員 配置 い 資料 －

－ －  

 

資料 － － －  大学院課程教員現員表 

博士課程

教授 准教授 講師 学内講師 助教 教授 准教授 講師 学内講師 助教

地域医療・健康医学

11 8 3 1 1 24

生態情報・病態制御医学

17 10 3 5 5 2 42

生体分子・機能再建医学

20 14 5 8 5 6 58

修士課程

教授 准教授 講師 学内講師 助教 教授 准教授 講師 学内講師 助教

医科学

25 14 5 1 6 4 7 62

看護学

9 1 3 3 1 17

［大学院設置基準に定める教員数］

博士課程

研究指導教員数 名

研究指導補助教員数 研究指導補助教員数と合わせて 名

修士課程 医科学 修士課程 看護学

研究指導教員数 名 名

研究指導補助教員数 研究指導補助教員数と合わせて 名 名

研究指導教員数

研究指導補助教員数

専攻の名称

研究指導教員 研究指導補助教員

計

成 月 日現在

成 月 日現在

研究指導教員 研究指導補助教員

専攻の名称

計

 

人  

人  

人  
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資料 － － －  大学院研究指 教員 簿 

  

 

析結果 根 理由  

大学院設置 準 定 研究指 教員数及び研究指 補助教員数を超え 教員数を確保 大学院課程

い 教育活動を展開 必要 教員 確保 い 断  

 

 

観点 － － ： 大学 目的 応 教員組織 活動を 活性化 ため 適 措置 講 い

 

 

観点 係 状況  

学教員 性 構成並び 齢構成 い 資料 － － － あ  

女性教員 フ ン 離職等を防 女性研究者支援センタ を設置 女性教員 研究

支援等を行 い 資料 － － －  

奈良 立医科大学女性研究者学術研究奨励賞 を創設 学術 優 研究成果を挙 女性研究者

表彰を行 い 育児支援 い 育児休業制 育児部 休業制 育児短時間勤 制 等を 入

育児中 柔軟 勤 体制 就業 可能 あ  

子育 支援 一環 学 保育園を 充 成 25 60 定員を 入 い  

資料 － － －  

更 教員 研究活動 活性化を目的 医学 学術研究 優 業績等をあ 若手教員を表彰 中島

佐一学術研究奨励賞 や教員 海外及び国 留学制 を整備 い  

成19 法人化以降全教員 対 任期制 入 任期制 適用状況 資料 － － －

あ  

 

資料 － － －  教員性 構成 齢構成 

教員年齢構成

25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60- 計

教授 0 0 0 1 5 14 19 16 55

准教授 0 0 0 6 12 20 11 6 55

講師 0 0 5 16 15 13 4 1 54

学内講師 0 0 2 6 5 2 1 0 16

助教 2 20 76 52 14 2 3 1 170

計 2 20 83 81 51 51 38 24 350

％ 0.6% 5.7% 23.7% 23.1% 14.6% 14.6% 10.9% 6.9% 100%  

添資料  大学概要 18  

人  
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男性教員

25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60- 計

教授 0 0 0 0 3 11 17 13 44

准教授 0 0 0 4 11 19 9 3 46

講師 0 0 5 10 11 8 2 1 37

学内講師 0 0 2 6 5 2 0 0 15

助教 0 14 63 39 11 1 3 1 132

計 0 14 70 59 41 41 31 18 274

 

女性教員

25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60- 計

教授 0 0 0 1 2 3 2 3 11

准教授 0 0 0 2 1 1 2 3 9

講師 0 0 0 6 4 5 2 0 17

学内講師 0 0 0 0 0 0 1 0 1

助教 2 6 13 13 3 1 0 0 38

計 2 6 13 22 10 10 7 6 76

 

 

 

 

 

人  

人  
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資料 － － －  女性支援センタ 設置 教員 女性比率 状況 

H23.2 H23.4 H24.4 H25.4

全体 338 348 346 351

うち女性 65 67 69 76

女性比率 19.23% 19.25% 19.94% 21.65%

全体 258 265 255 256

うち女性 33 34 34 38

女性比率 12.79% 12.83% 13.33% 14.84%

全体 48 50 59 61

うち女性 4 5 7 7

女性比率 8.33% 10.00% 11.86% 11.48%

全体 32 33 32 34

うち女性 28 28 28 31

女性比率 87.50% 84.85% 87.50% 91.18%

教

員

全

体

医

学

科

看

護

学

科

中

央

部

門

他

 

 

資料 － － －  立大学法人奈良 立医科大学 保育園運営規程 抜粋  

目的   
第 条 規程 立大学法人奈良 立医科大学 保育園 以 保育園 いう を適 運営 入園

児童 健全 保育 資 を目的   
定員   
第 条 保育園 定員   
保育 形態   
第 条 保育 形態   

 常時保育 長期 利用期間 い 的 実施 保育  
 短期保育 一時的 期間を指定 実施 保育  
 臨時保育 一時的 日時を指定 実施 保育  

開園時間   
第 条 保育園 開園時間   

  日 午前 時 午 時 延長保育実施時 午 時   
 金曜日 夜間保育 申込制  午 時 翌日午前 時   
 土曜日 土曜保育 申込制  午前 時 午 時   

利用資格   
第 条 保育園を利用 者 各 掲 者   
一 生 日 学校就学 始期 乳幼児を養育 立大学法人奈良 立医科大学 職員 あ

勤 疾病 護 他 情 養育 係 乳幼児 い 保育園 保育 必要 あ 認

者  
 入園児童 定員 満 い場合 い 理 長 特 養育 係 乳幼児 い 保育園 保育 必要

あ 認 者 

 

資料 － － －  任期制適用状況 

 

人  
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析結果 根 理由  

教員 性 構成 医学部全体 い 女性教員 比率 21.7％ 全国水準 回 い 医学科

い 女性教員 比率 全国 均 20.2% 成22 学校教員統計調査 を 回 改善 余地 あ

考え  

教員 齢構成 い 各 代 多少 差 あ 全体 バ ン 構成 い  

多様 施策を通 教員組織 活性化を図 い  

以 大学 目的 応 教員組織 活動を 活性化 適 措置 概 講

い  

女性教員比率 向 い 女性研究者支援センタ 支援等 効果検証を行 い

く  

 

 

観点 － － ： 教員 採用基準や昇格基準等 明確 定め 適 運用 い 特 学

士課程 い 教育 指 能力 評価 また大学院課程 い 教育研究 指

能力 評価 行わ い  

 

観点 係 状況  

教員選考 準 資料 － － － い 教員 職位 資格を定 教員 採用や昇格

準 定 資格や教員 適性等を総合的 教育研究審議会 審議を 決定 い  

医学科及び 護学科 教授 選考 い 教育研究審議会 答申を 学長 教授候補者 選考 係

方針を定 教授選考委員会 設置 選考委員会を中心 候補者 選考 選

考 候補者 提出 履歴書及び業績 報告書等を 書類審査 面談等 候補者 絞 込

行わ 選考委員会 最終的 以 候補者 教授選考会議 推薦 教授選考会議

候補者 開講演会 開催 教授選考会議 構成員 投票 教授候補者 選出 選

出 教授候補者 い 教育研究審議会 審議を経 最終的 決定 い 資料 － －

－  

学士課程 教育 指 能力 大学院課程 教育研究 指 能力 い 教員選考 準 資

料 － － － い 教育歴や研究歴 学位 得等 準 定 教員 採用や昇

任 提出 履歴書や業績目録を 評価 実施 い 教授 選考 履歴書や業

績目録 他 教育実績 関 講義担当状況や試験問題等 作成実績等 研究業績 関 発表 論文

Impact FactorやCitation Index等 指標 科学研究費補助金 研究費 得状況等 臨床実績 関

手術実績や臨床指 実績等 前述 教授選考委員会 必要 資料 評価を実施 い  

 

資料 － － －  教員選考 準 抜粋  

選考  

第 条 教員 各 一 当 者 中 選考 大学設置 準第 章 教員 資格を併

案 選考  

教授 

一 大学 教授 准教授 助教授 又 前歴を 者 相当 研究業績あ 者 

 学位 博士 学位 を 又 10 以 研究歴を 且 相当 研究業績あ 者 

准教授 

一 大学 准教授 助教授 又 前歴を 者 相当 研究業績あ 者 
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 学位を 又 以 研究歴を 且 相当 研究業績あ 者 

講師 

一 大学 講師又 前歴を 者 相当 研究業績あ 者 

 学位を 大学 助教 助手 又 前歴を 者 相当 研究業績あ 者 一般教育  

あ 大学設置 準第15 条 当 者 学位を 者又 修士課程修了者 大学卒業 以  

経験 相当 研究業績あ 認 者 講師  

助教 

＜医学科＞ 

一 修士 学位 医学を履修 課程 歯学を履修 課程 薬学を履修 課程 う 臨床 係 実践的 能力 

を う を主 目的 又 獣医学を履修 課程を修了 者 い 学士 学位 又 専門 

職学位を 者 研究業績あ 者  

＜ 護学科＞ 

一 修士 学位 医学を履修 課程 歯学を履修 課程 薬学を履修 課程 う 臨床 係 実践的 能力 

を う を主 目的 又 獣医学を履修 課程を修了 者 い 学士 学位 又 専門 

職学位を 者  

 大学卒業以 学力を 専攻 野 い 知識及び経験を 認 者  

 

資料 － － －  医学科教授選考 関 規程 抜粋  

(選考機関  

第 条 教授候補者 決定 教育研究審議会 以 審議会 いう 行う  

 審議会 医学科教授選考会議 以 選考会議 いう を置く  

 選考会議 学長 副学長及び医学科専任教授 教育開発センタ 教授及び先端医学研究機構教授 寄附講 及び

地域医療学講 教授を除く を 組織  

 選考会議 議長 学長 但 学長 故あ 時 副学長 医学部長 職 を行う  

選考  

第 条 審議会 各 一 当 場合 役員会 諮問 あ 第 教授候補者 選考を行う  

( )教授 定 退職  

( )教授 辞職 申 出 あ 審議会 を 認  

( )教授 増員 あ  

( )教授 員  

選考 準  

第 条 教授候補者 奈良 立医科大学教員選考 準 昭和29 14日 第 条 定 者 う 選考  

選考 係 方針  

第 条 教授候補者 選考 当 あ 教授候補者 選考 係 方針 以 方針 いう

を策定  

 方針 学長 審議会 答申 い 策定  

第 条 方針 い 掲 項を定  

( )選考 係 教授候補者 研究 野 

( )教授候補者 教育方針 関 的 考え方 

( ) 募制 推薦制又 指 制 要否等 選考方法 的 項 

( ) 他教授候補者 選考 関 必要 項 

選考委員会  

第 条 選考会議 教授候補者選考委員会を設置  

 選考委員会 構成 原則 表 教育開発センタ 先端医学研究機構 新設

教室及び審議会 特 必要 認 教室等 教授 選考 係 選考委員会 構成 審議会 定  

 副学長以外 選考委員会 委員 選考会議 い 選挙 選出  

 選考委員会 委員長を置 委員 互選 を選任  

 学長 選考委員会 出席 意見を述  

 選考委員会 非 開  

第 条 選考委員会 職 を行う  

( ) 募制 推薦制及び指 制 手 他必要 項を定  

( ) 教授候補者 係 提出書類等を審査 必要 調査を行う  

( ) 募制及び推薦制 場合 原則 以 指 制 場合 教授候補者を選定 選考会議 推薦

 

( ) 前 選定 前 選考会議 選定作業 経緯等 中間報告を行う  

( ) 推薦 教授候補者 人物 経歴 研究業績 健康状態等を選考会議 報告  

選考会議 責  
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第10条 選考会議 選考委員会 選考経過 報告及び教授候補者 推薦 対 十 審議 うえ 認 選考

選挙を行 教授候補者を審議会 推薦  

 

資料 － － －  護学科教授選考 関 規程 抜粋  

選考  

第 条 審議会 各 一 当 場合 役員会 諮問 あ 第 教授候補者 選考を行う  

一 教授 定 退職  

 教授 辞職 申 出 あ 審議会 を 認  

 教授 増員 あ  

四 教授 員  

選考 準  

第四条 教授候補者 奈良 立医科大学教員選考 準 昭和 十九 七 十四日 第一条 定 者 う 選考

 

選考 係 方針  

第五条 教授候補者 選考 当 あ 教授候補者 選考 係 方針 以 方針 いう

を策定  

 方針 学長 審議会 答申 い 策定  

第 条 方針 い 掲 項を定  

一 選考 係 教授候補者 研究 野 

 教授候補者 教育方針 関 的 考え方 

 推薦制 入 要否等 選考方法 的 項 

四 他教授候補者 選考 関 必要 項 

選考委員会  

第七条 選考会議 教授候補者選考委員会 以 選考委員会 いう を設置  

 選考委員会 教授候補者 選考 係 領域 教授を除く 教授を 組織  

 選考委員会 委員長を置 委員 互選 を選任  

 学長 選考委員会 出席 意見を述  

 選考委員会 非 開  

第 条 選考委員会 職 を行う  

一 選考方針 募等 手 他必要 項を定  

 教授候補者 係 提出書類等を審査 必要 調査を行う  

 以 教授候補者を選定 選考会議 推薦  

 

析結果 根 理由  

教員 採用や昇任 教員選考 準 則 学士課程 教育 指 能力 評価

大学院課程 教育研究 指 能力 評価を教育研究審議会 実施 い 教授選考

細 項目 い 複数段階 評価を実施 規程等 定 プロセ を厳 運用 い  

以 教員 採用 準や昇格 準等 明確 定 適 運用 い 断  

学士課程 教育 指 能力 評価及び大学院課程 教育研究 指 能力 評価 行わ

い 断  

 

 

観点 － － ： 教員 教育及び研究活動等 関 評価 的 行わ い また そ 結果把握

た 項 対 適 取組 い  

 

観点 係 状況  

任期 一部教員 い 更新 再任審査を実施 審査対象教員 任期中

教育活動業績 学術 研究業績 学組織運営活動 社会的 献 関連学会等 献 診療実績 業績報告

書 提出を求 項目 い 総合的 評価を行 い 現在 H25.5.15時点 164
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再任審査を行 任期制 適用を い い教員 関 成 24 成 19

成 24 教育活動業績 学術 研究業績 学組織運営活動 社会的 献 関連学会等 献

診療実績 項目 わ 自己評価書を作成 資料 － －  

任期制 適用 い 教員 い 評価結果 学長 コメン を付 伝 え い  

教育活動 関 学生 授業評価を実施 を教員 フ バッ い  

 

資料 － －  任期制適用状況及び再任審査実施状況 

適用

327名

94.2%

適用外

20名

5.8%

任期制適用状況 H25.5.1時点

今までの再任審査 象教員の状況

任期満了日 職 再任の可否

H21.8.31 助教 可

H21.9.30 助教 可

H22.3.31 教授

再任

希望

H23.8.31 助教 可

H24.4.30 教授 可

H24.8.31 助教 可

H24.9.30 助教 可

H24.12.31 助教 可

H25.3.31
再任を申出た者

全員可

H25.5.31 教授 可

H25.6.30 可

生命システム医科学分野

循環器システム医科学

坂部　正英

林　 来

生命システム医科学分野

脳神経システム医科学

坪井　昭夫

健康政策医学 今村　知明

教授 名　准教授 名　講師 名　学内講師 名

助教 名　寄附講座等教授 名

再任を申し出なかった者　教授 名　講師 名

生命システム医科学分野

脳神経システム医科学

原　誠一

生命システム医科学分野

脳神経システム医科学

高橋　弘雄

講師 名　学内講師 名　助教 名

所属 氏名

生命システム医科学分野

脳神経システム医科学

原　誠一

生命システム医科学分野

脳神経システム医科学

高橋　弘雄

教育開発センター 森田　孝夫

生命システム医科学分野

循環器システム医科学

 

 

析結果 根 理由  

再任審査 評価項目 い 記 項目 い 業績報告書を 評価 実施 教員 任

期中 活動を多方面 評価 形 い 学生 授業評価 い 的 実施 教

育 容 質 向 図 教員 教育及び研究活動 関 評価 的 行わ い 断  

結果 把握 項 対 適 組 い いう点 い 任期 更新

教員 活動実績 認 いう自信 得 教育 研究 診療 更 向 心 繋 考え

一定 成果を 教員 意欲を 高 組を検討 必要 あ  

 

 

 

観点 － － ： 教育活動を展開 ため 必要 務職員 技術職員等 教育支援者 適 配置

い また ＴＡ等 教育補助者 活用 図 い  

 

観点 係 状況  

教育活動 展開 必要 職員 教育支援課 27 職員 配置 学士課程及び大学院課程

教 入試等 関 学生生活 サポ 等 業 を行 い う い 附属

図書館 配置 書業 を行 い  

術職員 礎医学教育 教 職員 礎医学教育 臨床医学教育 職員

配置 教育資材 作成 学生実験 補助等を担当 い 教 職員 配置 い い 礎医学

教育 講 大学雇用 非常勤職員を各 配置 教 職員 様 業 従 い  
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ＴＡ い 教室 外部資金等 雇用 制 を設 い 護学科 臨床病態医学

配置 あ 制 活用推 求  

 

定数現員表 職種 現員表  

 

資料 － － －  職員構成－役職員数 

  

 

資料 － － －  テ チン タン 及び サ チ タン 関 規程 抜粋  

趣旨  

第1 条 規程 奈良 立医科大学 以 学 いう 大学院生及び学部学生 対 教育活動又 研究

活動 補助業 を各教室 領域 主任 指示 行わ 対 手当を支給 教育及び研

究 充実 資 必要 項を定  

称  

第2 条 前条 定 教育補助業 又 研究補助業 を行う者 称 テ チン タン 以

TA いう 又 サ チ タン 以 RA いう  

被選考資格  

第3 条 TA 及びRA 被選考資格 学大学院又 学部 課程 在籍 者  

契約期間  

第4 条 TA 及びRA 契約期間 以  

 前項 期間 必要 応 所定 手 を経 更新  

雇用申請手  

第5 条 TA 又 RA を雇用 う 教室 領域 主任 TA RA 雇用申請書 様式第1 必要 項を記載

理 長 申請  

 前項 申請書 掲 書類を添付 い  

一 履歴書 

 他 理 長 必要 認  

  雇用契約期間を更新 う 教室 領域 主任 TA RA 雇用契約期間更新申請書 様式第2 必要

項を記載 理 長 申請 前項 掲 書類 う 履歴書 省略  

雇用  

第6 条 理 長 前条 雇用又 雇用契約期間更新 申請 あ 者 対 審査を行 雇用  

解職  

第7 条 TA 又 RA 各 い 当 場合 理 長 教室 領域 主任 協議 職を解く

 

一 業 遂行状況 著 く良く い場合 

 心身 故 職 遂行 著 く支 あ 又 堪え い場合 

 職 義 反 又 職 を怠  

四 前 規定 場合 ほ 職 必要 適格性を著 く く場合 

勤 時間  

第8 条 TA 及びRA 勤 時間 20 時間を 限 教室 領域 主任 TA 又 RA 雇用 う 者

協議 定  

 前項 勤 時間を定 あ 教室 領域 主任 TA 又 RA 雇用 う 者 講 講

義等 支 を来 い う 配慮 い  

服  

第9 条 TA 及びRA 服 立大学法人奈良 立医科大学日々雇用職員 例  

賃金  

第10 条 TA 及びRA 賃金 800 時間  

労働災害  

第11 条 TA 及びRA 業 又 通勤 災害 対 補償 労働者災害補償保険法 昭和22 法 第50 

定  

源  

第12 条 TA 又 RA 雇用 必要 経費 雇用 教室 領域 入 い 外部資金研究費を

充  

添資料  大学概要 19  
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析結果 根 理由  

教育活動 更 展開及び多様化 対応 都 必要 職員 増員 対応 教

育活動を展開 必要 職員 術職員等 教育支援者 適 配置 い  

ＴＡ等 教育補助者 関 一定 活用を図 い 改善 余地 あ 断  

 

 

優 た点及び改善を要 点 

 

優 点  

教員 再任審査 教員 任期中 活動 関 多方面 評価 行わ い  

教員 採用昇任 関 準を明確 選考を行 い 特 教授 選考 い 選考委 

員会 選考会議を通 厳 選考 行わ い  

 

改善を要 点  

ＴＡ等 教育補助者を積極的 活用 教育活動 更 展開を図 変化 柔軟 対応 体制 構築

求  
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基準４ 学生 入 

 

観点 析 

 

観点４－ － ： 入学者 入方針 アドミッション ポリシ 明確 定め てい  

 

観点 係 状況  

本学 大学 理念 学 護学 び 関連領域 活躍 人材 育成

国際的 通用 高度 研究 療 通 学 び 護学 発展 図 地域社会 広く人類 福

祉 寄与 掲 い  

踏 え 入学者 入方針 ア ッ ョン ポ 豊 人間性 幅広い知識 高い学力

科学的 究心 国際的視野 地域社会へ 貢献及び奈良 大へ 愛校心 持 人材 求 い 資料 －

－ －  

考え方 実効性 あ 入学試験 目的 沿 者 選抜 大学入試 ンタ 試

験 個 学力検査(学科試験 論文試験) 面接試験等 学科毎 試験 毎 適宜 選択 行 い  

一方 大学院 い 学研究科 護学研究科 ア ッ ョン ポ 定

ア ッ ョン ポ 求 人材 選抜試験 確保 い 資料 － － －  

 

資料 － － －  大学 ア ッ ョン ポ 抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 － － －  大学院 ア ッ ョン ポ 抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

学科 

自 人 思いや 心 持 人 人間性豊 人  

幅広い知識 高い学力 学へ 興味 旺盛 科学的 求心 持 人  

国際的 視野 考え行動 療 通 地域社会 貢献 熱意 行動力 あ 人  

奈良 立 科大学 愛 将来 担う志 持 人  

護学科 

自 人 思いや 心 持 人間性豊 人  

幅広い基礎学力 護学 対 究心 持 学習 組 人  

国際的感覚 身 地域 保健 療 福祉 貢献 熱意 行動力 あ 人  

奈良 立 科大学 愛 将来 担う志 持 人  

学研究科 

独創的 発想 科学的 究心 富 豊 人間性 持 人  

学 療 野 い 高度 知識 能 修得 社会 貢献 人  

国際的 視野 立ち 高度 研究 通 学 発展 寄与 人  

研究 教育 臨床 い 野 い 指 者 志 人  
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析結果 根拠理  

本学 学部 学科 護学科 及び大学院 学研究科 護学研究科 い い ア ッ

ョン ポ 策定 本学 求 人材 明確 規定 い や入学案内等 ア

ッ ョン ポ 学内外 広く 表 入学志願者及び関係者 対 本学 求 学生像

い 十 周知 図 い  

入学 学生便覧等 ア ッ ョン ポ 掲載 学生や教員 配布 ア ッ

ョン ポ 周知 再認識 図 い  

 

 

観点４－ － ： 入学者 入方針 沿って 適 学生 入方法 採用 てい  

 

観点 係 状況  

［ 学科］ 

入学試験 一般選抜試験(前期日程 期日程) 及び推薦選抜試験 緊急 師確保枠 地域枠 実施

い 研究 養成コ 第 次編入学( 学科第 次 編入学) 併 実施 い  

第 次編入学試験 除く全 入試 い 第 次試験 大学入試 ンタ 試験 課 個 学

力検査等 学科試験(数学 英語 理科(化学 生物 物理 推薦選抜試験 一般選抜試験(前期日程)

科目 一般選抜試験( 期日程) 科目)) 及び面接試験 実施 い い 試験 い 学力検

査 加え 面接試験 行う 本学 求 ア ッ ョン ポ 則 将来 師 学研究

者 資質 備え 人物 う 断や評価 行 い  

ア ッ ョン ポ 掲 い 療 通 地域社会へ貢献 熱意 行動力 人材

求 一方策 成20 度 地域枠 奈良 内 高等学校等 卒業見込 者又 卒業 者及び本

人 親等以内 親族 配偶者 い 前 引 奈良 内 住所 い 者 及び緊急 師

確保特 入試 知 指定 へ 地 療機関又 療機関 特定診療科等 勤務 希望 者 設 卒業

地元 定着 地域 療 貢献 入学者 選抜 行 い  

一方 第 次編入学試験 高度 教養 知識 持 い 確認 将来 学研究者

資質 備え い 断 論文試験 専門科目 口頭試問 課 い  

［ 護学科］ 

入学試験 一般選抜入試(前期日程 期日程) 推薦選抜試験 社会人特 選抜試験及び第 次編入学

試験 実施 い  

一般選抜試験 第 次試験 大学入試 ンタ 試験 課 個 学力検査等 論文試験(前期日

程 ) 及び面接試験 実施 い 推薦選抜試験 社会人特 入学試験 大学入試 ンタ 試験

護学研究科 

人間 対 深い関心 生命倫理や 療倫理 い  

希望 専攻 野 基礎知識 身 い  

自 進 課題 組 意欲や 求心 あ  

護学 教育 研究 実践 野 貢献 意志 あ  

 具体的 護学関連 野 学習 学生 
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課 い 個 学力検査 論文試験及び面接試験 課 い  

護学科 い ア ッ ョン ポ 掲 い 療 通 地域社会へ貢献 熱意

行動力 人材 求 一方策 成20 度 地域枠 奈良 内 高等学校等 卒業見込 者

又 卒業 者及び本人 親等以内 親族 配偶者 い 前 引 奈良 内 住所

い 者 設 卒業 地元 定着 地域 療 貢献 入学者 選抜 行 い  

一方 第 次編入学入試 学科試験(専門科目 英語) 及び面接試験 行 本学 求 ア

ッ ョン ポ 則 護専門職者 資質 備え 人物 う 断 評価 行 い  

資料 － － －  

 

［大学院 学研究科］ 

博士課程 修士課程 出願 際 志望 専攻主科目 研究指 教員 前面談 行わ 入学

試験 い 英語及び研究指 教員 専攻主科目 口頭試験 行い 学力及び学生自身 本学 ア

ッ ョン ポ 則 人材 あ 評価 行 い  

［大学院 護学研究科］ 

修士課程 出願 際 志望 専門領域 担当教員 前面談 行わ 入学試験 い 英語

及び専攻 野 試験 加え 面接試験 行い 学力及び学生自身 本学 ア ッ ョン ポ 則 人

物 あ 評価 行 い  

資料 － － －  

 

資料 － － －  学科 入学者状況 志願者及び入学者  

教育情報 表 入学 卒業 進路 状況 入学者 数 過去  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/nyuugakusyanokazu.pdf 

成25 度入学者 数 

学科推薦  http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/igakuka/H25isuisen.pdf 

学科一般  http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/igakuka/H25iippan.pdf 

 護学科第 次編入学 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/kangogakka/H25khennyuu.pdf 

護学科推薦 社会人特 選抜 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/kangogakka/H25ksuisen.pdf 

護学科一般 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/kangogakka/H25kippan.pdf 

 

資料 － － －  大学入学選抜要項 成25 度  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/H25senbatu.pdf 

 

資料 － － －  大学院学生募集要項 成25 度  

学研究科修士課程 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/igakukenkyu/H25shusiyoukou.pdf 

 学研究科博士課程 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/igakukenkyu/25daigakuinhakase.pdf 

護学研究科修士課程 

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/kanogogakukenkyu/H25kangoshusiyoukou.pdf 

 

 

/pdf/info/education_info/nyuugakusyanokazu.pdf
/pdf/admissions/igakuka/H25isuisen.pdf
/pdf/admissions/igakuka/H25iippan.pdf
/pdf/admissions/kangogakka/H25khennyuu.pdf
/pdf/admissions/kangogakka/H25ksuisen.pdf
/pdf/admissions/kangogakka/H25kippan.pdf
/pdf/admissions/H25senbatu.pdf
/pdf/admissions/igakukenkyu/H25shusiyoukou.pdf
/pdf/admissions/igakukenkyu/25daigakuinhakase.pdf
/pdf/admissions/kanogogakukenkyu/H25kangoshusiyoukou.pdf
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析結果 根拠理  

［ 学科］ 

一般選抜試験 推薦選抜試験 大学入試 ンタ 試験及び学科試験 課 学 志 者

必要 基礎学力 い 評価 行う 面接試験 い 学 志 理 や将来像等 問う

単 学力 優 者 選抜 く 本学 学生 ア ッ ョン ポ 則 将

来 師 学研究者 資質 持 人物 断や評価 行 適 学生 入方法 用

い  

 特 地域枠や緊急 師確保特 入試 設 ア ッ ョン ポ 即 人物

入 力 行 い  

 一方 第 次編入学試験 将来 学研究 志 者 対象 他大学 在学中 あ 高度 理工

系 知識 備え 者 選抜 論文試験 口頭試問 専門的 知識 将来性 評価 断 ち

適 学生 入方法 用 い  

［ 護学科］ 

選抜方法 一般選抜試験 推薦選抜試験 社会人特 選抜試験 第 次編入学試験 多様 あ 大学入

試 ンタ 試験(一般選抜試験(前期日程 期日程)) 調査書(推薦選抜試験) 社会人経験(社会人特 選抜試験)

専門試験(第 次編入学試験) 試験 特徴 活 資質 断 行う 全

試験 い 面接試験 実施 護学 志 理 や将来像等 問う 本学 学生 ア ッ

ョン ポ 則 護専門職者 資質 備え 人物 う 断 評価 行 適 学

生 入方法 用 い  

 特 地域枠 設 ア ッ ョン ポ 即 人物 入 力 行

い  

 

［大学院 学研究科］ 

英語 試験 加え 専攻主科目 研究指 教員 口頭試験 い 志望理 問う 学力

優 者 選抜 本学 大学院生 適 やア ッ ョン ポ 沿 人物 断

行 適 学生 入方法 用 い  

［大学院 護学研究科］ 

英語及び専攻科目 試験 加え 面接試験 い 志望理 問う 学力 優 者 選抜

本学 大学院生 適性やア ッ ョン ポ 沿 人物 断 行 適

学生 入方法 用 い  

 

 

観点４－ － ： 入学者選抜 適 実施体制 公正 実施 てい  

 

観点 係 状況  

［ 学科］ 

入学者選抜 実施体制 学科入学試験委員会 掌握 具体的 実施計画 立案 選抜要項案 募集要項案

作成 学科試験問題 作成 面接試験実施方法 検討 試験場管理等 行 い 選抜要項案 面接

試験実施方法等 教授会議 認 経 発表及び実施 い 資料 － － －  

学科試験 点 科目約 ～ 点委員 行い 複数者 確認 発生 防 点
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教職員 複数回 検算 簿チェッ 行い 入学試験委員会 教授会議 認 経 合格発表 行

い 教授会議 認 結果 学長報告  

第 次編入学試験 い 研究 養成コ 運営 密接 関係 あ 研究 養成コ

運営委員会 学内選出委員 連携大学(関西 科大学 早稲 大学)選出委員 構成 内 設

運営委員会選抜部会 主 い  

入学試験時 学長 本部長 試験実施本部 置 全学 あ 実施体制 試験実施 万全 期

出題担当 各試験委員 試験直前 最終査 行い 志願者 質問 対 迅 的確

対応 体制 い  

更 入学試験監督者 学内教職員 選任 詳細 明会 行い 試験実施 生 い

う 万全 体制 い 要所へ連絡員 配置 試験環境確保 連絡体制 い い  

［ 護学科］ 

入学者選抜 実施体制 護学科入学試験委員会 掌握 具体的 実施計画 立案 選抜要項案 募集要項

案 作成 学科試験問題 論文試験問題及び面接試験問題 作成 面接試験実施方法 検討 試験場 管理等

行 い 選抜要項案 面接試験実施方法等 教授会議 認 経 発表及び実施 い 資

料 － － －  

学科試験 論文試験 点 科目約 点委員 行い 複数者 確認 発生 防

点 教職員 複数回 検算 簿チェッ 行い 入学試験委員会 教授会議 認 経 合格発

表 行 い 教授会議 認 結果 学長報告  

入学試験 学科 日 実施 対応 い 学科 様 実施 い  

 

［大学院 学研究科］ 

博士課程 修士課程 博士課程委員会及び修士課程委員会 い 学生募集要項 定 規定 適合 者

験  

入学試験当日 博士課程及び修士課程 研究部長 英語試験実施 明及び監督 行い 教育支援課 職員

補 い  

英語 試験問題 博士及び修士 課程委員会 い 決定 教員 作成及び 点 行 い 専攻主科目

口頭試験 結果 あわ 合否 断 博士課程 い 出題者 学部長 研究部長

成績 参考 合格者案 作成 い 修士課程 い 出題者 研究部長 成績 参考 合格者

案 作成 い 合格者案 博士課程及び修士課程 運営委員会及び課程委員会 審議及び 認 経

合格者 決定 大学院 学研究科博士課程及び修士課程委員会 認 結果 学長報告  

［大学院 護学研究科］ 

大学院 護学研究科修士課程委員会 学生募集要項 定 規定 適合 者 験  

入学試験当日 大学院 護学研究科修士課程運営委員会 試験実施 明 行い 護学研究科教員 試験監

督 行い 教育支援課 職員 補 い  

英語試験問題 委員会 決定 教授 作成及び 点 行 専門科目 試験結果 合わ 合否 断

行 委員会 認 経 合格発表 行 い 大学院 護学研究科修士課程委員会 認 結果

学長報告  
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資料 － － －  学科入学試験委員会規程 抜粋  

所掌 務   

第 条 委員会 所掌 務 次   

一 入学者 募集 関   

 学科試験実施教科 科目 関   

 学科試験問題 関   

四 健康診断 関   

五 論文試験問題 関   

 面接試験 関   

七 調査書 審査 関   

 試験成績書 作成 関   

九 試験場 管理 関   

十 他入学試験 関   

組織   

第 条 委員会 委員長 副委員長及び委員若 組織   

 委員長 学部長 副委員長 一般教育部長 あ   

 委員 教育研究審議会 議 経 学長 任命   

専門委員   

第 条 委員会 次 専門委員 置く   

一 学科試験委員  

 健康診断委員  

 論文試験委員  

四 面接試験委員  

 専門委員 委員長 内申 学長 任命又 委嘱   

第 条 学科試験委員 担当科目 い 問題 作成並び 答案 点 行い 点結果 委員長 報告

  

 健康診断委員 志願者 健康診断 行い 結果 委員長 報告   

 論文試験委員 論文試験 い 問題 作成並び 答案 点 行い 点結果 委員長 報告

  

 面接試験委員 験者 面接並び 評定 行い 結果 委員長 報告   

成績書 作成等   

第 条 委員長 前条 報告並び 調査書 審査 結果 総合 試験成績書 作成 入学者決定 関 意見

具 学長 報告  

 

資料 － － －  護学科入試委員会規程 抜粋  

所掌 務   

第 条 委員会 所掌 務 次   

一 入学者 募集 関   

 学科試験実施教科 科目 関   

 学科試験問題 関   

四 健康診断 関   

五 論文試験問題 関   

 面接試験 関   

七 調査書 審査 関   

 試験成績書 作成 関   

九 試験場 管理 関   

十 他入学試験 関   

組織   

第 条 委員会 委員長 副委員長及び委員若 組織   

 委員長 学部長 副委員長 護学科長 充   

 委員 教育研究審議会 議 経 学長 任命   

 教授 あ 委員 中 委員長 副委員長 指   

専門委員   
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第 条 委員会 次 専門委員 置く   

一 健康診断委員  

 論文試験委員  

 面接試験委員  

 専門委員 委員長 内申 学長 任命又 委嘱   

第 条 健康診断委員 志願者 健康診断 行い 結果 委員長 報告   

 論文試験委員 論文試験 い 問題 作成並び 答案 点 行い 点結果 委員長 報告 

  

 面接試験委員 験者 面接並び 評定 行い 結果 委員長 報告   

成績書 作成等   

第 条 委員長 前条 報告並び 調査書 審査 結果 総合 試験成績書 作成 入学者決定 関 

意見 具 学長 報告  

 

析結果 根拠理  

学部入学試験 入学者選抜 関 実施計画 入学試験問題作成 入学試験実施 点 最終合格者決定

各入学試験委員会 掌握 責任体制 明確 あ 適 実施体制 実施 い  

大学院入学試験 関 学研究科 博士課程 修士課程 募集要項 作成 入学試験問題

作成 入学試験 実施 点 最終合格者 決定 運営委員会及び課程委員会 認 得 実施 護

学研究科 い 学研究科 等 実施 適 実施体制 実施 い

 

 

 

観点４－ － ： 入学者 入方針 沿った学生 入 実際 行わ てい う を検証す ため 組

行わ て そ 結果を入学者選抜 改善 役立ててい  

 

観点 係 状況  

［ 学科］ 

ア ッ ョン ポ 沿 学生 入 行わ い い 学科入学試験委員会 入試成

績 入学 成績 追跡調査 行う 検討 行 い  

第一期中期計画実施 向 学科入学試験 あ 方 検討 成23 度 設 中長

期計画推進委員会 学科入学試験部会 入学試験 状況 他大学 入学試験 動向 高等

学校や予備校等 入学試験 関 考え方 ヒア ン 等 行 結果 20 ップ10 目標

実現 学力的 優秀 や 気 満ち 学生 入学 いう考え 基 成25 度

入試 各入学試験 募集人数 変更 全 入学試験 学科試験 課 決 大学入試

ンタ 試験 学科試験 配点変更 行  

面接試験 い 目的 師 学研究者 将来性 適性 断 配点等 変更

全 学科教授会議 認 得 実施 あ  

地域社会 広く人類 福祉 寄与 いう理念 達成 立大学 責務 あ 地域還

元実施 出願 験資格 奈良 内在住 在学 者 あ 地域枠 一般選抜試験( 期日程) 設

定 い 成25 度入学試験 推薦選抜試験(地域枠) 集約 募集人員 当初 10 25 増員

 

入学試験制度変更 等 積極的 表 行い 高等学校や予備校等 入学試験制度 明

会等へ 積極的 参加 大学 求 人材 広く確保 ＰＲ い  
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［ 護学科］ 

学科 様 ア ッ ョン ポ 沿 学生 入 行わ い い 護学科内

設 護学科入学試験委員会 び独立 検討会議 あ 新カ キュ 検討部会 成25 度

護学科運営会議 称変更 学生 入試成績 入学 成績 追跡調査 行う 検討

行 い  

検討部会 各入学試験 募集人員数 面接試験実施 評価方法等 検討 行わ い

結果 入学者 学力 キ プ 地域 療 貢献 意欲 持 学生 入学 いう考え

基 成24 度入学試験 推薦選抜試験 募集人員 増員 成25 度入学試験

第 次編入学試験 地域枠 募集 変更 い 護学科教授会議 認 得 実施

あ  

地域社会 広く人類 福祉 寄与 いう理念 達成 立大学 責務 あ 地域還

元実施 出願資格 奈良 内在住 在学 者 あ 地域枠 推薦選抜試験 一般選抜試験

期日程 第 次編入学試験 い 地域枠 募集 設定 結果 地域枠 募集人員 総計

45 総募集人員 50% い  

入学試験制度変更 等 積極的 表 行い 高等学校や予備校等 入学試験制度

明会等へ 積極的 参加 大学 求 人材 広く確保 ＰＲ い  

 

［大学院 学研究科］ 

成24 度 ア ッ ョン ポ 策定 博士課程及び修士課程 主科目 研究指 教員

ア ッ ョン ポ 内容 考慮 入 験生 出願前 面談及び入学試験 口頭試験 行

い 面談及び口頭試験 合格 英語試験 60%以 得点 あ 入学 許可 入学 研

究指 教員 直接 個 指 行 指 中 適宜 適 検証 行 い  

［大学院 護学研究科］ 

入学希望者 前面談 対象者 ア ッ ョン ポ 沿 資質や熱意 備え い 教員

確認 い 日常 研究指 等 い 各教員 学生 評価 結果 大学院 護学研究科修

士課程委員会 い 検証 今 入学者選抜 検討 役立 い  

 

析結果 根拠理  

学部入学試験( 学科 護学科) ア ッ ョン ポ 沿 学生 入 行わ い

い 入学試験委員会(両学科) 中長期計画推進委員会 学科入学試験部会 護学科運営会議 成

度 新カ キュ 検討部会 い 検討 結果 本学 目的 あ 入学者

選抜 改善 役立 い  

大学院 学研究科及び 護学研究科 い 研究指 教員 大学院生 個 指 行う 適宜

検証 行 い  

 

 

 

観点４－ － ： 実入学者数 入学定員を大幅 超え 又 大幅 下回 状況 ってい い また

そ 場合 を改善す ため 組 行わ 入学定員 実入学者数 関係

適正化 図 てい  
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観点 係 状況  

［ 学科］ 

過去 間 志願者数 入学者数 大学現況表 紙様式 均入学定員充足率計算表 示  

学科 容人員 対 在籍者総数 割合 1.0 適 管理 あ 追加合格者数 毎 ～

成25 度 入試改革 影響 前期日程 期日程 合計 追加合格者 発生 あ

毎 入学定員 確保 い 入学定員 実入学者 関係 適 化 図 い  

［ 護学科］ 

推薦選抜試験 社会人特 選抜試験 一般選抜試験 容人員 対 在籍者総数 割合 1.0 適 管理

あ 追加合格者数 毎 ～ あ 毎 入学定員 確保 い 入学定員 実

入学者 関係 適 化 図 い  

第 次編入学試験 成22 度 23 度 24 度 間 入学者数 定員 充足 い い状況 あ

成25 度 試験 募集人員 15 一方 志願者 多い推薦選抜試験 募集人員

25 30 等 志願者 ニ あ 募集人員 再検討 行 入学定員 実入学者 関係

適 化 い あ  

 

［大学院 学研究科］ 

博士課程 い 成16 度 定員 24 40 増員 あ 入学者数 毎 度 充足

い い状況 い い 入学者 増や 社会人入学 社会人入学生 長期履修 早期修了 認定等

制度改 行 大学院生 附属病院 非常勤 員 大学院研究 制度や秋入学

実施 い 修士課程 い 定員 回 充足率 達成 い  

［大学院 護学研究科］ 

成24 度 定員10 対 入学者 12 あ 成25 度 定員10 対 入学者 あ

優秀 意欲 あふ 学生 確保 引 入学定員 実入学者 関係 適 化 図 いく  

 

析結果 根拠理  

［ 学科］ 

入学定員 入学者数 数 あ 入学試験 適 実施 い  

［ 護学科］  

推薦選抜試験 社会人特 選抜試験 一般選抜試験 入学定員 入学者数 数 あ 入学試験 適 実

施 い 第 編入学試験 22 度～24 度 入学者 定員 満 25 度 入学定員

15 志願者 ニ あ 入学試験 行う 高い学力 目的意識 持

学生 選抜  

 

［大学院 学研究科］ 

修士課程 入学者 定員 満 い 博士課程 近 入学者 定員 満 い い状況 い

い 博士課程 大学院生 入学増 向 組 実施 入学志望者

多様 ニ 則 制度改革 行 い  

［大学院 護学研究科］ 

定員 満 あ い 定員 近い入学者 確保 入学試験 適 実施 い  
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優 た点及び改善を要す 点 

 

優 点  

学科 護学科 入学試験 各入学試験委員会 主 責任 所在 明確 あ 全学的

入学試験実施体制 入学試験 実施 い  

入学試験実施方法等 入学試験委員会 中長期計画推進委員会 学科入学試験部会 護学科運営会議

様々 検討 行わ 結果 入学試験制度 改善 映 い  

大学院 学研究科 護学研究科 入学試験 研究科博士 修士課程委員会 運営組織 あ

研究科博士 修士課程運営委員会 主 責任 所在 明確 入試 行わ い  

大学院 学研究科 博士課程 現在 定員 満 い 大学院 学研究科 修士課程及び大学院 護学

研究科 修士課程 定員 充足 入学者 確保 い  

 

改善 要 点  

大学院 学研究科 博士課程 入学者 定員 満 い い状況 い 今 入学希望者

多様 ニ 対応 制度や募集方法 検討 等 入学者 確保 工夫･ 力 求  
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基準  教育内容及び方法 

 

観点 析 

 

＜学士課程＞ 

 

 

観点 － － ： 教育課程 編成 実施方針 カ キュ シ 明確 定 い  

 

観点 状況  

学 大学 学則 記載 い 学 護学及 関連領域 活躍 人材 育成

目的 目的 沿 教育 行う 学科 護学科 ュ

定 い 資料  

 

資料  学科 ュ  

倫理観 ョ 育成 コ ュ ョン教育 

教養教育 自 心 向 倫理学教育 点 置く ョ コ ュ ョン教育

資 期 高齢者や乳幼児 害者 施設 見学 機会 持 現場 人間的触 合い 通

知識 い実践的 療倫理学的素養 醸成  

 

学 療 関連 領域 知識 能 態 習得 

学 盤 知識 期 段 的 積 いく教育 ュ 提供 教養教育 語学や

自然科学 習得 生命科学 学 盤 作 礎 学 学 幹 解剖学

生理学 生化学 学 病理学 細菌学 社会 学 高 礎 学知識 獲得 う 段

的 ュ 構築 学 礎 知識 臨床 学 広範 知識 習

得 う ュ 作成 的臨床 能 臨床的 知識 獲得 合わ 習得

知識 能 態 共用試験 CBT OSCE 全国共通試験 確認 臨床実習 参加 い

く 臨床実習 診療参加 実態 確保 療面接 中心 実践的 教育 行う 臨床実習 終了時

点 ン OSCE 実施 得 臨床 能 態 確認 行う  

 

科学的 究心 育成 

 学生 研究 ン 涵養 く 4 次 研究室配属 実施 関心 高い学生 期

生命科学系 研究 参加 う 6 一 研究 養成コ 設 い  

 

療 通 社会 地域 貢献 

 療 い 理解 深 あ 大学 奈良 中心 地域社会 地

域 療 関わ 持 実体験 通 奈良 療 良く い いう意欲 高 体験型 教育 行 い

く 6 一 地域 盤型 療教育コ 設  

 

※ 成26 9日付改定 改定 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf 

/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf
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資料  護学科 ュ  

生命 尊厳 権利 擁護 高い倫理観 い 全人的 提供 能力 育成 豊

知性 人間性 育 多様 教養科目 設置  

対象者 応 科学的 拠 あ 術 適用 必要性 断 能力 育成 護

専門科目 設置  

対象者 健康状態 的確 ン 個 性 あ 護 展開 実践能力 研究能力 育成

多様 調和 専門科目 設置  

保健 療 関連職種 協働 理解 ネ ン 礎的能力 育

成 生活や環境 広い視 健康 捉え 理解 科目 設置  

国 社会及 地域社会 活躍 礎能力 育成 国 交流や地域交流 点 い 科目

設置  

護職者 ン 形成 人間形成等 自己 成長 姿勢 養う 豊 感

性 育 人格的成長 教育 展開  

 

※ 成26 9日付改定 改定 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf 

 

析結果 拠理  

学科 護学科 ュ 明確 定 い  

 

 

観点 － － ： 教育課程 編成 実施方針 基 い 教育課程 体系的 編成 内容

水準 授 学位名 い 適 っ い  

 

観点 状況  

［ 学科］ 

学 理念 目的や教育目標 効果的 成 教育課程 一般教育 学科目 礎 学教育

13講 及 臨床 学教育 22講 構成 い  

一般教育課程 療者 求 幅広く深い教養及 総合的 断力 い 豊 人間性 涵養

目標 幅広い教養教育 実施 目的 い 知的 的 倫理的能力 開発(心理

学 哲学 法学等 授業)及 高 療 理解 端的研究 参加 礎知識(英語 国語 数学 物

理学 化学 生物学等 授業) 修得 盤 い く 等 配置 い 時 入学当初 学入

門 学特 講義( 礎･臨床 学等) 設 い  

一般教育課程 礎 学教育課程 - 学 楔型 配置 い 礎 学教育課程 解剖学

生理学 生化学 人体 構造や機能及 生命現象 い 学

薬 作用 (薬理学)や 各種微生物や寄生虫 原虫等 生体 わ (細菌学 病原体 感染防御

学) い 学 疾病 生 身体 変化及 病因解明 必要 的知識 (病理病態学 子病理

学) 修得 教育 行 い  

礎 学教育課程 学 学問的 盤 確立 科学的 思考力 う 並行 人

社会 関わ 深く 求 目的 社会 学 地域健康 学 健康 策 学 法 学 学

臨床 学教育課程 コ 礎 学 社会 学 臨床 学 枠 越え コ ュ 臓器

/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf
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疾患領域 22 講 統合講義 設 い 統合講義終了 実践的 療倫理 学習 臨床 例 用い

少人数 学習 的臨床実 修得 的臨床手 実習及 少人数 配属 教室 研究

従 研究室配属実習 設 い 4学 終了時点 臨床実習資格試験 統合講義全試験 共用試験

CBT Computer-based Test コン ュ 用い 知識 問題解決能力 評価試験 OSCE Objective Structured 

Clinical Examination 客観的臨床 能評価 合格 附属病院 全診療科 実習 選択 診療科

実習及 学 病院 自己選択 領域 い 診療参加型 臨床実習 行 い  

［ 護学科］ 

 教育目的 教育目標 成 教育課程 一般教育 関 科目 護 礎 関 科目及 護

専門 関 科目 大 い  

一般教育 護 礎 関 科目 人間 理解 社会 理解 国 理解 生活 環境 理解

健康 理解 構成 護 専門 関 科目 護学 護学 展開 護学 発

展 求 構成 い  

一般教育 護 礎 関 科目 主 学 及 学 配置 護 専門 関 護学

学 配置 い 学 学 護学 護学 展開 科目

配置 変化 社会 やあ ゆ 人々 応 護 展開方法 修得 対象者 応 術 適用

必要性 断 自己決定 実践 礎能力 育成 い 学  学 生活 環境 理

解 護学 展開 護学 発展 求 科目 配置 療及 関連職種 協働 必要性 理解

ネ ン 礎的能力 育成 更 地域及 国 社会 護職 役割

理解 地域保健 療及 国 協力活動 貢献 礎的能力 育成 目指 い  

護学実習 護 実践能力 身 付 中心的科目 あ 学 第1 学 第4 学

楔形 実習科目 設 入学 期 臨地 護体験 う授業科目 構成 い  

 

資料  入学案  

http://www.naramed-u.ac.jp/2013daigakuannai/ 学科 護学科 19  

 

析結果 拠理  

学科 第 学 一般教育 学 第 学 第 学 一般教育 専門教育 う 礎 学教

育 第 学 臨床 学教育 知識 学 的知識 術 態 習慣 身 付 臨

床 学 実習 入 ュ 体系的 組 い  

護学科 い 第 第 学 一般教育 護学 身 付 第 学 実習 入

ュ 体系的 組 い 学科 護学科 一般教育 専門教育 学 行 あわ 適

編成 配置 い 学 教育目標 照 学科目や講 編成 配置 体系的 整備

容 水準 授 学位 い 適 い  

 

 

観点 － － ： 教育課程 編成又 授業科目 内容 い 学生 多様 ニ 学術 発展動向 社

会 要請等 配慮 い  

 

観点 状況  

［ 学科］  

/2013daigakuannai/
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期 学 触 い いう学生 や幅広い知識 備え 師 輩出 い 社会 要請 対

応 一般教育 選択必修科目 設定や 一 教育 地域 盤型 療教育コ

学特 講義 開講 学 講師 多様 講義 設定 い 資料  

奈良 大学連合 単位互換 資料 や 稲 大学 志社女子大学 連携講

開催 資料 総合大学 幅広い科目 履修 可能 い 実習 い

福祉施設や幼稚園 保育所等 実習 療以 実態 把握 機会 設定 い  

 研究 高 化 い 今日 学教育 研究 対応 礎 学 社会 学 い

世界的 貢献 研究 養成 目的 研究 養成コ 設置 資料 次

大学 学生 編入学 学 学科 学生 希望 者 当コ 選択

成24 実施 い  

［ 護学科］ 

一般教育 い 第 学 時 人間 社会 国 生活 環境 健康 い 理解 深 う 多

様 授業科目 設 学生 幅広い科目選択 可能 い  

 

資料  成25  学特 講義  

演題 講師 

私 児科  

情報通信 拓く新 い 療 

学研究 学  

目指 発展 奈良 大 入学 君 将来像 

代 増加 子宮頸 ワ ン 予防  

注意 い心 病 精 病 薬物依存 

礎 学研究 端 療 目指  

健康 

身近 や い肌 対策 

奈良 人権教育  

人権  

療 中 病理学 

現代 生 倉院薬物 

新生児 学  

射線科  

悪性腫瘍 特 診断 治療  

法 学 や  

何故高血  

典文学 表 学関 記  

学長 

稲 大学教授 

学教授 

学教授 

学教授 

学教授 

学教授 

学教授 

学教授 

奈良 教育委員会 

奈良 教育委員会 

学教授 

志社女子大学教授 

学教授 

学教授 

学教授 

学教授 

学教授 

奈良 万葉文化館主任研究員 

 

資料  成25  学特 講義  

演題 講師 

地域 盤型 療教育 学教授 
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保育 的関わ 方 

療経済 

地域 療 現場 師会 

奈良 地域 療 い  

地方 療行  

療コ ュ ョン 

法 

地域 療ワ ョ  

全体発表会 

橿原 保育所指 主  

稲 大学教授 

奈良 師会 

学教授 

奈良 療 策部長 

元東京 科歯科大学准教授 

稲 大学准教授 

学教授 

学教授 

 

資料  奈良 大学間単位互換協定参加大学  

奈良 立 科大学 

奈良女子大学 

奈良産業大学 

奈良 立大学 

奈良教育大学 

奈良大学 

天理大学 

帝塚山大学 

学特 講義 生命科学概論  

女性 社会 生活 中 物理学 生活環境学原論 

法 組 ネ 考え 映像作品論 

地域創造学概論 地域 策論 観 策論 

人間 音楽 持続発展教育 世界遺産  

考 学概論 企業倫理 消費者 生物 多様性 

宗教史特 概論 大和 文化遺産 学 日 国 社会 健康観教支援論 

社会心理学 産業組織 史地理学 

 

資料  稲 大学連携講  

日 時  成25 23日 火 ～ 26日 金  

場 所  奈良 立 科大学 

参加者  奈良 立 科大学及 稲 大学 学生 

授 業  奈良 立 科大学教授 講義 地域 療 策 疫学入門  

     稲 大学教授 講義 療倫理 療経済学 療経営学 療過誤民 任法  

     立病院 師会 師 講義 地臨床 地域臨床  

 

資料  志社女子大学連携講  

日 時  成25 日 ～ 日 金  

場 所  奈良 立 科大学 

参加者  奈良 立 科大学及 志社女子大学 学生 

授 業  志社女子大学教授 講義 健康科学概論 薬 発明発見 生薬学 創薬化学 栄養疫学等  

 

資料  研究 養成コ  

設置  成24  

目  的 礎 学 社会 学 い 世界的 貢献 研究 養成 

募  集 学  学 第 次 編入学  
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析結果 拠理  

学科 一 教育 中 奈良 地域 療 担う人材 養成 地域 盤型 療教育コ や

礎 学 社会 学 世界的 研究者 育成 研究 養成コ 設 養成 向 多

様 実習及 講義 実施 護学科 い 一般教育 い 多く 選択科目 設置 多様

対応 ュ 構築 い 教育課程 編成又 授業科目 容 い 学生 多

様 学術 発展動向 社会 要請等 配慮 い  

 

 

観点 － － ： 教育 目的 照 講義 演習 実験 実習等 授業形態 組合せ バ ン 適

あ 教育内容 応 適 学習指導法 採用 い  

 

観点 状況  

［ 学科］ 

 教育 目的 照 講義 実習等 授業形態 組合 ン 科目 工夫 適 行わ

教育 容 応 適 学習指 法 工夫 い  

全 講義室 設置 ワ ン や動画 使用 授業 行わ い 一般

教育 英語 聴解力や会 力 向 目指 国人 講義 行う等 組 行 い 礎

学教育課程 第 学 解剖学 生理学 生化学 修得 少人数 討論型授業 あ TBL(Team 

-Based Learning) 実施 第 学 病理病態学 子病理学 病原体 感染防御 学 薬理学 細菌

学 衛生学 公衆衛生学 免疫学 講義及 実習 行 い 臨床 学教育課程 第 学 臨床科目 統

合講義 実践的 療倫理 的臨床手 研究室配属実習 修得 うえ 共用試験 CBT Computer-based 

Testing コン ュ 用い 知識 問題解決能力 評価試験 OSCE Objective Structured Clinical 

Examination 客観的臨床 能評価 験 合格者 第 学 臨床実習 行う 第

第 学 少人数 附属病院29診療科(診療部22科＋中央診療施設 部 ン )や学 協力病

院 診療参加型実習 行い 単位 症例 検討 問題発見能力や問題解決能力

身 付 PBL Problem-Based Learning 等 多彩 学習指 行わ い  

［ 護学科］ 

 第 学 主 人間 理解 社会 理解 国 理解 生活 環境理解 健康 理解

一般教育や 礎 護学 習得 い 礎 護学実習 第 学 行 入学 期 臨地

護体験 う配慮 い 第 学 第 学 前期 護学各領域 概論及 援 論 修得

うえ 第 学 期 各領域 実習 入 第 学 総合 護学 統合実習や 護研究 い 高

実習 研究 行う  

護研究 護研究特論 学生 選択 護領域 い 討議 実施 設

定 卒業研究 少人数授業 型授業 形態等 卒業論文 作成 う 配慮 い

 

 

析結果 拠理  

学科 護学科 科目全体 わ 教育目標及 各 特性 応 組 合わ 多様 授業形態

級生時 一般教育 幅広い知識 教養 身 付 専門 い 必要

知識 能 態 身 付 うえ 実習 入 コ 整備 適 ン 図 い  
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教育 目標 照 全体 授業形態 組 合わ や ン 適 あ

教育 容 応 適 学習指 法 工夫 い 断  

 

 

観点 － － ： 単位 実質化へ 配慮 い  

 

観点 状況  

［ 学科］ 

各学 教育要項 記載 学 計画 間 授業期間 35 以 確保 単位

得 授業期間 い 教育要項 授業科目表等 15時間以 あ 10～15 程 期間 い

資料  

一般教育 礎 学 臨床 学 講義及 実習 中心 授業 編成 行 い 各授業 い 教授

学生 授業前 学習資料 提示 予習 授業終了 学生 提出 求

復習 必然 等 指 行 い  

［ 護学科］ 

各学 教育要項 記載 学 計画 間 授業期間 35 以 確保 単位 得

授業期間 い 教育要項 授業科目表等 15時間以 あ 10～15 程 期間 い

資料  

一般教育科目 各授業 い 教員 学生 授業前 学習資料 提示 予習

授業終了 学生 提出 求 復習 必然 等 指 行 い う 単

位 得 授業 加え予習 復習 必要 実習 い 単位 要 時間数 45時間 い

 

 

資料 ―  学科教育要項  

 学科    http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku1.pdf 

 学科    http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku2.pdf 

学科    http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku3.pdf 

学科    http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku4.pdf 

臨床実習簿  http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku5-6.pdf 

 

資料  護学科教育要項  

 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_kangoH25.pdf 

 

析結果 拠理  

間 授業期間 35 以 確保 単位 得 授業期間 10～15 学

科及 護学科 い 一般教育及 専門教育 講義 実習 い 十 学習時間 確保

単位 実質化 行わ い  

 

 

観点 － － ： 適 シ バ 作成 活用 い  

/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku1.pdf
/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku2.pdf
/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku3.pdf
/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku4.pdf
/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_igaku5-6.pdf
/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_kangoH25.pdf
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観点 状況  

［ 学科］ 

教育要項 履修科目 選択や履修計画 立案 役立 う 一般教育 第 学 一般教

育 礎 学教育 第 学  一般教育 礎 学教育 第 学 臨床 学教育 第 学 臨

床実習簿 第 ～ 学 冊印 入学時 当初 全学生 配 教務 務

容 掲載 い 資料  

一般教育 礎 学教育 教員 教育目標 講義科目 評価方法及 授業計画 記載 臨床 学教育

個 行動目標や時限毎 授業計画 記載 臨床実習簿 附属病院 第 学 実施 29診療科 期間

各科 間 実習 容及 第 学 選択 実施 間 実習 容 記載 細

教員 学生 学習 手引 活用 い 一 教育授業科目 地域 盤型

療教育コ 及 研究 養成コ 各 記載 い 学生 授業評価 実施

対応 授業 行わ い 調査 行 い 資料   

［ 護学科］ 

毎 (教育要項) 印 製 冊子体 入学時 当初 全学生 教員 配

教務 務 容 掲載 い 資料 ―  

容 授業科目 履修 次 単位数 授業時間数 選択 必修 前期 期 担当教員 授業目

的 授業目標 授業計画 評価方法 参考図書 学生 項目 構成 い 入

学時及 当初 開催 ン い 利用 履修指 行い 授業 前学習 活用

う 指 い 科目 最終講義時 対応 授業 行わ い 学生 授

業評価 実施 い 資料  

 

資料  学科授業 ン  項目 授業 従 計画 い 思う   () 

 思う 

 

思う 

 

いえ い 

 

思わ い 

 

全く思わ い 

 

計 

 

％ 

＋ ＋  

一般教育 科目  338件 271件 284件 24件 7件  927件 96.6％ 

礎 学教育 講  252件 314件 172件 15件 2件  755件 97.7％ 

臨床 学教育 講  152件  94件  46件  1件 0件  293件 94.3％ 

計 科目 講  742件 679件 502件 40件 9件 1972件 97.5％ 

 

資料  護学科授業 ン  項目 授業 従 計画 い  

 思う 

 

思う 

 

いえ い 

 

思わ い 

 

全く思わ い 

 

計 

 

( ＋ ＋ )

 

護学科 科目  794件 1,046件 912件 128件 36件 2,915件 92.9％ 

 

析結果 拠理  

学科 第 学 第 学 学 毎 作成 容 必要 項目 記載

学生 履修 活用 い 護学科 第 学 第 学 一 冊子 い 両科

通 授業 行わ 学生 授業評価 い 授業 対応 あ 回答
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いえ い 含 否定的 い意見 学科 護学科 90 ン 超え い  

教育課程 編成 趣 沿 適 作成 教員及 学生 利

用 高く 活用 い 断  

 

 

 

観点 － － ： 基礎学力 足 学生へ 配慮等 組織的 行わ い  

 

観点 状況  

［ 学科］ 

成24 学科 第 学 秋 研究 枠 学科以 学科 学生 編入学 学科

知識 期 得 礎 学 教授 指 実施  

更 通常 授業 非常勤 国人講師 英会 ン 回実施 学生 英会 力 向

図 い  

［ 護学科］ 

礎 護学や成人 護学等 護学 礎 領域 空 時間 教員 学生 士 護 術 練習 指

機会 設 領域 臨地実習 実施 前 前学習 行わ い 生 国家試

験対策 学習用 自習室 整備 学生 自主的 学習 支援 い  

 

析結果 拠理  

学科 関 深い科目 履修 学生 対 問題 く授業 う 配

慮 行 い  

的 英語 コ ュ ョ能力 身 う ネ 会 機

会 設 配慮 行 い  

護学科 い 専門科目 中心 組織的 配慮 行 い  

 

 

観点 － － ： 夜間 い 授業を実施 い 課程 夜間学部や昼夜開講 夜間主コ を置い

い 場合 課程 在籍 学生 配慮 適 時間割 設定等 適

指導 行わ い  

 

観点 状況  

当  

 

析結果 拠理  

当  

 

観点 － － ： 通信教育を行う課程を置い い 場合 印 教材等 授業 添削等 指導を

含 放送授業 面接授業 ン を含 若 く デ を利用 行う授業

実施方法 整備 適 指導 行わ い  
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観点 状況  

当  

 

析結果 拠理  

当  

 

 

観点 － － ： 学位授 方針 デ プロ シ 明確 定 い  

 

観点 状況  

学科 護学科 学中 教育 学生 卒業時 身 付 い 項目  

定 い 資料  

 

資料  学科  

一般教育 一部 除 全 科目 必修科目 あ 次 科目 確実 習得 いく 必要 あ

一 教育 い 必修科目 自 科目 設 い 臨床実習 適 修了

ン Ｏ 合格 卒業資格 え い 臨床実習 全 診療科 共通

師 人 素養 態 適 あ 単位認定 必須条件 あ 卒業試験 臨床系科

目 実施 合格 卒業資格 え い  

師 知識 能 態 十全 身 知的 求心 溢 奈良 奈良 立 科大学 愛 良

師 人材 輩出 目標  

 

※ 成26 9日付改定 改定 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf 

 

資料  護学科  

 生命 尊厳 権利 擁護 高い倫理観 い 全人的 提供 礎能力 身 い  

目的意識 持 対象者 応 科学的 拠 あ 術 適用 必要性 断 礎能力 身

い  

対象者 健康状態 的確 ン 個 性 あ 護 展開 礎的 実践 術 身

い  

保健 療 関連職種 協働や ネ ン 礎的能力 身  

い  

国 社会及 地域社会 活躍 資質 身 い  

護職者 ン 確立 人間的 成長 続 姿勢 身 い  

 

※ 成26 9日付改定 改定 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf 

 

析結果 拠理  

学科 護学科 明確 定 い  

 

/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf
/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf
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観点 － － ： 成績評価基準 組織 策定 学生 周知 基準 従っ 成績評

価 単位認定 適 実施 い  

 

観点 状況  

成績評価 単位認定及 卒業認定 関 準及 試験 い 学科及 護学科 履修要領 明確

定 い 履修要領 学務委員会 ュ 部会 作成 最終的 教授会議 決定 い 資

料  

容 い 学科 第 学 ～第 学 や臨床実習簿等 護学科 通 学生

周知 入学時 ン ョン 明 い  

学則第30条 授業科目 修了及 卒業 認定 学長 行う 規定 あ 細 成績評価 単位認定 準

い 教育要項 記載 い 学部 学科授業科目履修要領 い 明確 定 学生 周知 い

成績評価 単位認定 い 前述 履修要領 適 実施 い  

護学科 成績評価 学則第30条 授業科目 修了及 卒業 認定 学長 行う 規定 あ 細 成績

評価 単位認定 準 い 教育要項 記載 い 学部 護学科授業科目履修要領 い 明確 定

学生 周知 い 成績評価 単位認定 い 前述 履修要領 適 実施 い  

 

  資料  奈良 立 科大学学則 抜粋 30条  

授業科目及 課程 修了 認定  

第3 0 条 授業科目 修了及 卒業 認定 学長 行う  

 

資料  学科授業科目履修要領 抜粋  

履修条件 級 卒業  
第 条 科目 履修 級及 卒業 条件 次  

第 学  

授業科目 履修条件及 級 
 成25 第 学 学生 次 掲 一般教育科目及 一 教育科目 履修 第 学

級 い  

一般教育科目 
 成25 第 学 一般教育 授業科目 一般教育授業科目表 あ 第 学 一般教育39単

位以 修得 第 学 級 い 最 限 単位修得 甘 く一般教養 向 学

修学 礎充実 科目 自 科目 多く履修 望 い  
一 教育科目 

成25 第 学 一 教育 授業科目 一 教育授業科目表 あ 学特 講義

通 単位 学特 講義 廃 第 学 一 教育科目表 必修単位 単位以

修得 第 学 級 い  

 

第 学  
授業科目 履修条件及 級 

 成25 第 学 級 学生 次 掲 一般教育科目 専門教育科目及 一 教育科目 履修

第 学 級 い  
 第 学 編入 学生 授業科目 履修条件及 級 い 定  

一般教育科目 

 成25 第 学 授業科目 一般教育授業科目表 あ 第 学 第 学 必修単位及

選択 必修単位 修得 第 学 単位 単位以 修得 第 学 級 い  

専門教育科目 

 専門教育 授業科目 専門教育授業科目表 あ 第 学 解剖学 生理学 及 生化学

修得 礎 学 Ｌ 履修 第 学 級 い 試験期間 前倒

第 学 授業 開始  

一 教育科目 
成25 第 学 一 教育 授業科目 一 教育授業科目表 あ 第 学 第 学
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必修単位 単位 含 単位以 修得 第 学 級 い  

学特 講義 学特 講義  

 
第 学  

授業科目 履修条件及 級 

 成25 第 学 級 学生 次 掲 一般教育科目 専門教育科目及 一 教育科目 履修

第 学 級 い  

一般教育科目 

 成25 第 学 授業科目 一般教育授業科目表 あ 第 学 第 学 必修単位及

選択 必修単位 修得 第 学 級 い  

専門教育科目 

 成25 第 学 級 学生 専門教育授業科目表 掲 病理病態学 病理診断学 含 子病理学

病原体 感染防御 学 薬理学 細菌学 衛生学 公衆衛生学 及 免疫学 修得 第 学 級

い 試験期間 前倒 第 学 臨床統合講義 開始  

一 教育科目 
成25 第 学 一 教育 授業科目 一 教育授業科目表 あ 第 学 第 学

必修単位 単位 含 10単位以 修得 第 学 級 い  

 
第 学  

授業科目 

 成25 第 学 級 学生 次 掲 専門教育科目 履修 臨床実習 履修

第 学 級 い 実習 開講  

授業科目 履修条件及 級 

 第 学 衛生学 公衆衛生学 法 学及 臨床各授業科目 表 示 統合講義 授業 行う 統合講

義科目 実施 試験及 共用試験 CBT OSCE 臨床実習資格試験 成25 第 学 級

学生 試験 合格 研究室配属実習 履修 第 学 級 い 一

般教育 い 第 学 第 学 必修単位及 選択 必修単位 修得 第 学 級

い  

 共用試験 合格 統合科目 実施 試験 合格 領域以 あ 場合 第 学

終了時 当 合格領域 統合科目 試験 合格 条件 第 学 級  
臨床実習 

 共用試験 合格 学生 臨床実習実施要領 診療参加型臨床実習 履修 合格 い い学生

第 学 合格 前提 間 見学型臨床実習 履修  
 

第 学  

成25 第 学 級 学生 臨床実習実施要領 診療参加型臨床実習及 臨床TBL 履修  
第 学  

成25 第 学 級 学生 表 示 臨床実習 地域 療実習 及 ャ ン 実習 履

修 総合的評価 ン OSCE 実施 臨床実習 い 到

目標 設 対 評価 行う 表 掲 授業科目 履修 卒業試験 総合問題形式

筆記試験 及 ン OSCE 合格 卒業 い  

 
試験  

第 条 定期試験 期日 定 行う  

定期試験 期間 あ 公示  
  定期試験以 担当教員 必要 認 臨時試験 行う あ  

試験 筆答及 頭又 い 行う  

各科目 い 授業時間数 以 出席 担当教員 認 得 当 科目 定期試験

い  

試験 成績 100点法 表示 60点以 合格 共用試験 合格 準 能力

値 θ 44以 答率65％程  
 

成績認定 級 定及 卒業認定  

第 条 級時 成績認定及 級 定 一般教育協議会 礎 学教育協議会 臨床 学教育協議会又 学務委員会

提出 成績資料 級 定会議 議 経 学長 行う  

 級 定会議 学長 学部長 一般教育部長 礎教育部長及 臨床教育部長 組織  

第 条 卒業時 成績認定 授業科目 修了 認定及 卒業 認定 教授会議 議 経 学長 行う  

 

資料  研究 養成コ 履修要領 抜粋  
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目的 

礎 学 社会 学 い 世界的 貢献 研究者 養成 目的  

学部 実施 概要 
 研究 養成コ 第 学 日 開始  

規  

 一般学生 コンソ 実習 次 地域 療実習 次 研究室配属 次 ャ

ン 実習 及 地域 療実習 次 各 履修  

 コ 学生 記 代え 将来専門 い 希望 礎 学 社会 学系教室 教授 ン

ン 直接指 研究 ン 実習 履修 次研究室配属 学 礎 学 社会 学系教

室 稲 大学や関西 科大学 実習 履修 可能 あ  

休暇中特  

 夏季 冬季 春季 休暇中 研究 ン 実習 履修  
 一般 学生 講 地域 療実習 ～ 次 地域 療実習 ～ 次 講 い  

 研究 養成コ 学生 毎 回程 研究発表会 学 開催 学部長 指 担当教員 教育開発

ン 教授 評価 義務  
 コンソ 実習 夏期休暇中 稲 大学 連携 開講 あ コ 学生 コンソ

実習 履修  

稲 大学Academic writing program 
  コ 学中 英語 ン 礎 学 英語 論文や文書 対応 う  

 

資料  護学科授業科目履修要領 抜粋  

履修科目 限  
第 条 護学実習科目 い 次 要件 満 履修 い  

礎 護学実習 履修 護学 含 科目 う 第 次 開講 科目

護学概論 護対象論 護 術学 礎 護学実習 修得 い  
礎 護学実習 履修 原則 護過程論及 護 術学 修得済あ い 修得見込

あ  

第 次 期 始 各 護学実習科目 履修 第 次前期終了 開講 必修科目 う

表 示 科目 修得 い  

表 目的 人間 理解 社会 理解 生活 環境 理解 健康 理解 国 理解 必修科目

い 単位以 修得科目 あ 各 護学実習 履修  
次編入学生 い 第 号及 第 号 規程 わ 護学実習科目 履修  

単位認定試験等 験資格  

第 条 学生 次 各号 当 履修 科目 単位認定試験等 験 い  
履修 科目 出席時間 当 科目 授業時間数 実習科目 あ 以 者 

成績 評価  

第 条 成績 評価 試験 定期試験 時試験 成績及 出席状況等 定 試験 筆記 述

実 等 行わ 成績 表示 100点 満点 次 準 行う  

100点 80点 優  79点～70点 良  69点～60点 可  59点以 可 

単位 認定  
第 条 科目 単位認定 成績 評価 優 良及 可 合格 可 合格 合格者 対 所定

単位 え  

 

析結果 拠理  

成績評価 単位認定及 卒業認定 関 準 履修要領 策定 や臨床実習簿 記載

ン ョン等 学生 周知 い  

以 教育 目的 応 成績評価 準や卒業認定 準 組織 策定 学生 周知

準 従 成績評価 単位認定 卒業認定 適 実施 い  

 

 

観点 － － ： 成績評価等 客観性 厳格性を担保 組織的 措置 講 い  

 

観点 状況  
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［ 学科］ 

各学科目 提出 成績資料 一般教育 礎 学教育 臨床 学教育 各教育協議会 素点や評価

確性 い 確認 行い 確認 容 学長 学部長 教育部長 成績 級 定会議 審議

学長 最終的 決定 行い 決定 容 学科教授会議 い 容 明 含 報告 行 い 資料

 

留 生 対 教育部長 人 直接 留 理 伝え 今 学習 い 言 行

い  

［ 護学科］ 

 各学科目 提出 成績資料 学科長 長 全教授 成績 定会議 審議 学長 最終的

決定 行い 決定 容 護学科教授会議 い 容 明 含 報告 行 い 資料  

 

析結果 拠理  

成績評価 確性 担保 学科 い 各教育協議会及 成績 級 定会議 護学科

い 成績 定会議 行 組織的 措置 講 い  

 

 

観点 － － ： 学位授 方針 従っ 卒業認定基準 組織 策定 学生 周知

基準 従っ 卒業認定 適 実施 い  

 

観点 状況  

［ 学科］ 

教育要項記載 授業科目履修要領 明記 学生 周知 い 卒業時 成績認定 授業科目 修了

認定及 卒業 認定 学科教授会議 議 経 学長 行 い 資料  

［ 護学科］ 

教育要項記載 授業科目履修要領 明記 学生 周知 い 卒業認定 い 専任教授 構成

卒業 定会議 厳 審議 護学科教授会議 議 経 学長 行 い 資料

 

 

析結果 拠理  

学科 護学科 卒業条件 教育要項 記載 学科 い 級条件 記載 学生

周知 い  

複数人 組織 卒業 定会議 条件 沿 検討 結果 教授会議 議

経 最終的 学長 卒業認定 行 い 全学的 組織的 卒業認定 行わ い  

 

＜大学院課程 専門職学位課程を含 ＞ 

 

観点 － － ： 教育課程 編成 実施方針 明確 定 い  

 

観点 状況  

学 大学院 学則 記載 い 学 護学 深奥 究 く文化 展 寄
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専門 関 高 研究指 者及 専門職者 養成 目的 目的 沿 教育

行う 学研究科 護学研究科 ュ 明確 定 い 資料

 

 

資料  学研究科 ュ  

修士課程  

大学院研修 講 専門領域 科学全体 関 く理解 幅広い知識 能 身 付  

科学 専門的知識 修得 新 研究 企画 発展 能力 い 社会 貢献 人材 育成

 

博士課程  

大学院研修 講 学位公聴会 聴講 通 高 学専門知識 修得 専攻科目 関連

幅広い知識 能 身 付  

研究成果 実 あ 次終了時点 中間報告会 開催 研究評価 行う  

研究指 教員及 研究指 補 教員 個 指 自立 研究活動 行え 能力 う  

 

※ 成26 9日付改定 改定 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf 

 

資料  護学研究科 ュ  

教育理念 目的 豊 感性 人間性 高 専門職業人 倫理観 備え 高 化 専門 化及

多様化 いく 療 要求 知識や 術 的確 習得 発展 実践科学 護学

究 高 実践能力 礎的 研究能力 育成 必要 ュ 編成  

 

 研究科 護学コ 産学実践コ 置 学生 幅広く専門知識 修得 共通

科目 設置 護学コ 各専門 必要 能力 養成 特論 演習 特 研究 授業

科目 設置 産学実践コ 産師 必要 特論 演習 実習科目 設置  

 

※ 成26 9日付改定 改定 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf 

 

析結果 拠理  

学研究科 護学研究科 ュ 明確 定 い  

 

 

観点 － － ： 教育課程 編成 実施方針 基 い 教育課程 体系的 編成 内容

水準 授 学位名 い 適 っ い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

博士課程 い 専攻 地域 療 健康 学専攻 生体情報 病態 御 学専攻 生体 子 機能再建 学

専攻 専攻 構成 各専攻 ～ 研究領域 持 研究領域 大学院教育 担当

各教員 研究 容 即 ～11 授業科目 編成 各授業科目 講義 演習 種類 授業形

式 修了 必要 単位 博士課程 34単位 あ 訳 学位論文作成 主科目

/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf
/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf
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16単位 主科目以 選択科目 16単位 共通科目 単位 学研究 単位 い 資料

 

一方 修士課程 い 22 専門科目 配置 一般教育 礎 学教育 臨床 学教育 各教授 研究指

教員 担当 い 修了 必要 単位 30単位 あ 訳 学位論文作成 主科

目 12単位 主科目以 科目 う 的 講義 あ 必須科目 単位 選択科目 12単位 共通科目

単位 い 資料  

［ 護学研究科］ 

護学研究科 必須 専攻科目14単位以 選択科目10単位以 共通科目 単位以 合計30単位以

単位 得 修了要件 い 産学実践コ 専攻 院生 記30単位 加え 講義 単位 演習

単位 実習11単位 合計28単位 修得 必要 あ 共通科目 研究論文作成 礎的能力 養成

護研究方法論 や 護理論 療系論文 解 必要 実践的能力育成 目的 英文

購 配置 い 盤 護学 実践 護学 構成 選択科目 多様 領

域 科目 配置 い 資料  

 

資料  学研究科履修要項 

修士課程 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/daigakuin_25syuusi.pdf 

 博士課程 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/daigakuin_25hakusi.pdf 

 

資料  護学研究科教育要項 

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_kangogakusyusi.pdf 

 

資料  学研究科博士課程履修単位 

修了要件 必要 34単位 

主科目 学位論文作成 授業科目   

 講義 単位以 演習 単位以 実験 実習 12単位以  

主科目以 科目 

 講義又 演習16単位以  

共通科目 単位以  

学共通 単位以  

 

資料  学研究科修士課程履修単位 

修了要件 必要 30単位 

主科目 学位論文作成 授業科目   

 講義 単位以 演習 単位以 特 研究 単位以  

主科目以 科目 

 必須科目 講義 単位以  

 講義 演習又 特 研究12単位以  

共通科目 単位以  

 

資料  護学研究科修士課程履修単位 

修了要件 必要 30単位 

主科目 学位論文作成 領域 科目   

 特論 単位以 演習 単位以 特 研究 単位以  

選択専門科目 

/pdf/info/education_info/daigakuin_25syuusi.pdf
/pdf/info/education_info/daigakuin_25hakusi.pdf
/pdf/info/education_info/kyouikuyoukou_kangogakusyusi.pdf
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 選択科目10単位以 特論 演習  

 共通科目 単位以  

 

産学実践コ 記30単位 加え 産学実践科目28単位 必要 

 

析結果 拠理  

学研究科 護学研究科 高 知識 術 習得 目的 主科目及 選択科目 研究指 教員 大

学院生 習熟 合わ 個 指 行 い 幅広い知識 修得 目的 共通科目 履修 必

修 教育課程 容及 水準 適 あ  

 

 

観点 － － ： 教育課程 編成又 授業科目 内容 い 学生 多様 ニ 学術 発展動向 社

会 要請等 配慮 い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

博士課程 い 学生 対応 時間的 約 あ 社会人 修業期間 延長

通常 修業 限 延長 長期履修 実施 一方 期 修了 可能 者 対象 優

研究実績 場合 修了 期修了 実施 い  

社会状況 対応 成24 大学院入学 附属病院 非常勤 員 設

い 成25 以降 大学 卒業 者 10 入学 可能 秋入学 設 い  

学術的 動向 専門 目指 者 多い 大学院 博士 学位 得 並行 専門 資格

得 目指 者 対象 専門 資格 得 目的 設 い  

修士課程 い 優 研究実績 者 い 修了可能 期修了 設 い 資

料  

［ 護学研究科］ 

地域社会 連携 人間 健康 関わ 問題 多面的 視 解決 護実践 中 的 役

割 果 人材 育成 いう教育目的 共通科目 ン 関連性

い 学 精 保健学 や 家族 護実践 あ 方 理解 家族 護学 等 学生 多様

や社会 要請等 配慮 科目 配置 い  

 

資料  大学院 学研究科長期履修 関 規程 抜粋  

資格  

第 条 長期履修 希望 修業 限 超え 一定 期間 わ 計画的 教育課程 履修 者 学

研究科博士課程 入学資格 者及 学生 う 職業 者  

長期履修 期間  

第 条 長期履修 期間 限  

 

資料  大学院学則 抜粋  

課程 修了要件  

第 条 博士課程 修了 要件 大学院 以 学 第 条第 項 定 単位 修得 必要 研

修指 博士論文 審査及 最終試験 合格 学期間 関 優 研究実



奈良県立医科大学 基準  

- 58 - 

 

績 者 い 大学院 以 学 足  

 修士課程 修了 要件 大学院 以 学 第 条第 項 定 単位 修得 必要 研究指

修士論文 審査及 最終試験 合格 学期間 関 優 研究業績

者 い 大学院 以 学 足  

 

析結果 拠理  

学研究科 い 大学院生 要望 あわ 適宜 定 護学研究科 い 多様

科目 配置 学生 多様 や社会 要請 配慮 い  

 

 

観点 － － ： 教育 目的 照 講義 演習等 授業形態 組合せ バ ン 適 あ

教育内容 応 適 学習指導法 採用 い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

博士課程 修了要件 あ 主科目 講義 単位 演習 単位 実験 実習12単位 第 学 時期 集中

得 自身 計画 研究 課題 あ 積極的 領域 施設 実

験 行う 学 多様 講演 大学院生 公開 講 義務付 い  

修士課程 修了要件 あ 主科目 講義 単位 演習 単位 必須科目 単位 選択科目12単位 共通科目

単位 次 得 時 学位論文作成 主科目 特 研究 集中的 行 い  

博士課程修了者 う 最 優 学位論文 提出 者 研究奨励賞 表彰 行 い  

［ 護学研究科］ 

各専攻科目 い 講義 行う 心 脳 発 学特論 等 科目や 演習 行う 心 脳 発 学演習 等

科目 個 研究指 心 脳 発 学特 研究 等 科目 ン く配置 い

共通科目 英文講 い 視聴覚機器 活用 授業 行 適 学習指 法 用 い  

 学位論文作成 領域 科目 特論 演習 履修及 特 研究 行い 研究指 担当

教員 指 学位論文 研究及 論文 作成 い  

 

析結果 拠理  

［ 学研究科］ 

講義や演習 理論 修得 博士課程 実験 実習 修士課程 特 研究 論文作成

行 い 過程全般 主科目 研究指 教員 大学院生 習熟 合わ 指 行 大

学院 授業形態 組合 や ン 適 あ 教育 容 応 適 学習指 法 実施 い

断  

［ 護学研究科］ 

講義や演習 理論 修得 特 研究 行 論文作成 行 い 過程全般 主科目

研究指 教員 大学院生 習熟 合わ 指 行 大学院 授業形態 組合 ン

適 あ 教育 容 応 適 学習指 法 実施 い 断  
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観点 － － ： 単位 実質化へ 配慮 い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

博士課程 い 講義 15時間 演習 30時間 実験実習 45時間 単位 修士課程 い

講義 15時間 演習 15時間 特 研究 30時間 単位 い 研究指 教

員 講義や演習 通 毎 実施 以 研究指 教員 必要 講義 演習

実験実習 特 研究 行 い 課程 修了 要 単位 博士課程 34単位 修士課程 30単位 あ

 

第 学 及 単位修了時 大学院生 研究時間確保状況 関 研究指 教員 ン 調

査結果 全研究指 教員 報告 い  

［ 護学研究科］ 

護学コ 産学実践コ あ 特論 演習 特 研究 専門科目 共通科目 15時間 単位

い  

産学実践コ 履修 科目 例 的 20～30時間 単位 あ  

研究指 教員 大学院生 関 親密 あ 容 充実 指 行 い  

課程 修了 要 単位 護学コ 30単位 あ 産学実践コ 28単位 加え 58単

位 い  

産学実践コ 学附属病院 臨床現場 実習 行 実習前 前学

習や 例 振 返 等 前 学習 行 い  

 

資料  単位 修得 必要 履修時間 

学研究科 博士課程  

講義 演習 実験実習 

15時間 30時間 45時間 

学研究科 修士課程  

講義 演習 特 研究 

15時間 15時間 30時間 

護学研究科 修士課程  

特論 演習 特 研究 

15時間 15時間 15時間 

 

資料  課程 修了要件 

学研究科 博士課程  

修了要件単位数 共通科目 学研究  主科目 選択科目 

34単位 単位 単位 16単位 16単位 

 

学研究科 修士課程  

修了要件単位数 共通科目 主科目 主科目以 科目 
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30単位 単位 12単位 16単位 

護学研究科 修士課程  

修了要件単位数 必須専門科目 選択専門科目 

30単位 14単位 16単位 

     産学実践コ 記 産学実践科目28単位 加え  

 

資料  学研究科大学院生 研究能力評価結果 研究時間確保  

博士課程 生及 単位修了生  

特 優 い  優 い  う 乏 い 特 乏 い 計 

21  13     37  

 

修士課程 生  

特 優 い  優 い  う 乏 い 特 乏 い 計 

      

 

析結果 拠理  

学研究科 護学研究科 講義 演習 実験実習 臨地実習 特 研究 単位 得 必要 時間数

確保 ュ 組 い 研究時間確保調査結果 研究指 教員 伝え 単

位 実質化 推 い  

 

 

観点 － － ： 適 シ バ 作成 活用 い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

博士課程 修士課程 作成 修了要件 履修単位 授業科目 履修方法 授業 方法 単位

修得 認定 研究指 最終試験 い 明記 容 当初 ン ョン い

活用 学生 明 い 選択科目毎 担当教員 実施時間 実施場所 講義 容

細 記載 大学院生 科目選択 活用 い 資料  

［ 護学研究科］ 

作成 全学生 教員 配 い 容 設置 趣 や教育研究 理念 目的等 概

要や 修了要件 履修方法 単位 得 認定 準 研究指 方法 学位 授 等 履修要項 ほ 科目毎 単

位数 時間数 配当学 配当時期 担当教員 目的 目標 授業計画 評価方法 学生 等

い 細 記述 い 容 入学時 ン い く 明 い 資料

 

 

 

析結果 拠理  

学研究科 護学研究科 履修方法 修了要件及 科目 容 細 記 作成
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容 大学院生入学時 ン い く 明 適 作成 教員及

学生 利用 高く 活用 い 断  

 

 

観点 － － ： 夜間 い 授業を実施 い 課程 夜間大学院や教育方法 特例 を置い い 場合

課程 在籍 学生 配慮 適 時間割 設定等 適 指導 行

わ い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

博士課程及 修士課程 共通科目講義及 必須科目講義 木曜日 午 時 午 時30 固定 い

主科目や選択科目 い 午 時～午 時 始 午 時～午 時 修了 時間設定

社会人学生 対 土日 日 講義 行う 配慮 い  

［ 護学研究科］ 

社会人 多数 籍 研究指 教員 学生 個 相談 時間割 調整 い 結果 時限

目 午 時～午 時30 時限目 午 時40 ～午 時10 多く 授業 実施 い  

 

析結果 拠理  

大学院生 職業 持 者 多く 教員 朝 方 学部 授業や診察 行 い 両者

都合 良い時間帯 あ 夜間 授業時間 設定 い  

 

 

観点 － － ： 通信教育を行う課程を置い い 場合 印 教材等 授業 添削等 指導を

含 放送授業 面接授業 ン を含 若 く デ を利用 行う授業

実施方法 整備 適 指導 行わ い  

 

観点 状況  

当  

 

析結果 拠理  

当  

 

 

観点 － － ： 専門職学位課程を除く大学院課程 い 研究指導 学位論文 特定課題研究 成果

を含 係 指導 体 整備 適 計画 基 い 指導 行わ い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

幅広い知識 専門的 知識 両方 修得 目的 授業科目 組 い  

博士課程 い 共通科目 科目 学研究 幅広い知識 あ 主科目 専門科目 47科
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目 専門的 知識 あ 原則 修得 単位 第 学 修得 第 学 以降 研究課題

即 研究指 論文作成等 研究活動 行う 選択科目 主科目 研究

遂行 必要 知識や 術 補完 目的 あ 選択科目 選択 あ あ 主科目

研究指 教員 指 い  

学位論文 研究や論文 作成等 主科目 研究指 教員 指 学位論文 実験 い

各講 や領域 研究室や 端 学研究機構 総合研究棟 所属 ソ 実験 組換えDNA実験 動

物実験 大学共 研究 各施設 い 担当教員 研究 支援 行い 臨床研究 関 臨床各教室 研究

指 教員 研究指 補 教員 指 あ い  

第 学 時 研究報告会 行い 研究 捗状況 報告 研究指 教員 関 教員

言及 指 課題及 研究 方 再確認  

修士課程 い 共通科目 科目 幅広い知識 あ 必須科目 科目 主科目 選択科目 24

科目 専門的 知識 あ 間 通 必須科目 講義 多様 授業 主科目や

選択科目 い 講義 演習 特 研究 段 応 研究活動 行う  

［ 護学研究科］ 

幅広い知識 専門的 知識 両方 修得 目的 授業科目 組 い  

共通科目 11科目 幅広い知識 礎 護 科目 及 実践 護 21科目 専門科目 専門的

知識 あ 必須 専門科目 特論 演習及 特 研究 選択専門科目 い 特論及 演習

段 応 研究活動 行う  

産学実践コ 産学実践科目 12科目 い 履修  

研究指 主科目 研究指 教員 入学時 履修科目 決定 10 頃 修士論文 研究 決定 第

学 時 特 研究 実験 実習 収集等 研究活動 指 行い 中間発表会や公聴会

発表 修士論文 完成等 指 引 続 行う  

研究指 教員 共通科目 あ 護研究方法論 護理論 授業 容 踏 え 次 研究

ュ 指 10 研究 選定 12 研究計画書 提出 倫理審査 行う等 次 行

応 適 研究指 行 い  

 

析結果 拠理  

幅広い知識及 専門的 知識 修得 科目設定 護学研究科 産師国家試験資格

得 産学実践コ 特化 科目 設定 い  

学研究科 博士課程 い 研究報告会 実施 研究 捗状況 確認 機会 生

論文作成 滑 一 い 研究指 学位論文 指 体 整備

適 計画 い 指 行わ い 断  

 

 

観点 － － ： 学位授 方針 明確 定 い  

 

観点 状況  

学研究科 護学研究科 学中 研究 大学院生 修了時 身 付 い 項目

定 い 資料  
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資料  学研究科  

修士課程  

以 学 指 教員 研究 所属 研究指 講義 演習 特 研究 単位以

得 修士論文 審査 最終試験 合格 課程 修了 学位授 必要条件 あ

学期間 関 優 研究業績 者 い 以 学 足  

博士課程  

以 学 指 教員 研究 所属 研究指 講義 演習 実験 実習 単位以

得 博士論文 審査 最終試験 合格 課程 修了 学位授 必要条件 あ

学期間 関 優 研究業績 者 い 以 学 足  

 

※ 成26 9日付改定 改定 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf 

 

資料  護学研究科  

大学院 以 優 研究業績 者 い 以 学 授業科目 い 単位

以 修得 学位論文 提出 審査及 最終試験 合格 者 学位 授 産学実践コ

記 単位 加え 産学実践科目 単位 修得 必要  

護学 関 確 専門的知識 深い学識 修得 い  

生命科学 社会科学 情報科学 知識 活用 健康問題 究 研究能力 発揮  

護専門職員 地域 療 最前線 活躍 指 的能力 発揮  

修士 産師 周産期 療 高 実践能力 発揮  

 

※ 成26 9日付改定 改定 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf 

 

析結果 拠理  

学研究科 護学研究科 独自 規定 学位授 方針 明確 定

い  

 

 

観点 － － ： 成績評価基準 組織 策定 学生 周知 基準 従っ 成績評

価 単位認定 適 実施 い  

 

観点 状況  

成績評価 単位認定及 修了 関 学研究科及 護学研究科 履修要項 明確 定 い

資料 容 い 研究指 教員及 大学院生 履修要項 配 周知

入学時 ン ョン い 明 い  

 学研究科 成績評価 博士課程 修士課程 表示 授業科目毎 100点満点

100～80点 79～70点 69～60点 59～ 点 合格 合格 い  

 護学研究科 成績評価 準や単位認定 準 い 護学研究科 教育要項 掲載 周知 い

単位 認定 授業科目毎 100点満点 点数 100～80点 79～70点 69点～60点

60点 満 評定 行わ 合格 合格 単位修得 認定 い

/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf
/pdf/info/education_info/mokuteki.pdf
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当 授業科目 研究指 教員 行い 学 学長 報告 い  

 

資料  学研究科履修要項 

修士課程  

 修了要件 

大学院 以 優 業績 者 い 以 学 授業科目 い 30単位以 修得  
学位論文 提出 審査及 最終試験 合格 い  

 履修単位 

  修了要件 必要 30単位以 履修 次 修得  
○主科目 学位論文作成 授業科目  

講義 単位以 演習 単位以 特 研究 単位以  

○主科目以 科目 
 必須科目 講義 単位以 選択科目 12単位以 共通科目 単位以  

  授業 方法 

単位 計算方法  
 講義 15時間 講義 単位  

 演習 15時間 演習 単位  

 特 研究 30時間 特 研究 単位  
  単位修得 認定 

   履修 授業科目 単位修得 認定 当 授業科目 研究指 教員 行い 学 学長 報告   

  最終試験 
   最終試験 学位論文 中心 主科目 研究指 教員 頭又 筆記 行う   

 

博士課程  
 修了要件 

大学院 以 優 業績 者 い 以 学 授業科目 い 34単位以 修得  

学位論文 提出 審査及 最終試験 合格 い  
 履修単位 

  修了要件 必要 34単位以 履修 次 修得  

○主科目 学位論文作成 授業科目  
講義 単位以 演習 単位以 実験 実習 単位以  

○主科目以 科目 

 選択科目16単位以 共通科目 単位以 学研究 単位以  
  授業 方法 

単位 計算方法  

 講義 15時間 講義 単位  
 演習 15時間 演習 単位  

 特 研究 30時間 特 研究 単位  

  単位修得 認定 
   履修 授業科目 単位修得 認定 当 授業科目 研究指 教員 行い 学 学長 報告  

   

  最終試験 
   最終試験 学位論文 中心 主科目 研究指 教員 頭又 筆記 行う   

 

資料  護学研究科履修要項 

 修了要件 
大学院 以 優 業績 者 い 以 学 授業科目 い 30単位以 修得

学位論文 提出 審査及 最終試験 合格 い 産学実践コ 記30単位 加

え 産学実践科目28単位 修得 必要  
 履修方法 

  修了要件 必要 30単位以 履修 次 あ  

○必須 専門科目 学位論文作成 領域 科目  
特論 単位以 演習 単位以 特 研究 単位以  

○選択専門科目 記以 領域 授業科目  

 選択科目 10単位以  特論又 演習 10単位以 選択  
○共通科目 単位以  必修科目 護研究方法論 護理論 単位 選択科目 単位以 選択  
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 産学実践コ 記30単位 加え 産学実践科目28単位 修得  

○ 産学実践科目 28単位 

  
  単位修得 認定 

   履修 授業科目 単位修得 認定 当 授業科目 研究指 教員 行い 成績 定会議 認  

修士課程委員会 報告    
  研究指  

最終試験 

    最終試験 学位論文 中心 主科目 研究指 教員 頭又 筆記 行う   

  

析結果 拠理  

学研究科 護学研究科 成績評価 単位認定及 修了 関 履修要項 策定

ン ョン等 大学院生 周知 い 研究 目的 応 成績評価 準や修了認定 準

い 組織 策定 大学院生 周知 準 従 成績評価 単位認定 修了認

定 適 実施 い  

 

 

観点 － － ： 成績評価等 客観性 厳格性を担保 組織的 措置 講 い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

担当教員 評価 成績 教育支援課 研究部長 学部長 学長 容 確認 疑義 あ

場合 研究部長 通 各担当教員 問い合わ い 学長 決裁 成績 認定  

［ 護学研究科］ 

護学研究科 単位 い 前期及 期終了時点 成績 定会議 審議 護学研究科

委員会 認 学長 決裁 認定  

 

析結果 拠理  

成績評価 研究指 教員 行 い 容 い 全学的 検証 認

成績評価 関 組織的 客観性 厳格性 実施 い  

 

 

観点 － － ： 専門職学位課程を除く大学院課程 い 学位授 方針 従っ 学位論文 係 評

価基準 組織 策定 学生 周知 適 審査体 下 修了認定

適 実施 い  

 ま 専門職学位課程 い 学位授 方針 従っ 修了認定基準 組織 策

定 学生 周知 基準 従っ 修了認定 適 実施 い  

 

観点 状況  

［ 学研究科］ 

学位論文 研究指 教員 決定 研究指 教員 指 作成 行 いく  

学位論文 審査 学位規則 学位審査 関 規 学位審査 関 申 合わ 規定 手続 及

必要提出物 提出 公聴会 開催 学位申請者 学位論文 発表 審査委員 対 行う   
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学位規則等 い 履修要領 掲載 学生 配 資料  

審査委員 研究指 教員 博士課程 い 修士課程 い 課程委員会 認 経 選

定 公聴会 学位申請者 発表 容 審査委員会 学位 適 適 断  

博士課程 い 審査委員 う 以 適 断 修士課程 い 審査委員 う

以 適 断 合格  

審査委員会 結果 審査委員長 直 課程委員会 明 行い 委員 学位授 い 可否 諮

出席委員 以 賛成 学位 授 認 い  

学位論文審査 博士課程 回 修士課程 回実施 い  

［ 護学研究科］ 

学位論文 研究指 教員 決定 研究指 教員 指 作成 行 いく  

学位論文 審査 学位規則 学位審査 関 規 学位審査 関 申 合わ 規定 手続

必要提出物 提出 研究指 教員 学位審査委員会 設置 学位公聴会 開催  

学位公聴会 質疑及 人 直接 質疑 学位請求論文 適否 断 審査委員 う

以 適 断 合格 課程委員会 報告  

報告 課程委員会 学位授 い 可否 出席委員 以 賛成 学位 授

認  

 

資料  学位規則 抜粋  

学位 授 条件  

第 条 博士 学位 学則 定 博士課程 修了 者 授  

 修士 学位 学則 定 修士課程 修了 者 授  

 第 項 規定 者 ほ 博士 学位 学 学位論文 提出 審査 合格 博士課程 修了

者 等以 学力 あ 確認 者 授  

学位論文 提出  

第 条 前条第 項及 第 項 規定 学位 授 う 者 所定 学位論文審査願 学位論文 学位論文

主 参考論文 論文目録及 履 書 提出 審査及 最終試験 合格 い  

課程 修了及 論文 審査 議決  

第 条 博士課程委員会 第 条第 項 い 学則 定 課程 修了 可否 条第

項 い 論文 審査 可否 い 議決  

 大学院 学研究科修 課程委員会 条第 項 い 学則 定 課程 修了 可

否 い 議決  

 

資料  学位審査 関 規 抜粋  

第 条 学 学位 請求 者 資格審査 大学院運営委員会 い 行う  

第 条 論文 提出 時期 次  

一 学大学院 学者所定 単位修得見込 時期 ヶ 前 課程 修了 見込 者 あ ヶ

前 

 者所定 研究 到着  

第 条 学学位規則第 条及 第 条 定 学位論文審査願又 学位申請書 履 書 学位論文 要 及 第 条 

定 研究 証明書 記様式第 号 第 号  

第10 条 学位請求論文提出者 論文提出 審査前 研究科委員会主催 発表会 学位公聴会 容 発表  

 

第12 条 学学位規則第 条 課程 修了及 論文 審査 議決 及 第11条 学位授 消 関わ 議決 学大学院

学研究科委員会規程第 条 議決 関わ 出席 研究科委員会委員 以 賛成 要  

 

資料  学位審査 関 申 合わ 抜粋  
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第   第  条関  

 学位請求論文提出者  以 提出者 いう  研究指 教員  学位審査委員  以 審査委員 いう  

奈良 立 科大学大学院 学研究科委員会  以 研究科委員会 いう  推薦  自己推薦 可  認 得

 

 学位審査委員会 委員長 副委員長 置く 委員長 副委員長 委員 互選 副委員長 委員長 補佐 委員長

故あ 代行  

 奈良 立 科大学大学院 学研究科  以 学研究科 いう  提出者 研究指 教員 い い場合 研究部長

審査委員  研究科委員会 推薦  自己推薦 可  認 得  

 審査委員 学研究科 研究指 教員 研究指 教員 当 学位論文 共著者 あ 場合 審査委員 加わ

 

 委員長及 副委員長 奈良 立 科大学 専任 教授 提出者 研究指 教員及 学位申請論文共著者

委員長及 副委員長 い  

 審査委員 学位公聴会 質疑 若 く 人 直接 質疑 学位請求論文 適否 審査 理 付

審査結果 委員長 報告  

 委員長 審査委員  う  以 適 合格 適  以 合格 結果 審査

要 付 研究科委員会 報告  

 委員長 必要 認 場合 委員 協議 行う  

第   第   条関  

 学位公聴会 当 学位審査 関わ 審査委員長 含  以 委員 出席 要  

 

析結果 拠理  

公聴会 申請者 発表及 審査 審査結果 課程委員会 審査方法 一連 手続 大学院全体 明

確 整備 周知 適 審査体 修了認定 適 実施 い  

 

 

優 点及び改善を要 点 

 

優 点  

学部 学科及 護学科 ュ 及 定 い

ョン 沿 入学 学生 学中 身 付 知識 術 態 習慣 示

教授 構成 学務委員会や ュ 部会 い ュ 遂行 講義や実習

ュ 編成 い 講義や実習等 授業科目 い 教育要項 作成 全学生

配 成25 入 教務 務 教育要項 掲載 い  

大学院 学研究科 博士課程 修士課程 個 ュ

作成 博士課程委員会及 修士課程委員会 大学院 研究科目 編成や研究指 方法 定

い 容 履修要項 明記 全大学院生 配 い 護学研究科 修士課程 い ュ

及 作成 修士課程委員会 研究科目 編成や研

究指 方法 定 い 容 教育要項 明記 全大学院生 配 い  

 

改善 要 点  

特  
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基準６ 学習成果 

 

観点ごと 分析 

 

観点６－ － ： 各学年や卒業 修了 時等に いて学生 身に付け べ 知識・技能・態度等に いて

単位修得 進級 卒業 修了 状況 資格取得 状況等 あ い 卒業 学位 論文

等 内容・水準 判断して 学習成果 上 てい  

 

観点 係 状況 本文・資料 表：機構 指摘に 提出時 一部修正  

医療人 育成 目的 い 医学科 護学科 学 決 必修科目

次履修 いく 求 い 医学科 い 一般教育課程 除い 基礎及び臨床医学教育課程

全科目 必修 い 第 学 第 学 進級 統合講義科目 実施 試験 合格

領域以 あ 度中 再試験 合格 条件 仮進級 認 い  

直近 医学部 け 標準修業 限内 卒業者 医学科91％ 護学科86％ 標準修業 限 1.5倍以内

卒業者 医学科100％ 護学科96％ あ 資料 － － － 資料 － － ―  

大学院 医学研究科 博士課程 標準修業 限内 修了者 25％ 標準修業 限 1.5倍以内 修了者

31％ あ 資料 － － －  医学研究科 修士課程 標準修業 限内 修了者及び標準修業 限

1.5倍以内 修了者 100％ あ 資料 － － －  

各学 身 け 知識及び技能 習得 い場合 留 医学科 留 い 度

差 あ ％以 あ 学 第 学 第 学 率 高く 入学以降 学習や生活態度 原

因 あ 考え  

護学科 単 制 各学 留 無い 全 単 得 卒業 者 成25 卒業者

81 う 78 制67 編入学生11 96.3％ 逆 卒業 3.7％ あ

 

国家試験 い 医師国家試験 新卒者合格率 最近 間 成23 除 96％ 超え い

全国 比較 成23 除 全国 均 回 い 既卒者合格率 20％～50％ 間 推移

い 資料 － － －  

護師国家試験 新卒者合格率 最近 間 96％～100％ 推移 既卒者合格率 100％ あ

新卒者 既卒者 合計 合格率 96％～100％ 推移 毎 全国 均 回 い 資料 － －

－  

保健師国家試験 新卒者合格率 最近 80％台後半～100％ 推移 既卒者合格率 30％台～

100％ 推移 い 新卒者 既卒者 合計 合格率 80％台後半～100％ 推移 既卒者合格率

回 あ 概 全国 均 回 い 資料 － － － ｋ  

産師国家試験 い 新卒者合格率 最近 間 成23 92％ 除 100％ あ 既卒者

合格率 100％ あ 新卒者 既卒者 合計 合格率 毎 全国 均 回 い 資料 － － －

 

大学院医学研究科博士課程 最近 間 状況 以 在学 修了要件 必要 34単 修得 単

修了者 14人～20人 単 修了 加え学 論文 提出 審査 び最終試験 合格 課程修了者 人～

19 人 推移 い 資料 － － －10 11  大学院 在学 学 研究生や専修生 博

士論文 提出 学 授 者 15人～26人 推移 い 資料 － － －12  修士課程修了者
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10人以 あ 増加 傾向 あ 資料 － － ―13  護学研究科 修士課程 成 24

度 設置 あ 成 25 月現在 修了者 い い  

 

資料 － － －  標準修業 限卒業率 医学部医学科    

入学 度 成15 度 成16 度 成17 度 成18 度 成19 度 

入学者数 95人 95人 95人 95人 95人 

標準修業 限 内 卒業者数 80人 86人 81人 86人 90人 

記比率 84% 91% 85% 91% 95% 

      

入学 度 成12 度 成13 度 成14 度 成15 度 成16 度 

入学者数 95人 95人 95人 95人 95人 

標準修業 限×1.5 内 卒業者数 93人 92人 94人 92人 95人 

記比率 98% 97% 99% 97% 100% 

資料 － － －  標準修業 限卒業率 医学部 護学科    

入学 度 成17 度 成18 度 成19 度 成20 度 成21 度 

入学者数 88人 93人 95人 94人 91人 

標準修業 限 内 卒業者数 75人 84人 87人 86人 78人 

記比率 85% 90% 92% 92% 86% 

      
入学 度 成16 度 成17 度 成18 度 成19 度   

入学者数 95人 88人 93人 95人   

標準修業 限×1.5 内 卒業者数 88人 83人 88人 91人   

記比率 93% 94% 95% 96%   

資料 － － －  標準修業 限卒業率 医学研究科 博士課程  

入学 度 成17 度 成18 度 成19 度 成20 度 成21 度 

入学者数 16人 20人 16人 16人 16人 

標準修業 限 内 修了者数 5人 5人 5人 4人 4人 

記比率 31% 25% 31% 25% 25% 

      

入学 度 成15 度 成16 度 成17 度 成18 度 成19 度 

入学者数 26人 28人 16人 20人 16人 

標準修業 限×1.5 内 修了者数 12人 19人 6人 10人 5人 

記比率 46% 68% 38% 50% 31% 

  ※修了者 博士 学 授 者      

資料 － － －  標準修業 限卒業率 医学研究科 修士課程  

入学 度 成20 度 成21 度 成22 度 成23 度   

入学者数 3人 7人 7人 9人   

標準修業 限 内 修了者数 3人 6人 7人 9人   

記比率 100% 86% 100% 100%   
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入学 度 成20 度 成21 度 成22 度    

入学者数 3人 7人 7人    

標準修業 限×1.5 内 修了者数 3人 6人 7人    

記比率 100% 86% 100%    

  ※修了者 修士 学 授 者      

資料 － － －  医師国家資格試験 結果 成25  

 新卒者 既卒者 

学 他学 学 

験者 合格者 合格率 全国 均 公立 均 国立 均 験者 合格者 合格率 

100  96  96.0％ 93.1％ 96.3％ 93.9％ 8  3  37.5％ 

全国 公立 校中           

近畿 国公立 校中           

 

合計 

学 他学 

 験者 合格者 合格率 全国 均 公立 均 国立 均 

 108  99  91.7％ 89.8％ 94.0％ 90.7％ 

全国公立 校中    8     

近畿 国公立 校中    5     

 

資料 － － －  医師国家資格試験 結果 成21 ～ 成25  

 新卒者 既卒者 

学 他学 学 

験者 合格者 合格率 全国 均 公立 均 国立 均 験者 合格者 合格率 

成25  100  96  96.0％ 93.1％ 96.3％ 93.9％ 8  3  37.5％ 

成24  95  92  96.8％ 93.9％ 95.1％ 94.3％ 12  6  50.0％ 

成23  91  83  91.2％ 92.6％ 93.9％ 93.5％ 5  1  20.0％ 

成22  97  96  99.0％ 92.8％ 95.3％ 94.0％ 6  2  33.3  

成21  98  97  99.0％ 94.8％ 94.4％ 91.9％ 9  3  33.3％ 

 

資料 － － －  護師国家資格試験 結果 成21 ～ 成25  

    

合計 

 

全国 均 新卒 既卒 

験者 合格者 合格 合格率 験者 合格者 合格率 験者 合格者 合格率 

成25  70  69   98.6％ 3  3  100％ 73  72  98.6％ 88.8％ 

成24  78  76  2  97.4％ 3  3  100％ 81  79  97.5％ 90.1％ 

成23  78  75  3  96.2％ 2  2  100％ 80  77  96.3％ 91.8％ 

成22  78  76  2  97.4％ 0  0   78  76  97.4％ 89.5％ 

成21  69  69  0  100％ 2  2  100％ 71  71  100％ 89.9％ 
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資料 － － －  保健師国家資格試験 結果 成21 ～ 成25  

    

合計 

 

全国 均 新卒 既卒 

験者 合格者 合格 合格率 験者 合格者 合格率 験者 合格者 合格率 

成25  81  81  0  100％ 9  9  100％ 90  90  100％ 96.0％ 

成24  92  85  7  92.4％ 6  2  33.3％ 98  87  88.8％ 86.0％ 

成23  92  86  6  93.5％ 10  7  70％ 102  93  91.2％ 86.3％ 

成22  91  81  10  89.0％ 2  2  100％ 93  83  89.2％ 86.6％ 

成21  76  76  0  100％ 4  4  100％ 80  80  100％ 97.7％ 

 

資料 － － －  産師国家資格試験 結果 成21 ～ 成25  

    

合計 

 

全国 均 新卒 既卒 

験者 合格者 合格 合格率 験者 合格者 合格率 験者 合格者 合格率 

成24  13  13  0  100％ 0  0   13  13  100％ 95.0％ 

成23  14  14  0  100％ 1  1  100％ 15  15  100％ 97.2％ 

成22  13  12  1  92.3％ 0  0   13  12  92.3％ 83.1％ 

成21  12  12  0  100％ 1  1  100％ 13  13  100％ 99.9％ 

 

資料 － － －10 大学院医学研究科博士課程単 修了者 単 修得者  

修了  成25  成24  成23  成22  成21  

修了者数 16  16  14  20  15  

 

資料 － － －11 大学院医学研究科博士課程修了者 単 及び学 修得者  

修了  成25  成24  成23  成22  成21  

修了者数  13  17  15  19  

 

資料 － － －12 学 授 者 大学院 在学 論文提出 学 修得 者 乙  

授  成25  成24  成23  成22  成21  

授 者数 26  25  15  20  23  

 

資料 － － －13 大学院医学研究科修士課程課程修了者 

修了  成25  成24  成23  成22  

修了者数     

 

分析結果 根拠理  

医師 護師 保健師 産師 国家試験 合格率 概 全国 均 回 特 護師 合格

率 高い 大学院医学研究科博士課程 単 修了者数 課程修了者数 学 授 者数 修士課程 修了者数 大

増減 傾向 く安定 い 医学科 各学 留 率 ％以 護学科 単 得
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い者 率 ％以 く 学 教育及び研究 水準 高く 教育 成果や効果 い 断

 

 

 

観点６－ － ： 学習 達成度や満足度に関す 学生 意見聴取 結果等 判断して 学習成果 上

てい  

 

観点 係 状況  

成22 度 医学科 護学科 全学生 対象 学生生活実態調査 一部 授業 満足度調査 実施

カ キュ ム 対 満足度 い 第 学 男子 第 学 男子 第 学 女子 大い 満

満 半数 超え い 授業 進 方 い 大い 満 満 過半数 回 学

護学科 カ キュ ム い 全体 割 授業 進 方 い 67％ 普通以 評価 い 資

料 － － ―  

学生 授業評価 成21 度 医学科 臨床医学教育 護学科 実施 成22 度及び 成23 度

医学科 臨床医学教育及び 護学科 加え医学科 基礎医学教育 実施 成24 度 医学科 一般教育

い 実施 医学科 一般教育 基礎医学教育 臨床医学教育及び 護学科 全 教科 実施 い  

医学科 護学科 総合的 授業 い 普通以 評価 90％ 超え い 評価結果 担当教員

還元 評価結果 基 改善 授業内容 い 担当教員 アン 調査 行 い 資

料 － － ―  

大学院 い 医学研究科 修士課程及び博士課程 第 学 対象 研究指導教員 指導方

法 い 15 目 わ 段階 評価 行 修士課程及び博士課程 集計 各指導教員 通知

い 評価 い 目 該当 教員 研究部長 面談 うえ指導 い 資料 － － ―

調査結果 博士課程 非常 良い やや良い あわ 89% 普通 含 99% 修士課程

非常 良い やや良い 97% 普通 含 100%  

護学研究科 い 成25 度 実施予定 あ  

 

資料 － － －   医学科 カ キュ ム い                                        ％  

 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

大い 満 14.5 15.6 22.9 9.1 20.8 20.0 13.0 28.0 6.1 7.7 10.6 0.0 

満 31.9 28.1 28.6 27.3 33.3 30.0 23.2 32.0 16.3 42.3 22.7 12.0 

計 46.4 43.7 51.5 36.4 54.1 50.0 46.2 60.0 22.4 50.0 33.3 12.0 

 

資料 － －  －  医学科 授業 進 方 い                                        ％  

 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

大い 満 14.5 12.5 10.0 9.1 12.5 20.0 5.8 16.0 8.2 7.7 10.6 0.0 

満 29.0 21.9 34.3 21.2 26.4 25.0 23.2 20.0 6.1 42.3 24.2 12.0 

計 43.5 34.4 44.3 30.3 38.9 45.0 29.0 36.0 14.3 50.0 34.8 12.0 
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資料 － － －  医学科授業アン  目 総合的 い授業 あ 思う 

 思う 

 

思う 

 

いえ い 

 

思わ い 

 

全く思わ い 

 

計 

 

％ 

( )  

一般教育 328件 277件 244件 52件 23件   924件 91.9％ 

基礎医学教育 245件 313件 154件 36件  7件   755件 94.3％ 

臨床医学教育 126件 111件  47件  6件  2件   292件 97.3％ 

計 699件 701件 445件 94件 32件 1,971件 93.6％ 

 

資料 － － －  護学科授業アン  目 総合的 い授業 あ 思う 

 思う 

 

思う 

 

いえ い 

 

思わ い 

 

全く思わ い 

 

計 

 

％ 

( )  

護学科 891件 1,038件 781件 153件 54件 2,917件 92.9％ 

 

資料 － － －  博士課程 生及び修了生 研究指導評価 段 人数 段 ％ 

 A 
非常 い 

B 
やや い 

C 
ふ う 

D 
やや悪い 

E 
非常 悪い 

計 

研究 バッ ン 理解

う 明 け  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究 アプ チ 具体的 指導

え  

 

 

 

 

 

 

  

学内各施設 利用 案内 け   

 

 

 

 

 

  

論文 方 収集 指導 け   

 

 

 

 

 

 

 

 

論文 方 理解 自己学習

法 指導 け  

 

 

 

 

 

 

  

文献 整理 指導 け   

 

 

 

 

 

   

   

 

研究 方法 関 具体的 指導

け  

 

 

 

 

 

 

  

タ分析法 指導 け  

 

 

 

 

 

 

 

  

論文紹介 プ ン ション法 指

導 け  

 

 

 

 

 

 

  

論文 書 方 指導 け  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文作成 ア バイス 具体的 あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会発表 指導 け  

 

 

 

 

 

 

 

  

研究従事時間 十分 あ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己学習時間 十分 あ  
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総合的 見 研究指導 的確 あ

 

 

 

 

 

 

 

  

 

資料 － － －  修士課程 生 研究指導評価 段 人数 段 ％ 

 A 

非常 い 

B 

やや い 

C 

ふ う 

D 

やや悪い 

E 

非常 悪い 

計 

研究 バッ ン 理解

う 明 け  

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究 アプ チ 具体的 指導

え  

 

 

 

 

 

 

  

学内各施設 利用 案内 け   

 

 

 

 

 

  

論文 方 収集 指導 け   

 

 

 

 

 

 

 

 

論文 方 理解 自己学習

法 指導 け  

 

 

  

 

 

 

  

文献 整理 指導 け   

 

 

 

 

 

  

研究 方法 関 具体的 指導

け  

 

 

    

タ分析法 指導 け  

 

 

 

    

論文紹介 プ ン ション法 指

導 け  

 

 

    

論文 書 方 指導 け  

 

 

 

    

論文作成 ア バイス 具体的 あ

 

 

 

    

学会発表 指導 け  

 

 

 

    

研究従事時間 十分 あ  

 

 

 

 

 

 

 

  

自己学習時間 十分 あ  

 

 

 

  

 

 

 

  

総合的 見 研究指導 的確 あ

 

 

 

    

 

分析結果 根拠理  

学生 授業評価 成21 度 医学科 臨床医学教育 護学科 実施 以来 対象 教育 課

程 増や い 成24 度 医学科 一般教育 基礎医学教育 臨床医学教育及び 護学科 全 課

程 科目 実施 い  

授業評価 実施後 評価結果 各教員 還元 け く 結果 基 分析･検討 行う

改善策 策定 組 い 調査 目 授業 使用 資料 学生 質問 対 態度 授業 熱

意 い 段階 評価 行 普通以 評価 大部分 占 い 学習成果

い 断  

大学院医学研究科 博士課程 修士課程 け 調査結果 大学院生 満足度 高く 学習効果

い 断  
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観点６－ － ： 就職や進学とい た卒業 修了 後 進路 状況等 実績 判断して 学習成果 上

てい  

 

観点 係 状況  

医学科卒業生 医療機関 就職率 成25 96% 成24 97% 成23 91% 成22 97% 成21 98%

非常 高い水準 い 資料 － － －  

就職先 内訳 内 外 病院 数程度 推移 い  

附属病院 就職 約 ～ 割 い  

護学科 い 以 資料 － － － 成22 卒業生 う 就職率 90％

超え 成23 24 い 80％代後半 数値 い 近 就職率 進学率 昇

就職率 進学率 合わ い 93％ 超え い  

就職先 いう観点 見 学附属病院 京都大学医学部附属病院 北野病院 大阪市立

大学医学部附属病院 いう地域 拠点 医療機関 就職 学習成果 い 断  

 内 病院 就職 成24 割 回 概 割弱 推移 い  

 医学研究科 大学院生 在学中 医療機関等 就業 修了後 引 続 就業 い  

 

資料 － － －  医学科卒業生進路 

 成25  成24  成23  成22  成21  

卒業者数     人       

医療機関就職者  人          

う 内就職者  人  

う 附属病院  

 

     

    

     

 

 

 

 

 

 

う 外就職者  人          

他      人                  

就職率      ％       

 

資料 － － －  護学科卒業生進路 

 成25  成24  成23  成22  成21  

卒業者数     人       

医療機関就職者  人       

う 内就職者  人  

う 附属病院  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う 外就職者  人       

進学者      人       

他      人       

就職率      ％       

 

分析結果 根拠理  

医学科 医療機関 就職率 95％ 超え 護学科 医療機関 就職率 90% 越え 高い水準

い 学習成果 い 断  
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附属病院 含 内 就職 約半数 留 公立大学 あ 学 課題 引 続

内就職率 力 行 いく  

大学院生 い 修了後 在学中 就業先 就業 い  

 

 

観点６－ － ： 卒業 修了 生や 就職先等 関係者 意見聴取 結果 判断して 学習成果 上

てい  

 

観点 係 状況  

卒業生や就職先等 関係者 意見聴 実施 い 大学教育 充実 図 成24 度

医学科 卒業生 対象 卒前教育 関 アン 調査 実施 中 在学時 教育内容や共用試験

臨床実習 い 意見 収集 い 資料 － － 意見 参考 教育開発 ンタ い

カ キュ ム編成 改善 行う予定 あ 護学科 い 成25 度 医学科 様 卒業生 アン

実施 予定 あ  

大学院生修了生 指導評価アン 修了時 全修了者 対 行 い  

 

資料 － －  卒業生アン 調査 成24 度実施              件  

  卒業  成22  成18  成15  成10  合計 

調査数      

回答数      

 

分析結果 根拠理  

医学科 卒業生 意見調査 実施 意見 い カ キュ ム編成 改善 実施 いく予

定 あ 護学科 い 成25 度 実施 予定 い  

大学院生 い 医学研究科 毎 度 全修了生 アン 調査 実施 課程委員会 報告 い

護学研究科 い 成26 月修了生 実施 予定 い  

 

優 た点及び改善を要す 点 

 

優 点  

医学科 医師国家試験及び 護学科 護師 保健師 国家試験 合格率 全国 均 回 高い あ

合格者 全員 医療機関 就職 い 大学院 医学研究科 い 学 授 者や修了者数 安定

い  

医学科 護学科 医学研究科 い 授業評価 実施 護学研究科 い 成26 月修

了生 実施予定 あ  

 

改善 要 点  

特  
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基準７ 施設 設備及び学生支援 

 

観点 析 

 

観点７－ － ： 教育研究活動を展開 上 必要 施設 設備 整備 有効 活用 い  

 ま 施設 設備 け 耐震化 アフ 化 安全 防犯面 つい 配

慮 い  

 

観点 状況  

 [土地 校舎面積]  

学 校地面積 98,988㎡ あ 大学設置基準第37条 規程 計算 必要 基準面積58,102㎡ 総

定員1,011人層10 ㎡＋47,992㎡ 十 確保 い 校舎面積 39,873㎡ 附属病院面積 87,632㎡ あ

大学設置基準第37条 規定 い 必要 基準面積 校舎23,010㎡ 附属病院35,100㎡ 大幅 回

い 資料  
 

[各施設 状況] 

医学科講義室 実習室  一般教育棟 講義室 実習室 あ う 講義室 LAN 設備

整備 60 ソ ン 設置 い  

基礎医学棟 講義室 実習室及び標 室 あ 臨床講義棟 講義室 設 い

 

護学科講義室 実習室 護学科棟 講義室 演習室 実習室 情報科学室 あ

情報科学室 26 ソ ン 設置 い  

研究室 研究施設  教員 大学院生 研究生 研究 場 一般教育 基礎医学 臨床医学研究

護学科 各棟 研究室 配置 い 他 研究者 共 使用 研究施設 総合研究棟 あ

中 動物実 ソ 実 Ｎ 実 施設及び器機 整備 い 24 時間 使用

能 あ 施設 出入 管理 入 室 Ｉ 使用時 指紋 証 用い い  

講義 実習 研究 施設 い 空調設備 完備 い 講義 実習室

設備 装置 音響設備 備え い  

体育 関 施設  体育 関 施設 体育館 運動場 水泳 弓 場 相撲

場 あ 体育 授業 行う 十 広 設備 整 い 活動 使用 い  

他  全学的 行 行う大講堂(600席) 書店 入 い 交流施設(厳橿会館) あ 学生 利

用 外国人研究者 宿泊施設 あ  
 

［耐震化 状況］ 

学 整備 相当 数 経過 老朽化 著 い施設や耐震性 い施設 相当数存在 成25

第 期中期計 基 教育 研究部門 い 移転 整備 診療部門 い 教育 研

究部門移転 跡地 含 改築整備 行う 現在 着工 向 基 構想等 策定 い

あ  
 

［ 化 状況］ 

化 配慮 い 身 者用 設置 成23
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一般教育棟 附属 書館 体育館 弓 場 一部 手 設置 成24 基礎医学棟 護学校

棟 手 設置 一部洋式化及び身 者用 改修 行  
 

［ 全 防犯面］ 

 防犯 い 民間会社 委 大学 附属病院 総合的 警備 行 い 校舎 医学科 一般

教育棟 基礎医学棟 護学科棟 午 時 護研究科 授業 あ 時 午 10時 臨床医学棟 午 時

施錠 各教育棟 朝 時～ 時 解錠 い 附属 書館 午 時10 無人 施錠

学生等 利用者 入 室用 使用 午 10時 使用 能 あ 間

衛 巡回 回行わ 各棟 全確 行 い  

 

資料  施設 概要 

  

 

析結果 拠理由  

大学設置基準 必要 い 敷地面積 十 い 各棟及び講義室 実習室 い 面

積 定員 基準 十 満 い  

講義室 実習室及び研究室 設備 空調設備 視聴覚装置 一部 LAN設置 学習 研究

対 設備的 支援 十 整え い  

施設 設備 関 耐震化 化 い 大学 ン 移転 予定 移転

大学整備基 構想 調整 行い 整備 行 い  

全 防犯面 対 配慮 十 い  

 

 

観点７－ － ： 教育研究活動を展開 上 必要 ＩＣＴ環境 整備 有効 活用 い  

 

観点 状況  

全学的 構築 運営管理規程 定 い 基 運営委員会 設置

運営 い 利用 関 要 研究用 ッ ワ 利用要 決 い 教職員 大

学院生 研究生 学生 利用 録 申請 運営委員長 得 利用者 録 交付

利用 ッ ワ 端 録申請書 提出 委員長 端 録 交付

必要 あ 成25 現在 学 ッ ワ 利用 録者数 教職員 大学院生 1,728 学部

生 991 い 全員 録 い 対策 情報管理 ュ い

運営委員会 逐 掲載 注意 喚起 い  

学 計 学生生活 必要 掲載 い 教員 専門 掲載

い 学習 質問 検索 教員 連絡 直接指導

能 あ ソ ン 設置数 医学科 護学科 合わ 99 あ 学生 貸 出 用 18 用意

い  

教職員 学生 情報共 強化 務 効率化及び学生 向 目的 教務 務

成25 格稼働 教育支援課 教員 学生間 連絡 情報共 強化 い 資料

 

大学概要 73～75  http://www.naramed-u.ac.jp/info/introduction/outline.html  

/info/introduction/outline.html
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資料  教務 務 概要 

 

析結果 拠理由  

全学的 及び教務 務 構築 LAN 設備 附属 書館 一部 講義室 教育研修

棟 設置 い ICT 教職員 学生 情報共 体 整備済 あ  

整 ICT環境 臨床実習 入 前 ソ ン 使用 共用試 (computer-based testing  CBT) 一

般教育棟 講義室 実施 い  
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観点７－ － ： 図書館 整備 図書 学術雑誌 視聴覚資料 他 教育研究上必要 資料 系統的

収集 整理 有効 活用 い  

 

観点 状況  

附属 書館 成25 現在 総蔵書数148,707冊 定期刊行物5,963種類(外国書2,118 国 書3,845)

保管 い 電子 種類 5,952 い 視聴覚資料 CD DVD 816点 所

蔵 あ 系統的 収集 保管 い  

い 教員 学生 研究者 一般 閲覧 貸 出 一般 一部 書籍 能 あ

運営 書委員会 計 実行 特 書 購入 雑 講 い 毎 各講 並び 各部

門 ン 決定 い 学生 購入要望 応え い  

利用状況 館外 出 文献複写枚数 ソ ン利用 学生 利用 最 多い 他大学 貸

出 依頼や学外 医療関 者 医薬情報担当者 利用 多い 学外 対 貢献 高い 窓口業務(Quick 

Reference) い 相談件数 間約3,000 件 資料  

施設 設備 面 136 閲覧席 15 LAN接 ソ ン 20 貸出用 ソ ン 備え い

閲覧室 無線LAN環境 貸出用 ソ ン 持 込 ソ ン あ ン ッ

利用 45 定員 視聴覚教室 あ 最新 対応 AV機器 やLAN設備

備わ い 開館時間 午前 時45 午 10時 午 時以降 無人 学生証あ い

ID 出入 管理 い 土 曜 祝 終 無人 学生証あ い ID

出入 管理 い  

 

資料  附属 書館 利用状況 

大学概要 42  http://www.naramed-u.ac.jp/info/introduction/outline.html  

 

資料  附属 書館館 案  

http://www.naramed-u.ac.jp/~lib/map/floor_map.htm 

 

資料  附属 書館書館 利用案 抜粋  

開館時間  

  時 ～ 時  

18時10 以 無人開館 18時00 ～18時10 無人 替え 一 閉館  

休館  

 12 31 ～翌  

資料 閲覧 借 出  

 入 館 

   午 時10 以 中 午 時10 以 び 土曜 曜 祝 無人開館

学生証 入 館 行い  

館 閲覧 

書庫 自由 入 資料 利用  

/info/introduction/outline.html
/~lib/map/floor_map.htm


奈良県立医科大学 基準７ 

- 81 - 

 

館外借 出 返却 

借 う 思う資料 学生証 え ン 出 返却 示 共 資料

 

借 出 期間 

単行 雑 新着 除  間 

新着雑 入 以   開館 通常  

ソ ン ン 利用 

 ッ Ｐ Ｌ Ｎ端  

   学 ッ ワ 常時接 い 情報検索や電子 ソ 閲覧  

 Ｐ 借 出 用  

   館 無線Ｌ Ｎ環境 対応 い 情報検索や電子 ソ 閲覧  

   利用時間 時45 18時00 中 17時00  

 ン  

   ソ ン 印 印 用 版推奨 各自 用意 い

ン 用 枚10 販売 い  

情報検索 

無料  

館 び学 Ｌ Ｎ 通 以 利用  

PubMed  Cinahl  医中 Web   最新 護索引Web  他EBM   

 料  

   DIALOG 社 提供 各種 学術情報 検索  

 

析結果 拠理由  

各 教科書 参考書 蔵書 保管 自由 閲覧 貸 出 ソ ン 学生

使用 十 学習支援 い 研究者 研究室等 各自 ン ン検索

能 附属 書館 検索 書 出 件数 減少傾向 あ 一方 電子 需要

高い 充実 い 一般 人 書籍 貸 出 行 い  

書館 整備 書 学術雑 視聴覚資料 他 教育研究 必要 資料 系統的

収集 整理 効 活用 い 断  

 

 

観点７－ － ： 自主的学習環境 十 整備 効果的 利用 い  

 

観点 状況  

自主的学習 場所 成24 教育研修棟 医学科 生及び 護学科 生 国家試 準備

用 自習用 机 椅子 無線LAN 備え 室 整備 医学科 学生用 室 護学科 学生用

室 学科 学生 使用 い 資料  

他 施設 附属 書館 英会 習得 ッ ン 設 い  

附属 書館 自習 席 設 ン ン 文献検索や資料入手 能 う 学生 使用

ソ ン 15 設置 い 8時45 午 10時 開館 ,土 曜 祝 利用  
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成18 ッ ン 回外国人非常勤講師 招 ～10 英会 行

い 講義室 午 時 使用  

大学院 医学研究科 護学研究科 大学院生 自主的 研究 能 研究室 整備 い  

 

資料  医学部学生 医学科第 学 護学科第 学 等 自習室使用規則 抜粋  

 自習室 個人 部屋 公共 場所 あ 大学 学習 範 使用

人 部屋 使用 や 個人的 目的 使用 出来  

 い 場合 い 大学 施設 大学 行 使用 優先 一定期間使用 い

あ  

 

使用 能時間 午前 時 午 時 時間厳  

午 10時 衛巡回時 現状復 出 い 保 理由 出 指示 必 従

い  

使用中 大声 出 音 周 迷惑 掛 い う 注意 い  

い 場合 去 場合 あ  

 

資料  自習室稼働率 

医学科 

部屋 定員 均使用者数 稼働率 

  5.7  63％ 

 10  6.3  63％ 

  6.3  78％ 

 10  6.0  60％ 

 13  7.0  54％ 

 11  6.8  62％ 

 12  9.1  76％ 

 12  8.3  69％ 

 12  7.6  63％ 

計 97  63.1  65％ 

 

護学科 

部屋 定員 均使用者数 稼働率 

 11  6.4  58％ 

 11  7.2  66％ 

 17  11.0  65％ 

 14  7.0  50％ 

 16  8.4  53％ 

 12  6.5  54％ 

計 81  46.5  57％ 



奈良県立医科大学 基準７ 

- 83 - 

 

析結果 拠理由  

医学科及び 護学科 国家試 準備用 主 目的 自習室 整備 医学研究科及び 護学研究

科 自主的 研究用 研究室 整備 土 含 午 10時 使用 能 書館 整備

自主的学習環境 十 整備 効果的 利用 い 断  

 

 

観点７－ － ： 授業科目 専門 専攻 選択 際 ガイダン 適 実施 い  

 

観点 状況  

［医学科］  

入学時 新入生 ン ン 大学生活 基 一般教育科目 修方法 い

明 行わ い ン ン 期間 新入生相互並び 教職員 先 親睦

一泊 宿泊研修 設 い 資料  研修 医学生 心構え い 討論

行わ 新入生 少人数 班 編成 行う基礎医学系施設 見学や将来医師 実感

early exposure 一環 附属病院関 施設 見学 行 い  

基礎医学 初回授業 開始時 科目毎 全体 授業 容 明 い  

臨床医学 臨床実習 入 前 間 特 講義 設 実習 入 前 ン 行い 心構え 実習

概要及び注意 全管理 い 講義 行 い  

［ 護学科］ 

新入生及び 護学科 編入生 医学科 う ン ン 教務関連 ン 行わ

い 在校生 い 各学 開始時 授業 修方法 い ン 滑 授業 開

始 い 資料  

［大学院医学研究科］ 

博士課程及び修士課程 入学式直 ン ン 行 い 容 学長 自 経

研究 要性 入学者 ン や 研究 直結 実 施設 見学や文献

検索 術指導 実践的 あ  

［大学院 護学研究科］ 

医学研究科 様 ン ン 実施 い  

 

資料  成25  医学科新入生 ン ン 

木  

医学部長挨拶 医学科生 心構え い  

一般教育部長挨拶 一般教育全般 い  

一般教員自己紹  

ン ン ュ 全般 一般教育 学生生活部会 教務 務  

在校生 明 

金  

 弘済団 食堂 売店 利用 い  

 奈良 医師 護師確保対策室 医師確保修学研修資金 い  

 ン ン 書館  
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 宿泊  

 

 警 明 社会 基 学ぶ  

 

資料  護学科新入生 ン ン 

木  

護学科長挨拶 

教育部長挨拶 

教員自己紹  

ン ン 教務 務 書館  

在校生 明 

金  

 修手 教務 ン 生活 ン ワ ン接種 

 先 護師 講  

 

析結果 拠理由  

授業科目及び専門 専攻 選択 ン 各 開始時 細 行わ い 特 入学

直 基礎医学及び附属病院施設 見学 医学 学ぶ心構え 形成 役立 い 臨床実習

開始前 特 講義 特 綿密 行わ い  

授業科目 専門 専攻 選択 ン 適 実施 い 断  

 

 

観点７－ － ： 学習支援 関 学生 ニ 適 把握 学習相談 助言 支援 適

行わ い  

 ま 特別 支援を行う 必要 考え 学生へ 学習支援を適 行う

状況 あ 必要 応 学習支援 行わ い  

 

観点 状況  

学生 把握 成22 医学科及び 護学科 全学生 対象 授業 施設や生活状況 関

ン 調査 実施 医学科 護学科 学生白書 資料 ― ―  医学科

割 護学科 割 超え 学生 回答 あ 自由意見 載 含 実態把握 行い 要望

あ 改修や ッ 更新 行 学 毎 学生 代表者 決 必要 応 当 教

員 教育全体 関わ 意見 あ 教育部長 申 出 う い 各教育部長

ュ 部会 学務委員会 諮 職員 学生 意見 聞 当 委員会 報告 等 適 対

処 い  

成24 医学科 生 秋 研究医枠 医学科以外 学科 学生 編入 医学科

知識 期 得 基礎医学 教授 指導 実施 大学院生 い 研究指導教員 大学院生

関 密 あ 個 対応 大学院生 研究 関 指導 行 い  

 

 資料  学生白書[医学科 護学科] 添  付属資料 付属資料  
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析結果 拠理由  

全学的 ン 調査 学生 把握 施設 設備 整備 対応 行

特 支援 必要 学生 適 対応 行 い  

 

 

観点７－ － ： 通信教育を行う課程を置い い 場合 め 学習支援 教育相談 適 行わ

い  

 

観点 状況  

当  

 

析結果 拠理由  

当  

 

 

観点７－ － ： 学生 部活動や自治会活動等 課外活動 円滑 行わ う支援 適 行わ い

 

 

観点 状況  

課外活動 文科系13 部 体育系24 部 あ 資料  各 部長(顧問) 教員

就任 員 相談 指導 行 い 施設 棟 体育館 運

動場 弓 場 相撲場 水泳 大講堂 あ 各施設 使用規程 設

従 活動 行わ い 活動 関 経済的支援 毎 夏 開催 西 医

科学生総合体育大会 参加 ン 経費 一部補助 行い 体育館 床 改修や給水器 設置

設備面 充実 い  

運動系 前述 西 医科学生総合体育大会 参加 大 目的 あ 一方 文科系

定期演奏会 実施や 地域 ン 活動 参加 等 活動 成果 一般 民 公開

い  

ンや学 代表 対象 指導者 心構え ン 面

定期的 開催 い 幹部学 自覚 指導 医師 護師等

医療従 者 体力や人格 人間関 形成 涵養 目的 数回実施 い 容 学長講

面談 毎 個 面談等 あ  

 

 

資料  一覧 

文化系 部 

軽音楽部 ン ン 部 部 写 部 文芸部 社会医学研究会 茶 部 聖書研究会  

ュ ッ ワ ン 部 東洋医学研究会 Nara Life Support Club 

体育系 部 

球部 ッ 部 部 硬式 部 軟式 部 部 ワン 部 水泳部  
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相撲部 ッ 部 部 球部 部 剣 部 弓 部 空手 部 合気 部  

自動車部 ン ン部 ッ 部 陸 部 部 会 ン 部 

 

析結果 拠理由  

課外活動 必要 基 的設備 整 学生 向 業 老朽化 設備等

計 的 更新 適 支援 行 い  

各 活動 極 活 あ 西 医科学生総合体育大会 い 種目 ン

好成績 成23 総合 医師 護師等 医療従 者 体力や人格 人

間関 形成 役立 い    

 

 

観点７－ － ： 生活支援等 関 学生 ニ 適 把握 生活 健康 就職等進路 各

種 メント等 関 相談 助言体制 整備 適 行わ い  

 ま 特別 支援を行う 必要 考え 学生へ 生活支援等を適 行う

状況 あ 必要 応 生活支援等 行わ い  

 

観点 状況  

学業や学校生活等 関 学生 実態把握 学生 把握 成22 秋 学生生活実態調査

実施 程 間隔 実施予定 医学科 護学科 在校生全員 対象 ン

調査 実施 学生 意見 要望等 把握 学科毎 学生白書 資料  

容 学 環境 整備 学生 対応等 実施 能 組 成24

学生 向 業 実施 い  

一方 学生 行う体 医学科 新入生 心身 学業 将来等 問 期 把握 適

対応 や 教員 学生間 ュ ン 第 学 担任 実施 い

～ 医学科 生 対 教員 教授又 准教授 担任 間 ュ ン

い あ 資料  

護学科 ～ 生 対 教員 学生生活や学習 相談 当

生 学 担当 実施 い 資料  

両学科 身体 生活 路 関 学生生活部会(医学科 護学科) 担当教員 相

談 能 必要 応 心理 ン や専門医療機関 診 あ 資料

 

成23 健康管理 ン 設置 成24 ン 専任 ン

長 医師 就任 細 学生 心身面 対応 行 い  

ン 面 成21 学生 ン ン 設 専門 ン

毎 回 毎 金曜 午 第 教員 交代 担当 学生 相談 対応 い 資料

 

保険 教育活動中 故 傷害 対 医学科学生 学生教育研究災害傷害保険

護学科学生 護学校 議会共済会保険 新入生全員加入 勧 医学科学生 対

生 半 臨床実習時 い 病院実習 行う あ 賠償 故や針刺 故 対応 医

学生総合補償 手 希望者 対 行 い  
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健康管理 臨床実習等 患者 接触機会 多い 回 定期健康診断 義務付 い

定期健康診断 成23 健康管理 ン 主体 実施 大部 学生 診 い

特 医学科第 学 第 学 診率 い傾向 あ 診 運用 診機会

多 等 運用 行い 診率向 い  

病院実習時 必要 結 感 防止 QFT検査 成25 T-SPOT検査 型肝炎抗

原抗体検査 実施 型肝炎抗体 陰性 学生 対 ワ ン接種 大学 費用負担 行 実施

い 血液検査 麻疹 風疹 ン 水痘 対 抗体検査 実施 結果 陰性 者

附属病院等 ワ ン接種(費用 自己負担) 行う 指導 い  

ュ ン 等 ン 対策 防止等 関 規程 設 相談員 決

い 学生 関連 ン 案 現段階 生 い い  

 

資料  医学科第 学 担任  

  概要 参考 

1 目的 教員 定期的 懇談

第 1 学 期脱落

防 大学生活 役 相

談役  

1.心身 問 期把握 対応 

2.教員 学生間 信頼関 醸成 

3.教員 学生 情報伝  

4. 路変更希望者 対応 

2 対象学  1 生 全員 

3 担当 目的 了解 担当 希望 教

授 准教授 及び学生生活部会委

員 

希望者全員 頭割 人数 学生

担当  

4 懇談回数 1学期 2回 都合 4回確実

実施  

初回 5 旬  

5 懇談時間  教員 学生間 直接 程調整 個

人単 単 い  

6 懇談資料 懇談 ン 集 や医学

特 講義(学長担当 )

利用 他 い

必要 応 教育支援課 担当

者 求  

1.懇談 ン 集 

2.医学特 講義 時期

能性 あ  

3. 他 

7 教員 役割 懇談 中 必要 応 助言

必要 応 支援 要請

 

問 課 あ 教育支援課 通

一般教育部長 連絡 予定

懇談 席 学生 氏 教育

支援課 線 2715 連絡 部長

学生生活相談担当教員(1 担当) 必要

応 議  

8 学生 役割 懇談会 出席  
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9 支援体  必要 応 連絡  1.教育支援課 務 所掌 

2.学生相談員(心理士) 

3.保証人(保護者) 連絡 

4.一般教育部長 連絡 

10 他 条件 い 病院見学

学生 希望 吸い 工夫

 

1 生 昼休 課

4回程 担任教員 懇談会 あ

教育要 追加文書 1 生 配

 

 

資料  護学科 学 担当  

目的 
 護学科 必修科目 多 間 ュ 過密 あ 必修科目単 修得 い 臨

地実習 修要件 失う 間 学生生活 い 様々 理由 休学 学者や

長期間在学 学生 あ 学生 大学双方 望 い い 成

学 担当 導入 少人数 細 学生支援 実施 従来

留 休学者 対  
 

 
 護学科全教員 生 ～ 担当 学生生活や学習 相談 当  
 
学 担当  

 学 担当教員 配置 学生 相談 当 ～ 必要  
 
教員配置  

 生 原則 護学科長 護教育部長 除 全教員 担当 編入生 社会人

 
学 担当 原則 学生生活部会所属 教員 担当  

護研究担当教員 持 学生 路相談や就職 国家試 対策等 相談 当  
以前 入学者 遅 い 学生 い 原則 担当教員

担当 職等 理由 教員不在 場合 途担当教員 定  
当 い 例 い 護学科長並び 護教育部長 対応  

 

資料  健康管理 案  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/education_info/binran_20sinsinsien.pdf 

 

資料  成  学生 ン ン 実績 

       10  11  12     合計 

医学科 2 2 2 2 1 2 3 6 7 8 6 4 45 

護学科 9 6 12 17 11 5 10 8 3 3 5 5 94 

合計 11 8 14 19 12 7 13 14 10 11 11 9 139 

 

析結果 拠理由  

学生 把握 学生生活実態調査 実施 結果 学生 立場 学 環境整

備等 い  

(件) 

/pdf/info/education_info/binran_20sinsinsien.pdf
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医学科 護学科 学生 学生 教員 ュ ン

場 設 い 単科大学 学生数 少 い 学生 教員 親密 や 学生 容易 教員 相

談 雰 気 あ 悩 あ 学生 適 対応 行わ い 効果的 方策 検討 行

い 健康診断 診率向 実施方法等 工夫 い  

生活支援等 関 学生 適 把握 相談 助言体 整備 適 実

施 特 支援 必要 考え 学生 生活支援等 適 行わ い 断  

 

 

観点７－ － ： 学生 対 経済面 援助 適 行わ い  

 

観点 状況  

奨学金 い 学生支援機構 奨学金 ン 給 い 学生 成25 現在

医学科31.0％ 護学科38.9％ 大学院5.8% あ 希望者 対 支給率 医学科92.5％ 護学科

93.6％ 大学院100％ い 以外 将来 専攻 勤務地や勤務条件 約 前提 府 や

村 奨学金 利用 い 学生 い  

授業料減免 成23 化 経済的理由 授業料 納付 困難 学業成績優秀

学生 対象 い 途中 経済状況急変等 軟 対応 行い 勉学 意欲 持 経済的

困窮 い 学生 経済的支援 行 い 資料  

奨学金及び授業料減免 い 学生向 や学 掲示板 掲示 学生便覧

掲載 学 毎 ン 等 学生 周知 行 い 資料  

 

資料  授業料減免要領 抜粋  

(授業料 減免対象者) 

第 条 授業料 減免 者 各号 い 当 者 あ 学業 

優秀 者  

(1) 者 授業料 主 負担 者(以 学資負担者 いう ) 生活保護法(昭和25 法 第144 

号) 生活扶助 い 者 

(2) 前号 当 者以外 者 学資負担者 村民税所得割非課税 あ 者 

(3) 他特 減免 必要 あ 理 長 者 

(減免 対象 い者) 

第 条 前条 規定 わ 各号 い 当 者 減免 対象 い  

(1) 合理的 理由 独立行 法人 学生支援機構 奨学金 給又 申請 い い者 

(2) 標準修業 限 超え 在籍(休学中 期間 在籍 数 除 ) い 者 

(授業料減免 期間) 

第 条 減免 期間 当 途中 第 条 要件 当 者  

減免 期間 当 減免 決定 属 期 期 授業料 期間  

(授業料 減免 ) 

第 条 第 条 規定 減免 授業料 全 又 半  

 

 

資料  奨学金及び授業料減免 掲載 容 

奨学金      http://www.naramed-u.ac.jp/campuslife/scholarship.html 

授業料減免   http://www.naramed-u.ac.jp/campuslife/exemption.html 

/campuslife/scholarship.html
/campuslife/exemption.html
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析結果 拠理由  

奨学金 い 学生支援機構 や 医師 護師 いう特性 将来 勤務地や勤務条件 約

等 条件 府 及び 村 奨学金 用意 経済的支援 十 いえ  

 授業 減免 い 学生 成25 現在 51 (医学科25 護学科26 大学院 ) あ

経済面 支援 い 従前 強化 い  

 奨学金及び授業料減免 必要 学生 十 周知 学生 経済面

援助 い 適 行わ い 断  

 

 

優 点及び改善を要 点 

 

優 点  

学生支援 い 入学 大学院入学時 授業科目 修方法 ン 綿密

い 特 入学時 行うearly exposure 医学生 心構え 持 勉学 動機付

役立 い 臨床実習開始前 特 講義 医師 自覚 実習 効果 良い

い  

自主的学習環境 自習室 設置 整 い 自習室 医師 護師 保健師国家試 前 自習 場所

大い 利用 い 医学 学び 研究 英語力 不 あ ッ ン 招

い 外国人非常勤講師等 英会 学習 効果 期待  

学生生活支援 相談員並び 生活相談担当員 決 等 体 整 い 更 医学科 第

学 担任 や 護学科 学 担当 一 充実 学生生活 将来

わ 人間関 構築 役立 考え  

活動 活 医学科 護学科 学生 属 医学系学生 運動大会 積

極的 参加 い 活動 通 先 , 絆 築 , 業 交流 い い  

 

改善 要 点  

施設全体 老朽化 現在策定中 構想 計 基 移転 改築 着実 対応 求  
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基準８ 教育の内部質保証シス  

 

 

観点 の 析 

 

観点８－ － ： 教育の取組状況や大学の教育を通 学生 身 付けた学習成果 つい 自己点検・評価

教育の質を保証 教育の質の改善・向上を図 た の体制 整備 機

能 い  

 

観点 係 状況  

本学 医療人 教育能力 高 健康 医療教育学 卒前 卒 教育カ キュ 並び 教育活動 あ

方 開発す 目的 し 教育開発 ン 設置し い 資料 － －  

ン カ キュ 立案 実施 評価及び改善策 策定し実施 し い ン 運営

学長 ン 長 し 専任 教授及び医学科 護学科 兼任教員 構成さ 運営委員会 担当す

体制 整備さ い  

医学科 護学科 カ キュ 独自性 強 カ キュ 係 個 具体 案件 い 医学科

護学科 カ キュ 部会 い 毎月 部会 開催し 医学科 い 一般教育 基礎医学

教育 臨床医学教育 教育部長等 出席し 臨床実習時間 増加 共用試験CBT Computer-based Test コン

ュ 用い 知識 問題解決能力 評価試験 合格基準や 早稲 大学や 志社女子大学 連携授業

カ キュ 全体 わ 個 具体的 検討 行 護学科 教育部長等 出席し 学 運営計

画 試験日程 カ キュ 編成 係 案件 個 具体的 検討 行 い  

大学院 い 医学研究科及び 護学研究科 入学 試験 学 研究指 教員等 い 運営委員

会 協議し 協議 結果 全専任教授 出席す 課程委員会 審議し い  

 

資料 － －  教育開発 ン 規程 抜粋  

目標  

第  条 学内外 健康科学 び 保健医療 発展 寄与す 担い手 あ 医療人 教育能力  

高 健康 医療教育学 卒前 卒 教育カ キュ び 教育活動 あ 方 開発す 目標 

し 奈良 立医科大学 奈良 立医科大学教育開発 ン 以 ン いう 置  

所掌 務  

第 条  ン 所掌 務 次 す  

一 健康 医療教育学 研究 

 本学 教育カ キュ 立案 実施 評価 改善策 関す  

 教員 組織 教育能力向 研修企画 立案及び実施 Faculty Development 関す  

四 入学者選抜 び 進級 卒業 定 あ 方 関す  

 教育業績評価 あ 方 関す  

 卒 臨床研修 あ 方 関す  

七 大学院カ キュ あ 方 関す  

 教育関連諸組織間 調整 関す  

九 学長 諮問す 調査 研究 関す  

十 他教育開発 関す  

組織  

第 条 ン ン 長 専任教員及び兼任教員 組織す  
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析結果 根拠理  

教育開発 ン 設置し 教育カ キュ 改善や教育活動 あ 方 検討 全学的 質 向

組 体制 整備し 質 向 寄与す 業 実施し い 医学科 い 一般教育 基礎医学

教育 臨床医学教育 教授 護学科 い 各領域 専任教員 構成さ カ キュ 部

会 原則 月 回開催さ 教育 関係す 諸課題 い 検討し 教育 質 改善 向 図

体制 整備さ 機能し い 断さ  

大学院 い 医学研究科博士課程及び修士課程 護学研究科修士課程 い 運営委員会 協議内容

課程委員会 審議す 体制 確立さ 教育 質 改善 向 図 体制 整備さ 機能し

い 断さ  

 

 

観点８－ － ： 大学の構成員 学生及び教職員 の意見の聴取 行わ 教育の質の改善・向上

向け 具体的 つ 的 適 形 活 い  

 

観点 係 状況  

成22 医学科 護学科 学務委員会学生生活部会 全学生 対象 ン 調査 実施し 資

料 － － －  

満足 調査 形式 授業や施設面 い 調査 し 結果 集計す 個 意見 中 数多 寄

せ 意見 い 個々 検証 し 可能 案件 い 次 対応 行 い  

毎 医学科 護学科 学生 授業評価 ン 形式 実施し ン 結

果 集約 し 各教員 ッ し 教員 授業改善 参考資料 し い 大学

集計結果 表し い 資料 － － － 資料 － － －  

医学科 学 基礎医学教育 授業 プ プ討議及び発表 行うTBL Team-based 

Learning 複数 講 教員 実施し 教員相互 授業評価 行 い  

医学研究科及び 護学研究科 い 大学院生 指 教授 指 方法 い 評価 回行

評価 い 目 あ 指 教授 対し 医学科研究科 い 研究部長 指 行い 指 方法

改善 図 い  

医学科 学務委員会や委員会 専門部会 あ カ キュ 部会及び学生生活部会 護学科 学務

委員会や委員会 専門部会 あ カ キュ 部会 実習部会及び学生生活部会 原則月 回 開催し

教育 生活面 含 教員 活発 意見交換 行わ 意見 具体的 教育改善 諸策 生

い  

 

析結果 根拠理  

医学科 護学科 学生 対象 し 満足 調査 成22 初 実施し 無記 ン

あ 学生 生 声 聞 対応し 対策 実施し 大学院 い 全大

学院生 指 教員 評価 実施し い  

大学 構成員 意見 聴 行わ 教育 質 改善 向 向 具体的

的 適 形 活 さ い 断さ  
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観点８－ － ： 学外関係者の意見 教育の質の改善・向上 向け 具体的 つ 的 適 形 活

い  

 

観点 係 状況  

医学科第 学 対象 し 社会体験実習 及び夏期休業期間 実習や第 学 第 学 対象 し 実

習 あ 地域医療実習 実施し い 学生 報告書 書 せ 自己点検 行わせ 入 先 学

外関係者 医学生 指 評価 行 い 改善点 翌 学生へ 注意 し 反映さ い  

卒業生へ ン 調査 成24 過 卒業生 対象 在学中 授業 い 評価及び改善

点や卒 臨床研修 い ン 調査 実施し い 資料 － －  

護学科 い 入 先 学外関係者 護学生 指 行 い 改善点 翌 学生へ

注意 し 反映し い 教員 附属病院 護師 定期的 ワ キン 行 現場 意見

入 体制 強 し 教育 質 さ 改善 向 図 い  

 

析結果 根拠理  

医学科 護学科 実習先等 学外関係者 意見 聞 意見 参考 教育 質 改善 図

制 確立さ 学外関係者 意見 教育 質 改善 向 向 具体的 的 適 形 活

さ い 断さ  

 

 

観点８－ － ： ファカル ィ・ ィベロップ ン 適 実施 組織 教育の質の向上や授業

の改善 結び付い い  

 

観点 係 状況  

成20 教員 教育能力や資質 開発 図 学内 医学科及び 護学科 教授 構成さ

カ ロプ ン 委員会 設置し  

教育開発 ン 中心 毎 学内 教職員 対象 し 講演会や教育 ォ 開催し

い 教育 ォ 学内外 教員 講演 加え 教員 プ 討論 す 参加型

ワ ョップ 開催し い 開催回数 々増加 傾向 あ 地域基盤型医療教育やECFMG国際

医学校認証等 本学 直面し い 喫緊 あ 講演会 参加者 課題へ 認識 高 大

学全体 し 組 推進し い 資料 － －  

 

資料 － －  ＦＤ活動状況 

 実施日 及び講師 参加者数 

成24  月11日 講演 今 医療 求 プロ ッ ョ Ⅱ  

海道大学病院 宮 准教授  

 

月 日 

 

 

医学教育 質 改善 

講演 東京医科歯科大学 診療参加型臨床実習  

東京医科歯科大学医学部附属病院 高 准教授 

講演 授業改善 実際  

京都大学 大塚教授 

 ワ ョップ 
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月 日 

 

 

 

 

 

護学教育 FD 

 講演 大学教員 授業 振 返 意義  

 愛媛大学 佐藤准教授 

 カッ ョン 連携医療 基礎 育 教育 し 医療論

い 課題  

 奈良 立医大 飯 教授 

 

月15日 

 

講演 医学教育 諸問題  

文部科学省医学教育課 村 課長 

 

月 日 講演 授業 ン入門  

作成 学習評価 大人数講義法 基本  

愛媛大学 佐藤准教授 

 

月23日 診療参加型臨床実習 地域基盤型医療教育 

講演 奈良 立医科大学 地域基盤型医療教育 現状  

 奈良 立医科大学 藤本教授 

講演 地域基盤型医療教育 参加型臨床実習  

 京都府立医科大学 山脇教授 

 

成23  月13日 

 

講演 今 医療 求 プロ ッ ョ  

海道大学病院 宮 准教授  

 

月 日 教育討論会 

講演 ECFMG国際医学校認証 い  

東京慈恵会医科大学 福島教授 

講演 ロ ン 教育 見据え 本学 現状  

奈良 立医科大学 藤本教授 

 

成22  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 

 

 

教育討論会 

講演 本学 地域基盤型医療教育カ キュ 現場 将来 奈良

立医科大学 藤本教授 

講演 カ 基盤型教育カ キュ 実現 向  

東京慈恵会医科大学 福島教授 

 

11月17日 

 

講演 法 家 見 ン  

石黒弁護士 

講演 カ ッ ン 発生予防 い  

奈良 立医科大学 御輿特任教授 

 

成21  月29 30日 教育討論会 

講演 基盤型学習 入 授業 試  

高知大学医学部 木副室長 

ワ ョップ 基盤型学習 基本 ュ  

発表 臨床研修制 変革 い 奈良 立医科大学 赤 准教授 

文部科学省通知 対す 本学 対応状況 奈良 立医科大学 森 教授 

地域基盤型医療教育 現状  奈良 立医科大学 藤本准教授 

  総合討論 奈良 立医科大学 大西教授 羽竹教授 古家教授 

                赤 准教授 森 教授 藤本准教授 

講演 英国Imperial College London 入し Elearning 照会  

                 奈良 立医科大学 藤本准教授 

 臨地 臨床実習 情報 キュ  

講演 情報 キュ 根本原則 OECD 原則 知  

 岩手 立大学 山内教授 
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析結果 根拠理  

講演会や教育 ォ 大学 直面す 課題 あ 地域基盤型教育や臨床実習 充実 直結し

あ 参加者 認識 高 教育 質 向 結び い い カ

ロップ ン 適 実施さ 組織 し 教育 質 向 や授業 改善 結び付い い

断さ  

 

 

観点８－ － ： 教育支援者や教育補助者 対 教育活動の質の向上を図 た の研修等 その資質の向

上を図 た の取組 適 行わ い  

 

観点 係 状況  

医学科 臨床教育 補助す 模擬診察用 模擬患者 教育開発 ン 定期的 研修 養

成し い 模擬患者 第 学 共用試験 あ OSCE Objective Structured Clinical Examination 客

観的臨床技能 評価 や第 学 ン OSCE 協力い い い  

本学 大学院生や学部学生 学生教育活動や研究活動 補助業務 各教室 領域 主任 指示 基

行う ン ン 及び ン 制 実施し い 成25 月現在

大学院生 10 学部学生 ン ン ン 兼務 及び

ン し 医学研究科及び 護学研究科 研究 補助 行 補助業務 行う中 自

知識や技術 向 図 い 実習 い 非常勤 実習教員 いう制 設 専任教員

学生実習 持 い 臨床 現場 専任教員 学生指 行う 教育活動 質 向 直

結す OJT On the Job Training 考え  

更 学生対応 行う 務局 職員 い 学生 大学 客さ あ いう考え方 来課学

生へ 積極的 対応 声 コ ュ ョン形成 依頼 へ 迅 対応 日常的 学生 コ ュ

ョン 心 組 行 い 今 教育支援課以外 大学 務局職員 様 考え方 持 活

気あ 明 いキ ン 作 い 必要 考え  

 

析結果 根拠理  

実習及び第 学 時 実施す 臨床実習前 実技試験 あ OSCE 活動す 模擬患者 養成し 授業や

研究 係 支援者 し ン ン ン や実習教員 制 し 機能し

教育支援者や教育補助者 資質 向 図 組 適 行わ い  

 

 

優 た点及び改善を要 点 

 

優 点  

教員 教育能力 向 目的 教育開発 ン 設置し い ほ 学長 中心 医学科及び 護学科 教

授 運営委員会 置 専任教授 具体的 諸施策 企画及び執行 し い 全教職員 対象 し 講演

会 教育討論会や全学生 授業評価 実施し 教員 ッ す 等 教育 質 向 向

組 大学 あ 実施し 教育支援者 制 い 十 機能し い  
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改善 要す 点  

教員相互評価 基礎医学教育 実施し い 全学的 実施す さ 検討 進 必要

あ  
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基準  財務基 及び管理運営 

 

観点 析 

 

観点 － －  大学 目的 沿 た教育研究活動を適 安定し 展開 資産を有し い ま

た 債務 過大 い  

 

観 係 状況  

 学 資産 多く 成19 立大学法人 移行時 奈良 承 あ 土地 い

奈良 無償貸 い  

成23 資産 固定資産14,493 万 流動資産 7,115 万 資産合計 21,608 万

主 建物 工具器具備品 図書 形固定資産 構成 い  

債 固定 債4,372 万 流動 債 8,234 万 債合計 12,606 万 あ 主 訳 施

設整備 設立団体 長期借入金 2,952 万 寄附金債務 1,368 万 資産見返 債 1,085 万

あ 資料  

 

資料  成23 務諸表 貸借対照表  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/disclosure/financial/23zaimu_syohyou.pdf ～  

 

析結果 根拠理由  

 学 資産 成19 立大学法人化 伴い 奈良 承 資産 中心 構成 大学 目的

沿 教育研究活動 安定的 遂行 資産 い  

 債 主 附属病院 施設整備 療用機器 購入 係 借入金 立大学法人特 会計処理 計

返済 伴わ い資産見返 債 構成 い 実質的 債 あ 前者 い 附属病

院 入や奈良 運営費交付金 源 計画的 返済 債務 過大 い  

 

 

観点 － －  大学 目的 沿 た教育研究活動を適 安定し 展開す た 経常的 入

的 確保 い  

 

観 係 状況  

学 主 経常的 入 附属病院 入 奈良 運営費交付金 入 授業料等 学生納付金 入

研究等 入及び寄附金 入 あ  

成23 経常的 入 附属病院 入 29,025 万 運営費交付金 入1,255 万 研究

等 入及び寄附金 入 887 万 学生納付金 入 705 万 い  

入総 85% 占 附属病院 入 い 学校訪問や電子媒体 活用 護師 確保 務

製化 診療報酬請求 務 適 化 入確保策 講 結果 大幅 増 い  

産学官連携 ンタ 特任教授 特任 手 配置や若手 女性研究者 支援 科学研究費補 金申

請 支援 外部資金 獲得 い 資料  
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資料  入 推移                              万  

 成19  成20  成21  成22  成23  

運営費交付金 補 金等 入 1,677 1,579 1,457 1,599 1,649 

授業料 入学金及び検定料 入 688 684 671 682 705 

附 属 病 院 入 22,797 22,853 25,233 27,366 29,025 

雑 入 111 262 387 435 657 

研究等 入及び寄附金 入等 2,115 902 1,022 971 887 

長 期 借 入 金 入 680 824 516 1,160 1,109 

短 期 借 入 金 入   92   

合      計 28,068 27,104 29,378 32,213 34,032 

 

析結果 根拠理由  

 附属病院 入 間 約1.3倍 大幅 増 一方 他 入 い又 増加傾向 あ 大

学 目的 沿 教育研究活動 適 安定 展開 経常的 入 的 確保 い  

 

 

観点 － －  大学 目的を達成す た 活動 財務上 基礎 し 支 係 計画等 適 策定

関係者 明示 い  

 

観 係 状況  

 支 係 計画 中期計画及び 計画 い 定 い 中期計画 い 成 19 成 24

予算 支計画 資金計画 定 計画 い 当 予算 支計画 資金計

画 定 い  

 成19 法人化前 策定 中期計画 い 奈良 知 認 各 計画

い 役員会 経営審議会 教育研究審議会 審議 経 決定 知 届出 行 い  

 計画 い 地方独立行政法人法 規定 表 義務 学

開 い 資料  

 

資料  中期計画 予算 支計画 資金計画  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/cyuukikeikaku.pdf 24～26  

 

資料  成24 計画 予算 支計画 資金計画  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/nendokeikaku24.pdf 24～26  

 

析結果 根拠理由  

支 計画 役員会等 審議 経 中期計画及び 計画 い 定 法 規定 基

開 い   

大学 目的 成 活動 務 基礎 適 支 係 計画等 策定   

関係者 明示 い  

/pdf/info/plan_evaluation/business/cyuukikeikaku.pdf
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観点 － －  支 状況 い 過大 支出超過 い い  

 

観 係 状況  

 成23 経常費用 32,851 万 経常 益 33,198 万 経常利益347 万 更 臨時損

失 28 万 臨時利益4 万 加減 当期総利益 323 万 あ 成19 法人化時

積赤 961 万 い 資料  

 

資料  成23 務諸表 損益計算書  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/disclosure/financial/23zaimu_syohyou.pdf ～  

 

資料  当期総利益 総損失 推移                    万  

 成19  成20  成21  成22  成23  

経 常 費 用 27,819 28,434 29,749 30,780 32,851 

経 常 益 27,141 27,432 29,480 31,403 33,198 

経常利益 損失  △678 △1,002 △269 623 347 

臨 時 損 失 1,340 17 1,002 127 28 

臨 時 利 益 1,538 6 962 23 4 

当期総利益 損失  △480 △1,013 △309 519 323 

繰越 損金 △480 △1,493 △1,802 △1,283 △961 

 

析結果 根拠理由  

 立大学法人化 成19 成 21 附属病院 病床閉鎖 入減 赤

決算 積赤 1,802 万 附属病院 病床再稼働 診療報酬 プ 改定 奈良

追加支援 入 増 経費削減 支出 抑制 成 22 黒 決算 積

赤 半減  

 現在 積赤 在 附属病院 入 増加傾向 あ 引 増 見込 資金

足 対応 短期借入金 い 途中 資金需要 多い時期 一定 借入 行う

解消 い 過大 支超過 い い  

 

 

観点 － －  大学 目的を達成す た 教育研究活動 必要 施設 設備 整備を含 対し 適

資源配 い  

 

観 係 状況  

 学 予算 立大学 求 ッ ョン 実現や効率的 効果的 資源配 実施 予

算編成方針 い 役員会 審議 理 長 決定 い 資料  
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資料  成25 予算編成方針 骨子 

  将来 担う人材 育成 確保 独創的 先端的研究 実施体制整備 学生や教職員 ニ  

配慮 教育 研究予算 充実 

  移転構想 や 老朽化 施設 改修 推進 中長期的 施設整備基 計画 検討及び実施 

体制構築 予算 充実 

病院機能 向 や病院 支 い 現状 析 十 行い 改善策 効果や各種施策 目標 加味  

的確 入及び支出 見込 教職員 施策 容 目標設定等 い 共通 持 う 

会議等 周知  

教職員 チ ョン向 新 業 組 予算 映 

施設 設備や人的投資 い 必要性 投資効果 将来 担 否 観 検証 行  

予算化 実施  

投資 償還や消費税増税 経費支出 増 備え 益 確保 経費 縮減 引 経営改 

善 推進 

現状 検証 評価 十 行う 踏 え 業務改善 容 映 予算 策定 

 

成24 教育研究活動 必要 予算 配 主 容 あ  

成 24 予算 教育 研究関係主要 業  

  学生 ニ 向 業             20,000千  

  教務 務 設置 業            28,000千  

  教育環境 充実 実験実習費 増        85,929千  

  附属図書館 充実                18,500千  

  産学官連携 推進                28,510千  

  女性研究者研究活動支援 業           32,680千  

  大型研究用備品 更新              78,000千  

  学科講 研究費                218,612千  

  護学科教員研究費               14,607千  

 

予算 概要 い 冊子 作成 全教職員 配布 掲載 広く周

知 図 い  

 

析結果 根拠理由  

 各 予算 予算編成方針 基 予算案 策定 役員会 経営審議会 教育研究審議会 審議 経

決定 い  

予算編成 柱 一 教育 研究予算 充実 掲 い 老朽化 キ ン 改築や移

転 予定 い 大学 目的 成 教育研究活動 対 適 資源配 行 い  
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観点 － －  財務諸表等 適 作成 また 財務 係 査等 適正 実施 い  

 

観 係 状況  

学 務諸表 地方独立行政法人法 地方独立行政法人会計基準 関係法 等 基 作成

会計 査人 査 査 経 経営審議会 役員会 承認 うえ 毎

務諸表並び 業報告書 決算報告書並び 及び会計 査人 意見 載 書面 設立団体 長 あ 奈

良 知 提出 い 提出 奈良 地方独立行政法人評価委員会 意見 聴い うえ 奈良 知

務諸表 承認 い 承認 地方独立行政法人法 規定 基 一般 閲覧 供 い

資料  

 

資料  成23 務諸表 

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/disclosure/financial/23zaimu_syohyou.pdf 

 

務 関 会計 査 い 査 会計 査人 査及び 部 査 行 い  

査 い 地方独立行政法人法 学 査規程 基 役員会 他 要 会議 出席

要 決裁書類等 閲覧 理 長等 業務運営 報告聴 各部門責任者 業務処理状況 聴 等 方

法 業務 査及び会計 査 実施 い 資料  

会計 査人 査 い 地方独立行政法人法 基 奈良 知 選任 会計 査人 務

諸表 業報告書(会計 係 部 ) 決算報告書 い 査 い 資料  

部 査 い 学長直属 査 学 査 規程及び 部 査要領 基 査 計画及び

査実施計画 策定 業務 査及び会計 査 実施 い 資料  

査 結果 役員会等 い 学長 法人 各役員 各所属長 周知 改善 問

原因 改善方策等 い 情報 共 確実 対策実施 図 い  

査及び会計 査人 査 結果 い 掲載 表 い  

 

資料  査規程 抜粋  

目的  
第 条 規程 地方独立行政法人法 成15 法 第118号 法 いう 規定 基 立大学

法人奈良 立 科大学 法人 いう 行う 査 関 必要 定 目的  
基 姿勢  

第 条 査 行う 当 常 偏 態 保持 い  
 職務 知 秘密 漏 い 職 い 様  
査  

第 条 査 業務及び会計 い 行う  
査 種類  

第 条 査 書面 査及び実地 査 行う  
査 実施  

第 条 会計 査人及び 部 査部署 連携 効 効率的 査 実施  
 査 必要 応 役員及び職員 質問 説明 求 資料 提出 求  
 査 役員及び職員 査 滑 遂行 協力 い  

意見  
第 条 査 結果 基 必要 あ 認 理 長又 奈良 知 意見 提出

 
会計 査  
第 条 法第34条第 規定 務諸表及び決算報告書 関 査報告書 作成 遅滞 く 当

査報告書 理 長 提出 い  
改善措置  
第 条 理 長 第 条 規定 意見又 前条 規定 査報告 基 改善措置 講

 
 理 長 前 改善措置及び結果 い 文書 通知  
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役員会 出席  
第 10条 役員会 出席 意見 述  

 

資料  成23  査報告書 

 http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/disclosure/financial/23kansa_kanji.pdf 

 

資料  成23  会計 査人 査報告書 

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/disclosure/financial/23kansa_kansanin.pdf  

 

資料  査 規程 抜粋  

(趣 ) 
第 条 規程 立大学法人奈良 立 科大学 組織 関 規程第 条第 規定 基 立大学法

人奈良 立 科大学 査 査 いう 組織及び運営 関 必要 定  
(目的) 
第 条 査 立大学法人奈良 立 科大学 運営方針及び計画 基 く執行状況等 査 効

率的 効果的 業務運営 寄 学 健全 展 図 目的  
(組織) 
第 条 査 長及び 長補佐並び 査係 置く  
  査係 係長及び係員 置く  

(業務) 
第 条 査 及び会計 査人 連携 図 掲 業務 行う  
( ) 部 査 企画 立案 連絡調整及び実施 関  
( ) 行う 査 補 関  
( ) 会計 査人等 外部 査 係 連絡調整 関  
( ) 他理 長 必要 認 査 関  

 

資料  部 査要領 抜粋  

目的  

第 条 要領 立大学法人奈良 立 科大学 学 いう  部 査 査

いう い 必要 定 及び会計 査人 連携 図 学 運営方針及び計画並び 関係

法 等 運営方針等 いう 基 く運営及び執行状況等 査 効率的 効果的 業 

務運営 執行 寄 学 健全 展 図 目的  

査 対象及び実施  

第 条 査 理 長 命 査 学 運営方針等 基 く運営及び執行 状況等 対象 掲

実施  

業務 査 運営 運営方針等 従 合法的 合理的及び効率的 行わ い い 査 行う  

会計 査 執行状況等 運営方針等 従 当 証拠書類等 実 基 い 適 行わ い

い 査 行う  

査 種類  

第 条 査 定期 査及び臨時 査  

 定期 査 第 条 査計画 基 毎 業 定期的 行う  

 臨時 査 理 長 必要 認 場合 行う  

査 方法  

第 条 査 書面 査及び実地 査 行う  

査 計画書  

第 条 査 長 毎 業 初 当 査 基 方針及び全体計画 載 査 計画 作

成 調整 経 理 長 承認 得 い 臨時 査 い 限 い  

査実施計画書  

第 条 査 長 査 実施 前 査実施計画 作成 理 長 提出  

 前 査実施計画 査方針 査 査 所属 査対象所属 いう 査実施

日程 査方法 他必要 載  

査 限  

第 条 査 員 査 実施 当 査対象所属 対 証拠書類 閲 覧又 提出 関係者

情聴 他 査 遂行 必要 行 求  

査 通知  
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第 11条 理 長 査 実施 当 あ 査対象所属 長 対 査実施日程 査 査

員 他必要 通知 い  

査実施報告書 作成  

第 12条 査 員 査 実施 査過程 査結果及び関連情報等 録 査実施報告書 作成

査 長 提出 い  

査結果 報告  

第 13条 査 長 査 終了 前条 査実施報告調書 提出 あ 遅滞 く 査結果報告書 作成

理 長 提出 い  

是 改善措置 要求  

第 14条 理 長 査 結果 是 又 改善 要 あ 認 場合 当 所属長 対 書面

是 又 改善 措置 是 改善措置 いう  求  

 是 改善措置 求 所属 長 や 是 改善措置 容及び期限等 載 改善報告書 作成

理 長 提出 い  

是 改善措置等 確認  

第 15条 査 長 是 改善措置 実施状況 効果等 い 調査及び確認 行い 結果 理 長 報告

 

等 連携  

第 16条 査 及び会計 査人 密接 連携 図 効率的 査 実施  

 理 長 査計画 査実施計画 査報告書 是 改善措置書及び改善報告書 写 付

 

 

析結果 根拠理由  

務諸表等 い 関係法 等 則 適 作成 会計 査人及び 査 経 所定

期日 奈良 知 提出 承認 い  

務 係 査 い 地方独立行政法人法 学 規程 基 及び会計 査人 査 実

施 い 適 あ 査報告書 提出 い 学規程 基 査対象

独立性 確保 学長直属 設置 査 部 査 実施 い  

務諸表等 適 作成 務 係 査等 適 実施 い  

 

 

観点 － －  管理運営 た 組織及び事務組織 適 規模 機能を持 い また 危機管

理等 係 体制 整備 い  

 

観 係 状況  

管理運営組織 理 長 学長兼務 副理 長 常勤理 人 う 人 副学長兼務 役員会

地方独立行政法人法 基 理 長 副理 長 常勤理 人 学外 識者 人 経営審議会

回開催 並び 理 長 副理 長 常勤理 部局長等 教員 人 学外 識者 人 教育研究

審議会 毎 開催 設置 い 学科教授会議 護学科教授会議 学研究科博士課程委員

会 学研究科修士課程委員会 護学研究科修士課程委員会 設置 組織 機能 定款

等 議決 審議 定 い 資料  

務部門 大学 管理運営 携わ 部門 法人企画部 設置 課 保育園 組織 い

務組織 常勤職員 69 人 非常勤職員等 47 人 計 116 人 配置 務 掌

応 連携 業務運営 行 い 運営方針及び計画 基 く執行状況等 査

効率的 効果的 業務運営 寄 学 健全 展 図 目的 理 長直轄

査 設置 い  
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資料  運営組織体制図 

http://www.naramed-u.ac.jp/info/introduction/organization_info.html#Anchorlink02 

 

資料  立大学法人奈良 立 科大学定款 

役員会議決  第15条 経営審議会審議  第13条 教育研究審議会審議  第21条  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/introduction/organization_info/teikan.pdf 

 

資料  奈良 立 科大学教授会規程 審議  第 条 抜粋 再掲  

審議   

第 条 教授会 各号 掲 審議   

一 附属図書館長 研究部長及び 護学科長候補者 選考 関   

 学科種目編成 関   

 学生 入学 学 成績認定及び卒業等学生 身 関   

四 学部 科目等履修生 博士研究員 専修生等 入 関   

五 学生 福利厚生 関   

 教育研究審議会 付 関   

七 他教育研究 関  

 

資料  大学院 学研究科博士課程委員会規程 審議  第 条 抜粋 再掲  

審議  

第 条 博士課程委員会 い 審議  

一 大学院博士課程学生 入学 学及び休学 関  

 大学院博士課程学生 表 及び補導厚生 関  

 学科目 関  

四 試験 関  

五 学 論文審査及び学 授 関  

 大学院博士課程 教員 関  

七 他大学院 学研究科博士課程 関  

 

資料  大学院 学研究科修士課程委員会規程 審議  第 条 抜粋 再掲  

審議  

第 条 修士課程委員会 い 審議  

一 大学院修士課程学生 入学 学及び休学 関  

 大学院修士課程学生 表 及び補導厚生 関  

 学科目 関  

四 試験 関  

五 学 論文審査及び学 授 関  

 大学院修士課程 教員 関  

七 他大学院 学研究科修士課程 関  

 

資料  大学院 護学研究科修士課程委員会規程 審議  第 条 抜粋 再掲  

審議   

第 条 修士課程委員会 い 審議   

一 大学院修士課程学生 入学 学及び休学 関   

 大学院修士課程学生 表 及び補導厚生 関   

 学科目 関   

四 試験 関   

五 学 論文審査及び学 授 関   

 大学院修士課程 教員 関   

七 他大学院 護学研究科修士課程 関  

/info/introduction/organization_info.html#Anchorlink02
/pdf/info/introduction/organization_info/teikan.pdf
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危機管理体制 い 危機管理規程 定 基 副理 長 理 法人企画部長 病院経営部

長 危機管理 長 務企画課長及び 産管理課長 構成 危機管理委員会 設置 危機管理 関 基

方針 洗い出 評価 危機管理体制 検証等 い 審議 危機 生時 危機管理

委員会 危機 容 程 踏 え 必要 応 危機対策 部 設置 対応 当 体制 整え い  

常時 危機管理 危機管理委員会 地震 火災 各種 故等 いわゆ 危機

研究活動等 コンプ ン 入 減少等 経営面 含 学 関わ 全

洗い出 響 想定 生頻 評価 対応優先 応 ニュ 作成 教育 訓練

実施 進 い ニュ 想定 危機 種類 評価 危機管理 基 方針 対応 組織体

制等 基 的 定 危機対策基 ニュ 策定 い 個 危機 対 容 応

具体的対応 定 個 ニュ 作成 逐 進 い あ 資料  

 

資料  危機管理規程 抜粋  

目的  

第 条 規程 立大学法人奈良 立 科大学 学 いう い 生 様々 象 伴う危

機 迅 的確 対処 学 危機管理体制 対処方法等 定 学 職員及び

学生等 安全確保 図 学 社会的 責務 果 目的  

 学 危機管理 い 法 等及び 学 規程等 定 規程 定  

理 長等 責務  

第 条 理 長 学 危機管理 統括 責任者 あ 危機管理 推進 必要 措置 講

い  

 副理 長及び理 理 長 補佐 危機管理 推進 い  

 理 長 在 場合 副理 長 職務 理 規程 基 危機管理 統括 責任者 危機管理

業務 遂行  

 理 長及び副理 長 在 場合 理 長 あ 指定 序 理 職務 理 規程 基

危機管理 統括 責任者 危機管理業務 遂行  

 各課 長 当 課 所管 業務 係 危機管理 責任者 あ 全学的 危機管理体制 連携 図 当

課 所管 業務 係 危機管理 推進 必要 措置 講 い  

 職員 危機管理意識 職務 遂行 当  

危機管理委員会  

第 条 学 危機管理 実施 関 必要 審議 奈良 立 科大学危機管理委員会 委

員会 いう 設置  

 委員会 委員 構成  

( ) 副理 長 

( ) 理  

( ) 法人企画部長 

( ) 病院経営部長 

( ) 危機管理 長 

( ) 務企画課長 

( ) 産管理課長 

( ) 他理 長 特 必要 認 者 

 委員会 委員長及び副委員長 置く  

 委員長 副理 長 充 副委員長 委員 う 委員長 指  

 委員長 委員会 表 会務 掌握  

 副委員長 委員長 補佐 委員長 故 あ 職務 理  

 委員会 必要 応 委員会 外 者 出席 求 意見 聴く  

 委員会 務 危機管理 い 行う  

危機管理委員会 審議  

第 条 委員会 審議  

( ) 潜在 危機 把握及び評価並び 予防策 立案及び実施 関  

( ) 学生及び職員 危機管理 関 意識及び知識 向 関  

( ) 危機管理基 ニュ 作成及び見直 関  
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( ) 危機 生時 対策 関  

( ) 他危機管理 関  

所属長 危機管理業務  

第 条 所属長 当 所属 所管 業務 関 各号 掲 危機管理業務 行う  

( ) 潜在 危機 把握及び評価並び 予防策 立案及び実施 

( ) 危機管理個 ニュ 作成及び見直  

( ) 学生及び職員 対 適 情報提供 

( ) 危機 生時 危機管理体制 整備 

( ) 危機 生時 具体的対策 立案及び実施 

( ) 他危機管理 係 必要 実施 

危機対策 部 設置  

第 条 理 長 危機 生 又 生 あ 場合 い 危機 対応 必要 あ 認

場合 や 危機対策 部 対策 部 いう 設置  

 対策 部 構成等  

 ( ) 部長 理 長 充 対策 部 業務 総括  

 ( ) 副 部長 副理 長 充 部長 補佐  

 ( ) 部員 理 法人企画部長 病院経営部長及び危機管理 長 充  

( ) 部員 必要 応 関係 職員 加え  

 対策 部 務 当 危機 所管 所属 い 行う  

 対策 部 組織及び緊急連絡体制等 必要 理 長 あ 定 職員 周知 く

 

 対策 部 部長 危機 終息 言 行 解散  

危機対策 部 限  

第 条 対策 部 部長 指揮 迅 危機 対処 い  

 職員 対策 部 指示 従わ い  

 対策 部 案処理 当 役員会 審議 含 学 規程 必要 手 省略

 

 前 場合 い 対策 部 案 対処 終了 役員会等 報告 い  

危機対策 部 業務  

第 条 対策 部 各号 掲 業務 行う  

 ( ) 危機 係 情報 集及び 析 

 ( ) 危機 係 必要 対策 決定及び実施 

 ( ) 危機 係 職員及び学生等 情報提供 

 ( ) 危機 係 関係機関 連絡調整 

 ( ) 危機 係 報 機関 情報提供 

 ( ) 他危機 対応 い 必要  

 

析結果 根拠理由  

管理運営組織 い 審議会 役割 応 学 各責任者 各 学外 識者 入

機能 確保 配意 務組織 い 必要 人員 確保 い 適 規模

機能 い  

危機管理等 い 常時 危機 生時 管理体制 整え 常時 学 関

わ 全 洗い出 対応優先 評価 行い ニュ 作成 教育 訓練 実施 組

体制 整備 い  

 

 

観点 － －  大学 構成員 教職員及び学生 そ 他学外関係者 管理運営 関す 意見やニ ズ 把

握 適 形 管理運営 映 い  

 

観 係 状況  

教員 関 一般教育 基礎 学教育 臨床 学教育 護教育 各教育協議会 意見やニ 把握
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各教育部長 委員 い 教育研究審評議会や役員会 議論 通 意見等 集約 図 踏

え 管理運営 適 行わ う企画立案等 映 い  

職員 関 全所属長 構成 所属長会議 意見等 把握 集約 企画立案等 映 い  

教職員全員 対象 職員提案制 設 大学運営 改善 合理化 資 教職員 意

企画立案等 映 い  

学生 関 各学 表 総 置 総 窓口 い 学務委員会 学生生活部会

委員 担当 学生相談 設置 相談等 い 学生 ニ 把握 成

学科及び 護学科 全学生 対象 授業 施設や生活状況 関 ン 調査 実施 学科 護

学科 学生 書 管理運営 映 い 資料 ― ―  

学外関係者 い 経営審議会 学外委員 人 各方面 外部 識者 教育研究審議会 学外委員

他学 識者 構成 専門的 観 意見 言 得 管理運営 映

い 毎 奈良 地方独立行政法人評価委員会 業務実績 評価 行わ 中 各界専門

家 委員 意見 言 得 学教員 高校訪問等 通 外部 意見 把握

管理運営 映 い  

 

析結果 根拠理由  

教職員 関 意見やニ 把握 組織体制 確立 い 学生 他学外関係者

関 意見やニ 把握 対応 組織体制 手法 整備 必要 断

い 都 役員会等 審議 うえ 管理運営 映 い  

大学 構成員 教職員及び学生 他学外関係者 管理運営 関 意見やニ 把握

適 形 管理運営 映 い  

 

 

観点 － －  事 置 い 場合 事 適 役割を果たし い  

 

観 係 状況  

地方独立行政法人法 学 査規程 資料 基 人 非常勤 認会計士

弁護士 毎 業務 合理的 効率的 運営 図 業務 査 会計経理 適 期

会計 査 実施 い  

査 役員会 他 要 会議 出席 要 決裁書類等 閲覧 理 長等 業務運営 報告聴

各部門責任者 業務処理状況 聴 等 方法 実施 査結果 理 長あ 報告

掲載 表 い 資料  

役員会 い 大学 管理運営 会計処理 関 言 求 場合 必要 応

適 言 行 報告 言 適 大学運営 活用 い  

 

析結果 根拠理由  

非常勤 専門 活 業務 査 会計 査 実施 報告 必要 応

適 言 行 報告 言 適 大学運営 活用 い

適 役割 果 い  
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観点 － －  管理運営 た 組織及び事務組織 十 任務を果たす よう 研修等 管

理運営 関わ 職員 資質 向上 た 取組 組織的 行わ い  

 

観 係 状況  

奈良 人 交流 採用 い 職員 関 奈良 職員 対象 研修 参加 能力向

研修 職 行わ 研修等 資質 向 図 い 資料  

法人採用 職員 関 法人 行う新規採用職員 研修 中堅職員 対象 研修

能力向 各種研修プ 用意 資質 向 図 い 資料  

他機関 派遣研修 成 23 文部科学省 法人採用 職員 間派遣

成 25 期目 職員 派遣 い  

い 職員 い 外部 行わ い 研修 参加 費用補 行う制 設

対応 い能力開 対応 い  

 

資料  成24  自治研修所職員研修体系 
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資料  H24研修概要 奈良 自治研修所  
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資料  プ 職員対象研修一覧 

成 度 パ 職員研修一覧

研修名 実施日 時間 対象 内容 講師

文部科学省派遣 . ～ . 間 法人職員 名 文部科学省 い 業務 従事す -

新規採用者研修 Ⅰ . . ～ 日間

. . 付新規採用者

事務職 名

医療技術者 名

技術職 名

看護師助産師79名

臨床研修医 一部内容

度中途採用者 交流職員希

望者

全体 ン ション い

服務 給与 い

採用関係書類 共済 互助会等書類記入

理事長講話

病院長講話

法人組織 い

感染防止 い

財務 法人会計 中期計画 い

社会人 し 心構え 基本的 接遇

ンタ ス い

書館利用 い

医療安全管理 い

理事長

病院長

法人企画部長

総務課

財務企画課

教育支援課

外部講師

ほ

医療事務研修

ッ チ

. ～

随時

-
法人職員希望者

名

医療事務 外部講習

大学連合ＦＤ ＳＤ情報交換会職員研修 H24.9.7 日間 法人職員希望者

大学 ハ ス ン 防止 た    ～学びやすい そし 働きやすい環境 く 向け

情報交換会

外部講師

業務能力向 研修

N ュ ンフ ンス

.9. ～ 日間

法人職員希望者

研究推進課 名

受講結果報告未提出

外部講習

一般社団法人大学

技術移転協議会

業務能力向 研修

第 回 Dフ

H24.10.21 日間

法人職員希望者

病院管理課 名

財務企画課 名

若手職員 成長 育成 基調講演 分科会

受講結果報告一部未提出

外部講習

大学コン シ

京都

中堅職員研修

H24.11.22

. . 予定

日間

事務 コ 部門 パ 職

員

主査以 また 歳以 一定条

件を満たす

中堅職員 求 役割

中堅職員 し コ ュ ション力

周 協働す 司を補佐す 部 後輩 指導 教育

中堅職員 し 業務 管理推進力

自己改善計画 立案

外部講師

業務能力向 研修

滞日外国人医療 シャ ワ

. . ～ . 日間

法人職員希望者

医療相談室 名

受講結果報告未提出

外部講習

日本医療社会福祉

協会

パ 職員研修

～ 月

予定

日間 パ 職員

コ ュ ション研修 目職員 希望す パ 職員

ン ション研修 ～ 目職員

ス ッション ～ 目職員

外部講師

評価者研修 未定 複数日

次評価者 次評価者

管理職

人事評価を実施す あた 評価者 評価スキ を向 させ 研修を行う 外部講師

 

 

析結果 根拠理由  

奈良 人 交流 採用 い 職員 法人採用職員 職員 資質向 効果的 効率的 実現

研修体系 確立 計画的 的 必要 各種研修 実施 管理運営 関わ 職員 資質

向 組 組織的 行わ い  
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観点 － －  大学 活動 総合的 状況 い 根拠 資料やデ タ等 基 い 自己点検

評価 行わ い  

 

観 係 状況  

学 活動 い 地方独立行政法人法 基 く中期計画 載 計画 基 教育 研究 診療

各業務 業務運営 改善 効率化 務 容 改善 施設設備 整備 活用等 組 い 中期計画及

び 計画 実績 理 長 副理 長 役員 関係教職員 構成 中長期計画推進委員会 教育研究審議

会 経営審議会及び役員会 い 自己 検 評価 行 うえ 自己評価結果 付 業務実績報告書

奈良 地方独立法人評価委員会 提出 掲載 表 い  

自己 検 評価 各計画 担当所属 当 計画 進捗 評価 適 指標 タ 基 部

局長 役員等 協議 実施 うえ 統一フォ 評価結果案 根拠 明 中長期計画

推進委員会 教育研究審議会 経営審議会及び役員会 い 検証 自己 検 評価 結果

確定 い 資料  

 

資料  中長期計画推進委員会規程 

趣  

第 条 立大学法人奈良 立 科大学 展 向 中期計画 着実 推進 図 中長期的 視

企画立案 行う 奈良 立 科大学中長期計画推進委員会 委員会 いう 設置  

組織  

第 条委員会 学長 副理 長及び副学長 各号 委員 組織  

教育研究審議会 委員若  

一般教育協議会 教授  

基礎 学教育協議会 教授  

臨床 学教育協議会 教授  

護教育協議会 教授  

学長 指 者若  

 前 号 号 委員 教育研究審議会 意見 聴 学長 役員会 諮 任命  

 第 委員 任期 委員 員 生 補充 委員 任

期 前任者 残任期間  

委員長  

第 条委員会 委員長 置 学長 充  

 委員長 必要 応 委員会 招集 議長  

 委員長 故あ 時 あ 委員長 指 委員 職務 行  

所掌 務  

第 条委員会 所掌 務  

中期計画 推進 見直 及び策定 関  

将来展望 検討 関  

奈良 地域 療等対策協議会 提言 対応 関  

奈良 地域 療計画 中期計画 調整 関  

議  

第 条 委員会 委員 出席 開く 出来 い  

 委員会 必要 あ 認 委員 外 者 出席 求 説明又 意見 聞く 出来  

 委員会 検討状況 い 教育研究審議会及び役員会 報告  

専門部会  

第 条 委員会 特定 い 専門的 検討 専門部会 置く 出来  

 専門部会 設置及び 構成員 い 委員会 決定  

 専門部会 部会長 置 部会長 部会員 互選  

 部会長 故あ 時 あ 部会長 指 部会員 職務 行  

 専門部会 検討状況 い 定期的 委員会 報告  

 専門部会 運営 関 必要 い 専門部会 定  
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資料  第 期中期計画期間 業務実績報告書 

 成23  http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/23jisseki.pdf 

 成22  http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/22jisseki.pdf 

 成21  http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/21jisseki.pdf 

 成20  http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/20jisseki.pdf 

 成19  http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/19jisseki_houkokusyo.pdf 

 掲載   http://www.naramed-u.ac.jp/info/plan_evaluation/business.html 

 

資料  立大学法人奈良 科大学定款 抜粋 一部再掲  

議決  

第15条役員会 議決  

(1) 中期目標 い 知 対 述 意見及び 計画 関  

(2) 法 知 認 又 承認 い  

(3) 予算 作成及び執行並び 決算 関  

(4) 大学 学部 学科 他 要 組織 設置又 廃 関  

(5) 他役員会 定 要  

審議  

第18条経営審議会 掲 審議  

(1) 中期目標 い 知 対 述 意見 関 う 法人 経営 関  

(2) 中期計画及び 計画 関 う 法人 経営 関  

(3) 学則 法人 経営 関 部 限 会計規程 役員 対 報酬及び 職手当 支給 基準 職員 給

及び 職手当 支給 基準 他 経営 係 要 規程 制定又 改廃 関  

(4) 予算 作成及び執行並び 決算 関  

(5) 組織及び運営 状況 い 自 行う 検及び評価 関  

(6) 他法人 経営 関 要  

審議  

第21条教育研究審議会 掲 審議  

(1) 中期目標 い 知 対 述 意見 関 う 教育研究 関  

(2) 中期計画及び 計画 関 う 教育研究 関  

(3) 学則 教育研究 関 部 限 他 教育研究 係 要 規程 制定又 改廃 関  

(4) 教員人 関  

(5) 教育課程 編成 関 方針 係  

(6) 学生 滑 修学等 支援 必要 言 指導 他 援 関  

(7) 学生 入学 卒業又 課程 修了 他学生 在籍 関 方針及び学 授 関 方針 係  

(8) 教育及び研究 状況 い 自 行う 検及び評価 関  

(9) 他大学 教育研究 関 要  

 

析結果 根拠理由  

自己 検 評価 い 学 活動全般 載 中期計画 関 各所属 中長期計画推進委員会

教育研究審議会 役員会 い 計画 進捗 評価 適 指標 タ 基 自己 検 評価 行

い 業務実績報告書 奈良 地方独立法人評価委員会 提出 表 大学 活動 総合

的 状況 い 根拠 資料や タ等 基 い 自己 検 評価 行わ い  

 

 

観点 － －  大学 活動 状況 い 外部者 当該大学 教職員以外 者 よ 評価 行わ

い  

 

観 係 状況  

/pdf/info/plan_evaluation/business/23jisseki.pdf
/pdf/info/plan_evaluation/business/22jisseki.pdf
/pdf/info/plan_evaluation/business/21jisseki.pdf
/pdf/info/plan_evaluation/business/20jisseki.pdf
/pdf/info/plan_evaluation/business/19jisseki_houkokusyo.pdf
/info/plan_evaluation/business.html
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学 活動全般 載 中期計画 実績 い 学 自己 検 評価 結果 付 地方独立行政

法人法 基 業務実績報告書 奈良 地方独立法人評価委員会 提出 各 識者 構成

委員会 い 計画 進捗 評価 適 指標 タ 基 評価 行わ い 資料

成18 学校教育法第 109条第 規定 基 大学評価 学 授 機構

大学機関 認証評価 審 評価 い 資料  

 

資料  奈良 地方独立法人評価委員会条例 

http://www.pref.nara.jp/secure/54516/hyoukajourei.pdf 

 

資料  奈良 地方独立法人評価委員会委員 

http://www.pref.nara.jp/dd.aspx?menuid=21929 

 

資料  奈良 地方独立法人評価委員会 成 立大学法人奈良 立 科大学 業務

実績 関 評価結果 

http://www.pref.nara.jp/secure/54516/23hyouka-1.pdf 

http://www.pref.nara.jp/secure/54516/23hyouka-2.pdf 

 

析結果 根拠理由  

学 活動全般 載 中期計画 実績 い 業務実績報告書 奈良 地方独立法人評価委員会

提出 評価 成 18 大学評価 学 授 機構 大学機関 認証評価 審 評

価 い 大学 活動 状況 い 外部者 評価 行わ い  

 

 

観点 － －  評価結果 フィ ドバック 改善 た 取組 行わ い  

 

観 係 状況  

学 活動全般 対 奈良 地方独立行政法人評価委員会 評価結果 中期計画 進捗 管理 中長期

計画推進委員会 教育研究審議会 経営審議会及び役員会 報告 理 長 副理 長 各役員

学 関係者 フ ッ 課 あ い 原因 析 改善方策 検討 行

い 活動 改善 図 翌 降 計画 容 組手法 映 い  

評価結果 踏 え 具体的改善 例 成 23 係 業務実績 評価結果 い 課

護学科卒業生 附属病院 就職率 向 い 成 24 設立団体 あ 奈良 間

新 奨学金制 検討 い 協議 行い 奈良 定 学 第 期中期目標 成 25 ～ 成30

盛 込 資料  

成18 審 大学機関 認証評価 い 改善 要 指摘 あ い

改善 実施 い 資料  

 

 

 

http://www.pref.nara.jp/secure/54516/hyoukajourei.pdf
http://www.pref.nara.jp/dd.aspx?menuid=21929
http://www.pref.nara.jp/secure/54516/23hyouka-1.pdf
http://www.pref.nara.jp/secure/54516/23hyouka-2.pdf
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指摘  改善状況 

学科 護学科 個 教養教育 体制 定

教養教育担当教員 配置 い

学部 統一 教養教育 体制 構築

い い  

学科 コ 90 学期制 護学科 コ

90 学期制 い 両学科 コ 90

学期制 変更  

授業評価結果 フ ッ 授業 担当

教員全員 伝わ い い講 あ 十

機能 い い  

授業評価 結果 授業 担当 教員全員 フ

ッ 体制 整備  

大学院 課程 入学定員充足率 い状況

見  

学研究科博士課程 成 18 入学定員 40

対 入学者22 成24 入学者22 あ

入学者 増加 図 組 実施  

学修士課程 博士課程 進学 場合 入学料

免除 

期修了制  

長期履修制  

員 大学院入学 

大学院生 附属病院 非常勤 員 勤務 

授業料減免制  

前回 認証評価 降 設置 学研究科修士課

程 成 20 4 設置 及び 護学研究科修士課程

成24 4 設置 い 定員 充足 い  

施設全体 フ 化 十 あ  成21 一般教育棟 基礎 学棟 臨床講義棟

一部 洋式 改修整備  

成23 一般教育棟 図書館 体育館 弓 場 一

部 手 設置 弓 場付近 補修舗装 施工  

成24 基礎 学棟 護学棟 手 設

置 一部洋式化及び身体 害者用 改修  

病院 護学科校舎 外 建物 老朽化 い

 

教育 研究部門 新キ ン 移転 診療部門

耐震化建物 改築 い 第 期中期計画 載

計画策定 着手済  

学生 利用 ソコン 数 少 い Ｉ

Ｔ環境整備 十 あ  

教育用 ソコン 設置数 前回認証評価時 114 

成 24 附属図書館 貸出用ノ ソコン 含

131 配備  

図書館 学生 必要 最新 参考図書

足 い  

成19 降 学生 必要 い 自己学習

最新 学習参考図書や教科書 購入 い  

H19  787冊 H20  983冊 H21  764冊 H22  962冊  

H23  909冊 
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資料  第 期中期目標 

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/25-30cyuukimokuhyou.pdf 

 

資料  第 期中期計画 

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/business/25-30cyuukikeikaku.pdf 

 

資料  成18 実施 大学機関 認証評価 

(自己評価書) http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/certification/houkokusyo.pdf 

(添付資料一覧) http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/certification/list.pdf 

(評価報告書)http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/info/plan_evaluation/certification/naraika_d200703.pdf 

 

 

析結果 根拠理由  

外部評価 結果 中期計画 進捗 管理 組織 通 理 長 副理 長 各役員 学 関係

者 周知 改善方策 検討 実施 計画 見直 行わ い 評価結果 フ ッ

改善 組 行わ い  

 

 

優 た点及び改善を要す 点 

 

優  

成23 運営費交付金 入 1,255 万 全国 国 立単科 科大学 中 立 水準 あ  

成 22 黒 決算 確保 大学 目的 沿 教育研究活動 適 安定 展開

経営基 整え い  

 

改善 要  

当  

/pdf/info/plan_evaluation/business/25-30cyuukimokuhyou.pdf
/pdf/info/plan_evaluation/business/25-30cyuukikeikaku.pdf
/pdf/info/plan_evaluation/certification/houkokusyo.pdf
/pdf/info/plan_evaluation/certification/list.pdf
/pdf/info/plan_evaluation/certification/naraika_d200703.pdf
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基準 10 教育情報等 公表 

 

観点 析 

 

観点 10－ － ： 大学 目的 学士課程 あ 学部 学科又 課程等 大学院課程 あ 研究科又

専攻等 を含む 適 に公表 もに 構成員 教職員及び学生 に周知

い  

 

観点 係 状況  

大学 目的 い 大学学則 第 条 規定す さ 詳細 目的を医学科及び看護学科 教 

育要項 本学 理念や教育目標 明記し い 大学院 目的 い 大学院学則 第 条 規定す

看護学研究科 教育要項 さ 詳細 目的を明記し い  

学則 学生便覧 記載し 毎 度学生便覧や教育要項 製本し 全教職員 学生 配布し い  

た 教育要項 本学 掲載し 学内外 広く周知を図 い 資料 － － －

資料 － － －  

学内専用欄 大学及び大学院 学則を掲載し 本学 学生及び教職員 自由 

閲覧を可能 し い  

 

析結果 そ 根拠理由  

大学 目的 学則や教育要項 明記 うえ 冊子 配布及び へ 掲載 教職員及び学生 広 

く周知を図 い 判断  

 

 

観点 10－ － ： 入学者受入方針 教育課程 編成・実施方針及び学位授与方針 適 に公表 周知

い  

 

観点 係 状況  

［医学科 看護学科］ 

学生便覧 入学者 入方針 あ ド ッ ョン 教育課程 編成 実施方針 あ 教育目標を掲

載し い カ キュ デ プロ 次 度 掲載予定  

教育要項 学位授与方針 あ 授業科目履修要項を記載掲載し い  

学生便覧 教育要項 毎 度 製本し 全学生及び教職員 配布す 教育要項 本学

掲載し学内外 広く周知を図 い 教育要項 資料 － － －  

［医学研究科］ 

成24 度 ド ッ ョン カ キュ デ プロ を策定し を学生

便覧 掲載し こ 学生便覧を学部生及び大学院生 配布す 各 を本学

掲載し学内外 広く周知を図 い  

［看護学研究科］ 

成24 度 修士課程 開設時 ド ッ ョン を 成24 度中 カ キュ デ

プロ を策定し い ド ッ ョン 学生募集要項 掲載し い  
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カ キュ デ プロ 次 度 学生便覧 掲載予定 あ  

 

資料10－ －  看護学研究科 ド ッ ョン 成26 学生募集要項  

http://www.naramed-u.ac.jp/pdf/admissions/kanogogakukenkyu/kangogakukenkyukaboshu.pdf 

 

析結果 そ 根拠理由  

方針 大学 各学科及び大学院 各研究科 策定済 あ 製本 配布 へ 掲載び

及び全教室へ 通知 適 公表 周知 さ い 判断  

 

 

観点 10－ － ： 教育研究活動等につい 情報 学校教育法施行規則第 172条 に規定 事項を含

む 公表 い  

 

観点 係 状況  

 学校教育法施行規則 定 公表 義務付け い 項目 い 教育情報 公表

を設け 全 項目を掲載し公表をし い  

た 義務 け い 項目以外 教育プログ 特徴や特色あ 組 い 掲載及び公表し

い 資料10－ － －  

 教員情報 医学科 看護学科 病院等 全教員を掲載し い 授業科目 授業方法 授業計画 い

医学科 看護学科 大学院 医学研究科 博士課程 修士課程 看護学研究科 学科及び課程 け 掲載し

い 就職状況 い 医学科 看護学科 卒業生 少数 あ こ 就職先を記載す 等 詳細

を掲載し い  

自己点検 評価 結果 資料 － － － 外部評価 結果 資料 － － － 財務諸表 資

料 － －⑥－ い 掲載し公表し い  

 

資料10－ － －  大学 教育情報 公開  

http://www.naramed-u.ac.jp/info/education_info.html 

 

析結果 そ 根拠理由  

義務付け い 項目及び本学 教育プログ 特徴や特色あ 組を 掲載し公表す

こ 学内外 本学 教育内容を広く周知し い  

 

 

優 た点及び改善を要す 点 

 

優 た点  

教員情報 医学科 看護学科 病院等 全教員を掲載し い 授業科目 授業方法 授業計画 い

医学科 看護学科 大学院 医学研究科 博士課程 修士課程 看護学研究科 学科及び課程 け 掲載し

い 就職状況 い 医学科 看護学科 卒業生 少数 あ こ 就職先を記載す 等 詳細

い  

/pdf/admissions/kanogogakukenkyu/kangogakukenkyukaboshu.pdf
/info/education_info.html
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改善を要す 点  

特 し  


